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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　こんにちは。本書の筆者である加納正顕かのう・まさあきです。

　まずは本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア（以下、デザイア）』シリーズの第二巻かんにあたります。そのため、前ぜん巻かんの内ない容ようを踏ふまえて書かれている部分がありますので、未読の場合は先に既刊をお読みいただくことをお薦めいたします。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、麻マー雀ジヤンやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウイルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その影かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。




　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　それでは、説明はここまでにして、本ほん編ぺんに入りましょう。

　最後までお付き合いのほどをお願いいたします。










　　　　前回のあらすじ




　あらゆる願いを叶かなえると言う未知の物ぶつ質しつ、『至高天エンピレオ』を守り、起動させるのが目的のＦＨセル『神曲』に所しよ属ぞくするオーヴァード、青あお峰みねミユキ、大門寺朱香だいもんじ・しゆか、闇条晃士朗あんじよう・こうじろう、そして九く鬼きの四人は、それぞれが『至高天』によって叶かなえたい強い欲望ねがいを持っていた。

　彼かれら──通つう称しよう「ケルベロス」の四人は、『至高天』の起動に必要な『マテリアル』と呼ばれるアイテムを奪だつ取しゆするため、セルリーダー〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこ、そして研究員〝クィーンアント〟高円寺瑞穂こうえんじ・みずほの命令でＵＧＮの施し設せつを強きよう襲しゆうする。

　マテリアルの奪取には成功するが、それはクィーンアントの企たくらみだった。彼かの女じよはセルを裏うら切ぎり、自らが望む世界をつくるための計画を実行しようとする。その計画を阻そ止しし、クィーンアントを倒たおすミユキたちだが、代だい償しようとして友人であり、クィーンアントの娘むすめである真ま梨り子こから仇かたきとして憎ぞう悪おされることとなった。

　それから二ヶ月後。マテリアルを手に入れ、『神曲』セルに復ふく讐しゆうを誓ちかうオーヴァード、〝ストラグル〟桐原和也きりはら・かずやが相あい棒ぼうの〝レッドピラー〟阿部俊介あべ・しゆんすけと共に『神曲』セルを襲しゆう撃げきする。至高天から力を引き出すストラグルに苦戦する四人だったが、なんとか退しりぞけることに成功し、新たなマテリアルを入手するのだった。



















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで世界はすでに変へん貌ぼうしていた──。




　二〇一〇年、二月某ぼう日じつ。シナリオやデータの打ち出しを抱かかえ、筆者は大おお阪さか府ふ某ぼう所しよの集合場所へと向かっていた。

　もちろん、『デザイア』二巻の収しゆう録ろくが目的である。




　本シリーズは、『ＤＸ』リプレイ初となる、ＰＣ全員が悪の組そ織しきファルスハーツに所属するリプレイである。そのため、一巻ではシナリオや設せつ定ていで色々と頭を悩なやませることとなり、正直なところ不安も多かった。

　だが、プレイヤーたちは筆者の不安を払ふつ拭しよくするかのような魅み力りよく的てきなＰＣを演えんじてくれた。




　あらゆるものを切きり捨すて、弟のために戦い続けるミユキ。

　心しん酔すいする『お母さん』のため、道具になりきる天てん真しん爛らん漫まんな少女、朱香。

　鬱うつ屈くつしたものを抱えながら、失った力を取とり戻もどそうと願う晃士朗。

　そして、飄ひよう々ひようとした態たい度どの裏うらに捨すてきれない人間味を隠かくす最強の男、九鬼。




　中でも、朱香のインパクトは強烈だった。あそこまでファルスハーツに傾倒したキャラクターが出てくるとは、筆者も想定していなかったのである。

　そこで今回は、朱香にスポットを当てたシナリオを用意することにした。

　あらゆる欲望を叶えるという謎の物質『至高天』を巡って戦う彼らの物語。果たして今回は、どのようなセッションになるのだろうか？




　やがて、集合場所に筆者を含ふくめた五人の男女が集まった。

　まずは、プレイヤー一同を紹しよう介かいしよう。




▼若林直美わかばやし・なおみ

　人気ゲーム『THE IDOL M@STER』（バンダイナムコゲームズ）の秋月律子あきづき・りつこ役をはじめ、多数のアニメやゲームの声、舞台出しゆつ演えんなどで活かつ躍やく中の声せい優ゆう。

　かわいらしさと「頼たよれるお姉さん」のような雰ふん囲い気きを併あわせ持もち、セッションを盛もり上あげてくれる素す敵てきな方である。

　ゲーム好きとしても有名で、ルールブックやリプレイを読みこみ、『ＤＸ３』初心者とは思えないキャラ構こう築ちくで筆者や他のプレイヤーを驚おどろかせた。

　本シリーズでは、自らを心酔する『お母さん』の道具と言い切る、無む邪じや気きさと狂きよう気きを併あわせ持もつＦＨチルドレン、大門寺朱香のプレイヤーである。




▼合あい鴨がもひろゆき

『異界戦記カオスフレア』（新紀元社刊）、『トリニティ×ヴィーナス』（ジャイブ刊）などで知られ、現在は電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥにて『アクセル・ワールド』（電撃文庫刊／著ちよ：川原礫）のコミカライズを手がける漫まん画が家か兼けんイラストレーター。ペンネームで誤ご解かいされがちだが、れっきとした女じよ性せいである。リプレイのプレイヤーとしても、その丁てい寧ねいなロールプレイ描びよう写しやで人気を博している。

　本シリーズでは、弟を救うため戦いに身を投じるクールな少女、青峰ミユキのプレイヤー。




▼矢野俊策やの・しゆんさく

　言わずと知れた『ＤＸ３』シリーズの生みの親であるゲームデザイナーにして、『アリアンロッド・サガ』や『ダブルクロス』シリーズの小説も手がける作家。筆者にとっては偉い大だいにして敬けいすべき先せん輩ぱいである。無む論ろん、〝王子〟〝クレバー〟などのゆかいなふたつ名でいじったりすることなど筆者にはできようはずもない。

　本シリーズでは、かつて敗北したことで失った力を取り戻そうとする野望の男、闇条晃士朗のプレイヤーである。




▼三田誠さんだ・まこと

『レンタルマギカ』（角川書店刊）、『イスカリオテ』（電撃文庫刊）など、多数のヒットで知られる神戸在ざい住じゆうの小説家。やはり筆者にとっては偉い大だい極まりない先輩である。

　理り性せい的てきで分ぶん析せき力りよくに富とみ、多大なアドバイスをくれる頼れる先輩だが、ゲームとなると我われを忘わすれる傾けい向こうがなくもない。

　本シリーズでは、昏こん睡すい状じよう態たいの少女・セシリアを救うために戦う最強のエージェント、九鬼のプレイヤーである。




　以上四名と、筆者こと加納正顕の五名でお送りする『デザイア』シリーズ第二巻。

　どうか最後までお付き合いくださいませ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




加納（以下、ＧＭ）：おはようございますっ！

一同：おはようございまーす！

ＧＭ：それではこれより、『デザイア』シリーズ第三話の収録を行いたいと思います！　皆さん、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：さて、今回のシナリオですが、前回──〝ストラグル〟桐原和也があなた方の所属する『神曲』セルを襲撃した事じ件けんから、大体二～三ヶ月が経けい過かしたと思ってください。

若林：結構時間が経たちましたね。

合鴨：じゃあ、五月末か六月頭、ってとこですね。

矢野：その間特に何もなかったのか？

ＧＭ：はい。『神曲』セルの精せい鋭えい部隊、ケルベロスとして活動はいくつかあったとは思いますが、あなた方の目的である『至高天』の謎に迫せまるような大きな事件はありませんでした。

矢野：なるほど。

三田：経けい験けん点が貰えるような仕事はなかったってことだな（笑）。

合鴨：わかりやすい表ひよう現げんですね（笑）。

若林：ええー、もうちょっと経験点が欲ほしいのにー。

矢野：若林さんが三田さんみたいなことを言い始めた……（笑）。

ＧＭ：それなら頑張って稼かせいでください。今回も重くてきついシナリオを用意したつもりですので！

一同：げぇー！（笑）

ＧＭ：ではそんなところで、シナリオのトレーラーを読み上げますね。




●トレーラー

　とある雨の日に生まれた小さな友ゆう情じよう。それは、雨に濡ぬれた子犬がとりもったもの。

　時を同じくして、無差別にオーヴァードが殺さつ傷しようされる事件が起こる。

　奇くしくも、事件の影には牙きばを剝むく犬たちの姿すがたがあった。

　果たして彼らは憎にくむべき敵てきか、それとも、最良の友なのか。

『ダブルクロス The 3rd Edition　リプレイ・デザイア』　第三話

「子犬のワルツ　～Minute Waltz～」

　ダブルクロス──それは裏切りを意味する言葉。




若林：子犬のワルツ、ですか。

三田：ショパンの曲だね。伯はく爵しやく夫人に捧ささげた曲だ。

ＧＭ：さすが三田さん、そのとおりです。まあ、伯爵夫人は出てこないですが（笑）。

合鴨：でも犬は出てくるんですね？（笑）

ＧＭ：もちろんです。というわけで、続けて皆さんに配はい布ふするハンドアウトを読み上げていきますね。最初は朱香のハンドアウトです。

若林：あれ、ミユキちゃんじゃないんですか？

ＧＭ：はい。……今回は朱香がＰＣ①ですから！

若林：えええええー！　やだー！（一同爆ばく笑しよう）

合鴨：いきなり拒きよ絶ぜつされてますよ、ＧＭ。

ＧＭ：な、なんでそんなに拒絶するんですか!?（笑）

若林：だってＰＣ①って重い設定とかつくじゃないですか！　そんなのいらない！　あたしはもっと自由でいたい！（笑）

三田：ぴ、ＰＣ①をこんなに拒絶する人を初めて見た（笑）。

合鴨：頑張ってください。私わたしはバーンナウトＰＣ①として朱香ちゃんを見守ります（笑）。

矢野：それじゃ『ストライク』じゃないですか（笑）。

若林：ううう……。でも、売られた喧けん嘩かは買いますよ！　受けて立ちます！

ＧＭ：その意気です（笑）。では、読み上げますね。




大門寺朱香用ハンドアウト

ロイス：柾木真まさき・しん　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：誠せい意い／Ｎ：隔かく意い

　とある雨の日。鴨かも川がわ沿ぞい──五条大橋の下で、キミはひとりの少年、そして一匹ぴきの子犬と出会った。

　子犬は捨て犬のようで、怪け我がもしている。幸い命に別べつ状じようはないものの、このまま捨すて置おくのも気にかかる。少年──柾木真も同じ気持ちのようだが、あいにく彼は連れ帰ることができないらしい。キミがその犬を連れ帰ることに決めると、真は我わが事のように喜んでいた。




若林：（驚おどろいた声で）ロイスがお母さんじゃない！

ＧＭ：あ、やっぱりまずそこに反はん応のうするんですね。

若林：当然ですよ！　お母さんじゃない人だ……。どうしたんだろう。外に興きよう味みを持ったのかしら（笑）。

矢野：お母さんのロイスは最初から持ってるじゃないですか（笑）。

合鴨：それにほら、いい人みたいですよ。子犬を拾ってあげてるし。

若林：（ＧＭの顔を覗き込んで）ホントかな～？　ホントにいい人なのかな～？（笑）

ＧＭ：何でも疑うたがってかかるのは良くないですよ！

若林：だって、これまで出てきた人は大体悪い人か壊こわれてる人じゃないですか！

ＧＭ：う……、あんまり反論できない……。

矢野：そういうシナリオだったからねえ（笑）。




青峰ミユキ用ハンドアウト

ロイス：朱香が拾った犬　　　推奨感情　Ｐ：慈じ愛あい／Ｎ：不安

　とある雨の日、キミの相棒である朱香が子犬を拾って帰ってきた。だが、ＦＨの構こう成せい員いんである自分たちが、ペットを飼かってもいいものだろうか。セルリーダーである美奈子に聞いてみる必要があるかもしれない。

　だがその子犬を見た時、キミは朱香の気持ちが少しわかる気がした。




合鴨：連れて帰ってきちゃう朱香ちゃんの気持ちがわかってしまうような可愛かわいい犬、ってことですね？（笑）

ＧＭ：そのとおりです。理解が早くて嬉しい（笑）。

合鴨：ちなみにどういった外見なんでしょう。あと、できれば犬種も。

ＧＭ：白い毛をした短毛種の日本犬です。あまり大きくなくて、小中学生でも平気で抱っこできるくらいのサイズですね。

合鴨：わかりました。ところで、この犬に名前はついてないんですか？

ＧＭ：ええ。朱香に名づけてもらおうかな、と思っています。

若林：あたしですか！　わかりました！

合鴨：納なつ得とくです。

ＧＭ：では、次に晃士朗のハンドアウトです。




闇条晃士朗用ハンドアウト

ロイス：殺害事件の犯はん人にん　　　推奨感情　Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：敵てき愾がい心しん

　無む惨ざん極まる連続殺害事件、それもオーヴァードのみを狙ねらった犯はん行こうが相次いで報ほう告こくされた。

『神曲』セルの構成員も被ひ害がい者しやのリストに加えられるにあたり、キミをはじめとするケルベロスのメンバーにも指令が下る。事件の犯人を突つき止とめ、報ほう復ふくせねばならない。




矢野：ん、了りよう解かい。襲撃はオーヴァードであれば無差別ってことかな？

ＧＭ：そのあたりはオープニングで演えん出しゆつする予定ですが、基き本ほん的てきに無差別に見えます。

三田：矢野君は依い頼らい型のハンドアウトか。わかりやすいな。

矢野：わかりやすいのは、いいことです。このキャンペーン、他に考えること多いし（笑）。

三田：確かに！（笑）

ＧＭ：では、最後に三田さん、九鬼のハンドアウトですね。




九鬼用ハンドアウト

ロイス：〝ブレイクエンド〟真田賢人さなだ・まさと　　　推奨感情　Ｐ：感服／Ｎ：食しよく傷しよう

　ＵＧＮ京都支し部ぶの凄すご腕うでエージェント、〝ブレイクエンド〟真田賢人。なるべくなら出会いたくない彼に、キミは最悪のタイミングで出会った。

　緊きん張ちようの糸を断たち切きったのは、突とつ然ぜんの襲撃。その襲しゆう撃げき者しやは、キミとブレイクエンド、その双そう方ほうを牙にかけんと襲おそい掛かかってきたのだ。




三田：また来たか、真の主人公……！

ＧＭ：はい。前巻の第一話に登場したＵＧＮの凄腕少年エージェント、ブレイクエンドこと真田賢人です。

若林：あの、あたしたちＰＣよりよっぽど主人公っぽい子ですね！（笑）

合鴨：正せい義ぎの味方くんだ。

ＧＭ：そんな彼が満を持して再さい登とう場じようします（笑）。

三田：とはいえ、ブレイクエンドくんとは別のヤツが襲い掛かってくるのか。やだなあ、どうレベルアップしようかなあ……（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ハンドアウトを配ったところで、皆さんレベルアップ作業をお願いします！

一同：はーい！




　レベルアップ作業開始からおよそ一時間後──、新たな力を得た四人が誕たん生じようした。




▼大門寺朱香

ＧＭ：では、朱香から報告をお願いします。

若林（以下、朱香）：エフェクトは《クイックダッシュ》を取って、《巨きよ人じんの生命》を５レベルに伸のばしました！　これでＨＰはなんと60！

矢野：60はすごいな。

合鴨：普ふ通つうは30でも高いのに！

三田：ガード値ちや《氷雪の守しゆ護ご》も考えると、[image: ]点くらいまで耐たえられるな。

朱香：あ、あと身長が二センチ伸のびました（笑）。

ＧＭ：わかりました（笑）。では、最後にＤロイス以外の固定ロイスの報告をお願いします。

朱香：お母さんとミユキちゃんです（即そく答とう）。

矢野：早いな！（笑）

三田：けどまあ、わかりやすいよねえ（笑）。

ミユキ：ありがとう、朱香ちゃん。

ＧＭ：本当に仲がいいなあ（笑）。わかりました。




▼青峰ミユキ

ＧＭ：では、ミユキの報告をお願いします。

合鴨（以下、ミユキ）：はい。私は《炎ほのおの刃やいば》を５レベルに、〈白兵〉を７レベルに上じよう昇しようさせました。それから、〈意い志し〉も２レベル伸ばして３にしています。

ＧＭ：なるほど。地力を伸ばしていく感じですね。〈意志〉が高いと暴ぼう走そうもしにくい。

ミユキ：ええ。あとは《コンセントレイト：サラマンダー》も３レベルに上げました。

矢野：これはあとあと効きくかもしれないな。侵蝕率りつが[image: ]％以上になれば、敵のエフェクトでクリティカル値を上げられても７のままで振ふれる。

ミユキ：そこも狙ねらいです。とにかく安定した戦せん闘とう力りよくを追求してみました。

ＧＭ：了解です。朱香もミユキもとことん堅けん実じつなレベルアップだなあ……（笑）。

ミユキ：ミドルでもばっちり戦えますよ。最後に固定ロイスですが、弟のタクミはもちろんとして……まだ朱香ちゃんには取らずに〝両親〟を残しておきます。

ＧＭ：そこは悩なやましいところですね。

ミユキ：ええ。前回のエンディングがすれ違ちがってしまったような感じなので、朱香ちゃんのを固定するにはもうワンクッション欲しいなあ、と思いまして。

ＧＭ：了解しました。




▼闇条晃士朗

矢野（以下、晃士朗）：次は俺おれだな。まず《サイレンの魔ま女じよ》を１から５に、《マインドエンハンス》を２から３に上昇。

ＧＭ：４レベル上昇！　一気に攻こう撃げき力りよくが上がりましたね。

晃士朗：うん、攻こう撃げき力＋24まで上がった。雑魚ざこを殲せん滅めつして、露つゆ払はらいはしておきたいからな。

ミユキ：リーダーがぐんと頼たのもしくなりました。

晃士朗：で、〈調達〉を１レベル上げた。ほぼ情じよう報ほう収しゆう集しゆう用だな。これで前回貰った経験点は使い切って、残りは０だ。で、固定ロイスはプルガトーリオと百々菊に取った。

ＧＭ：おお、遂に百々菊が固定化されましたか（笑）。

晃士朗：毎回オープニングやエンディングには出てくるからな！　このために前回ロイスを取っておいた（笑）。




▼九鬼

ＧＭ：では、最後に九鬼のレベルアップ報告をお願いします。

三田（以下、九鬼）：うむ。悩なやみに悩なやんだんだが、《ラストアクション》を新しく取得した。

朱香：おおっ、最後の一いち撃げきですね！

晃士朗：朱香がミユキと九鬼のどっちを庇かばうか、ってなると基本的にミユキですからね（笑）。

九鬼：そうなんだよねえ。なので、俺の方が先に倒たおれるだろう、と思って取った（笑）。

ＧＭ：実にわかりやすい。

九鬼：で、残った経験点で〈白兵〉を８に伸ばして、６点余あまらせてる。これはセッション中に技ぎ能のうを取ったり回数制せい限げんのあるエフェクトのレベルを伸ばしたりするよ（笑）。

ＧＭ：臨りん機き応おう変へんなのは九鬼らしいですね。では最後に固定ロイスをお願いします。

九鬼：うん、セシリアと、今回はミユキに取っておいたよ。

ＧＭ：了解しました。
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ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスを決めていきましょう。今回は朱香[image: ]ミユキ[image: ]晃士朗[image: ]九鬼[image: ]朱香、という順番で取得してください。

朱香：はーい。ミユキちゃんにはポジティブが〝庇ひ護ご〟、ネガティブが〝劣れつ等とう感かん〟。もちろんポジティブが表です。

ミユキ：私はリーダーに取るんですよね。ポジティブは〝誠意〟にしました。口や態度は悪いんですけど、第一話でクラスメイトの真梨子を助けてくれたのは事実なので。ネガティブは〝不安〟。こういう世界の人なので、やっぱりどこか計り知れない部分があるんですよ。

晃士朗：基本的に悪人だからな。

ミユキ：とはいえ、表に出ているのはポジティブです。

ＧＭ：了解しました。では、次は晃士朗ですね。

晃士朗：前回と同じかな。〝信しん頼らい〟と〝猜さい疑ぎ心しん〟で、ネガティブが表。

九鬼：あれ、まだ俺信用されてない？（笑）

晃士朗：あれだけ勝手なことしておいて、信用も何もあるか（笑）。

ＧＭ：晃士朗らしいと言えばらしいですね（笑）。では、最後に九鬼です。

九鬼：うん、朱香には〝好こう奇き心しん〟で取った。まったく悩まないと思ってた朱香が前回ラストで揺ゆらいでるのを見て、そういう一面もあるのか、と。

ＧＭ：なるほど、前回のエンディングからそう繫つなげましたか。

九鬼：で、プルガトーリオとはすごく密みつ接せつに繫つながってるので、ネガティブは〝脅きよう威い〟。表に出てるのはポジティブの方ね。

ＧＭ：了解です。では、ＰＣ間ロイスも結び終わりましたし、メインプレイに移りましょう。

一同：はーい！


















バーンナウトＰＣ①　元ネタは『シャドウラン 2nd』（富士見書房刊）に登場した「バーンナウトメイジ（燃え尽きた魔術師）」。後述の『ストライク』シリーズでも使われたネタ。

『ストライク』　『ダブルクロス・リプレイ・ストライク』シリーズ。著者は小太刀右京。筆者と矢野氏、三田氏がプレイヤーとして参加している。

《クイックダッシュ》　俊発的な移動を可能にする一般エフェクト。

《ラストアクション》　倒れる間際に強引に行動するノイマンのエフェクト。
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◆Opening01◆少年と犬

Scene Player ── 大門寺朱香




　それは、雨の日の出来事。

　下校中──鴨川沿いの川べりを歩く朱香に、ひとつの出会いがあった。




ＧＭ：では、オープニングは朱香のシーンから始めましょう。

朱香：わかりましたー。ええとＧＭ、どういうシーンでしょう？

ＧＭ：はい。ある雨の日、朱香は学校帰りに鴨川沿いを歩いています。いつもならミユキが一緒にいるのでしょうが、今はひとりです。

朱香：ええー！　一緒がいいのに～。ねえ、ミユキちゃん。

ミユキ：私も一緒にいたいけど、何か理由があるのかしら。

ＧＭ：ミユキは別の用事で先に帰き宅たくした、ということで。

ミユキ：わかりました。

朱香：じゃあ、赤い傘かさを差してひとりで家路についてます。なんか寂さびしいなー。

九鬼：相変わらず仲がいいなあ、このふたり。

ＧＭ：では──川沿いをひとり歩いているんですが、五条大橋に差し掛かったところで、朱香はなにかの鳴き声のようなものを聞きます。

朱香：鳴き声？　思わず声のした方を見てみます。

ＧＭ：橋の上からそちらを見ると、なんと犬が流されてきています。

朱香：えええええ!?　流されてるの!?




　上流から流されてくるのは、一匹の白い犬。雨で増ぞう水すいし、流れの速くなった川である。このまま放置すればどうなるかは、火を見るより明らかだ。




朱香：えと、えと、ど、どうしよう。助けないと……。

ＧＭ：悩んでいるうちに、犬はどんどん流されていきます。

朱香：あああ、そうだよね！　ああもう、下に水着でも着ておけばよかった！（笑）

ミユキ：下校途と中ちゆうに水着を着てる人はいないと思うの（笑）。

朱香：だってー（笑）。って、そんな場合じゃない！　助けないとー！　ＧＭ。橋の上からダイブするよ！

ＧＭ：──では、朱香が飛とび込こもうとした瞬しゆん間かん、「じゃぼん」と音がします。

朱香：じゃぼん？　誰だれか飛とび込こんだの!?（笑）

ＧＭ：はい。黒い人ひと影かげ──学生服を着た少年が今まさに飛び込んだところです。

朱香：た、大変！　どうしよう、その子も溺おぼれたりしない？（笑）

ＧＭ：しません（笑）。危なっかしいですが、少年はずぶぬれになりながらも、なんとか犬を河原かわらへ引き上げます。

朱香：（ほっとした様子で）助かったならよかった。犬が心配だし、そばに行くね。

ＧＭ：では、眼鏡めがねをかけた、大人しそうな感じの少年がしっかり犬を抱だきかかえています。

朱香：じゃあ、その子に声をかけよう。ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：「え？　あ、うん、まあ」と、ちょっと面食らった様子です。

晃士朗：まあ、知らない女の子に急に声をかけられたらなあ（笑）。

朱香：……怪我でもしちゃった？

ＧＭ：「あ、いや！」と、彼は犬を抱だき上あげて朱香に見せます。「大丈夫だよ、ほら」

朱香：そっかー、よかった。でもすごいね！　あたしが飛び込もうと思ったら、もう飛び込んじゃってるんだもん。

ＧＭ：「……考えるより先に身体が動いちゃって」と、彼は恥はずかしげに笑います。

朱香：そうなんだ。ねえ、その子はあなたの犬なの？

ＧＭ：少年は首を振ふります。「いや……たまたま見かけただけだよ」

朱香：飼かいい犬いぬでもないのに頑張ったんだ……。犬が好きなんだね！

ＧＭ：「いや、犬が好きって言うか──あんな状じよう況きようだったしね」

朱香：いい人だなあ。あ、風邪かぜ引いちゃうよ。そう言って、カーディガンをかけてあげます。

ＧＭ：「ダメだよ！　僕ぼく今ずぶぬれだし、汚よごれちゃうよ」

朱香：いいよ、うちに他のもあるもん。ほら、その犬貸かして。

ＧＭ：では、少年は申もうし訳わけなさそうにカーディガンを肩かたに羽は織おります。それから、犬は朱香の足元にすり寄よります。

朱香：よしよし、大変だったねえ～。

ＧＭ：犬は「クゥ～ン」と声をあげると、すぐに懐なついて甘あまえるような仕草をします。

朱香：お、おお？　どうしよう……かわいいぞ（笑）。

ＧＭ：「……その犬、どうしよう。僕が連れて帰ってやりたいのは山々なんだけど」

朱香：ダメなの？

ＧＭ：「僕、ひとり暮ぐらしで……アパートはペット禁きん止しなんだ」と、申し訳なさそうに。

朱香：ひとり暮らしなんだ～。それじゃ大変だよね。うーん、うちには確たしかに人がたくさんいるなあ……ＦＨの人だけど（笑）。

ＧＭ：犬は鼻を鳴らして朱香に甘あまえ、少年は小動物のような目で朱香を見つめます（笑）。

朱香：うう、なんかどっちもかわいい……見み捨すてられない（笑）。ねえ、うちはうちで飼かえないんだけど、面めん倒どう見てくれそうな人は知ってるよ！

ＧＭ：「本当!?」

朱香：リーダーに頼たのんで、ダーツバーに置いてもらえばいいや、と思ってる（笑）。

晃士朗：おい、勝手に決めるな（笑）。

朱香：でも今リーダーは居いないのでそう決めました（笑）。だからこの子は任まかせて！

ＧＭ：「あ……ありがとう！」そう言うと、少年は「お前もよかったなあ！」と、安心した様子で犬を撫なでます。犬も嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ふってますね。

朱香：うんうん。じゃあそれを見て、いつもあたしが言われることを思い出したのでこの子に言うよ。




　感かん謝しやに目を輝かがやかせ、少年は朱香に深々とお辞じ儀ぎをする。

　そんな彼に、朱香は満面の笑顔で告げた。




朱香：キミ、うざいね！（一同爆笑）

一同：…………。

九鬼：えええええええええええええええっ!?　そんな！　そんな一言なの!?　ここっていいシーンのはずなんじゃないの!?

朱香：あたしはいつも言われてるので、褒められてると思ってるの！

ミユキ：ほ、褒め言葉なんだ、朱香ちゃんにとっては……（笑）。

晃士朗：いつも言ってるの、俺なんだろうなあ（笑）。

朱香：あたしがまっすぐ何かに突き進んでいる時に言われるので、まっすぐなことを「うざい」だと思ってます。キミ、すごくうざいよ！（笑）

ＧＭ：ええと……「ご、ごめん！　本当にごめん！」と彼は平ひら謝あやまりします（笑）。

朱香：なんで謝あやまるのー？　褒ほめたのに！（一同爆笑）

ミユキ：お、面白い……（お腹を抱えて突つっ伏ぷしている）。

朱香：じゃあ、この子はあたしの知り合いのところに連れて行くね！

ＧＭ：「……ありがとうございます。あ、そうだ」

朱香：なあに？

ＧＭ：「柾木、真です」と名乗り、伏ふし見み区くの高校に通う二年生だと告げます。

朱香：まさき、しん……。真くんだね。あたしは、大門寺朱香。高校二年生！

ＧＭ：「大門寺さん」彼は確かく認にんのためか、一度朱香の名前を反はん芻すうします。「今度、そいつに会いに行っていいかな？」

朱香：うん、いいよ。じゃあ……プライベート用の携けい帯たいを出します。

ＧＭ：なるほど。仕事とプライベートを分けてるんですね。

朱香：そうです。プライベート用のメモリーにはミユキちゃんしか入ってません。

ミユキ：私だけなの？（笑）

朱香：うん、リーダーのは仕事用。九鬼さんのは知らない。

九鬼：おじさんのもプライベートに入れていいんだよ？

朱香：いらなーい（笑）。

九鬼：うわーん！

朱香：じゃあ、これがあたしの連れん絡らく先さきだよ。

ＧＭ：「あ、どうも。ええと、僕のはこれ」では、朱香は真と連れん絡らく先を交こう換かんしました。

朱香：落ち着いたら連絡するからね！

ＧＭ：「うん、待ってる」そう言うと、彼は子犬のようにあどけない笑顔を見せます。

朱香：うん！　じゃあ、またね！

ＧＭ：真はにっこりと微笑ほほえむと、頷うなずいてあなたを見送ります。

朱香：なんだか心が和んだよ。よし、じゃあダーツバーに行こうっと！

ＧＭ：では、そこでシーンを終しゆう了りようしましょう。






五条大橋　京都市を流れる鴨川にかかる橋。牛若丸と弁慶の出会いの場として有名。









◆Opening02◆朱香と、小さな来客

Scene Player ── 青峰ミユキ




　ダーツバー・ロングアイランド。

　晃士朗の塒ねぐらであり、ケルベロスのメンバーが集まる、いわば溜たまり場ばだ。

　開店前。カウンターでは、セーラー服の少女──ミユキがスツールに腰こし掛かけていた。




ＧＭ：では次はミユキのオープニングです。朱香は自動登場。

ミユキ：わかりました。ということは、朱香ちゃんがバーに犬を連れてくるところかな？

ＧＭ：ええ、それを想定しています。場所はバー・ロングアイランド。ひとまず急ぎの用事が終わって、戻もどってきたところです。

ミユキ：六月頭ってことはテストが近いので、カウンターにノートを広げて勉強中。

朱香：まじめだ……！

晃士朗：バーで勉強かよ。似に合あわない光景だな（笑）。

ミユキ：もう少し明るいといいんだけどな（笑）。

ＧＭ：というところで、朱香も登場していいですよ。

朱香：（元気よく）わんわん！　わんわん！　わんわんわんわーん！（一同爆笑）

ＧＭ：飛ばしてますね……（笑）。

ミユキ：な、なに？　犬？

ＧＭ：え、ええと。朱香が拾った犬はくんくんと鼻を鳴らしています。

朱香：わんわん！　わん？　わんわーん。

ミユキ：朱香ちゃん？　ええと、その……それって、犬よね？

朱香：うん！　チーズ……だと違ちがう犬の名前だから、ピッツァ！（一度爆笑）

ミユキ：ピ、ピッツァ……？（笑）

朱香：うん！　川でね、溺れてて、びしょびしょなの。

ミユキ：川で？　……何があったの？

朱香：（溺れているような身み振ぶりをして）ええと……犬がざぶんざぶん、で、男の子がじゃばーん。でも男の子は連れて帰れなくてうえーんうえーん。

ＧＭ：わかんないですよ！（笑）

九鬼：朱香がどんどんアホの子に（笑）。

ミユキ：（眉を寄せて）ええと、川で溺れてた犬を男の子が助けたけど、その子は飼えないから朱香ちゃんが連れてきた……ってことね？

晃士朗：ミユキには通じるのか……（笑）。

ミユキ：もちろん。長い付き合いですもの。

朱香：ありがとー！　ミユキちゃんなら、わかってくれると思ってた！（一同爆笑）

ミユキ：じゃあ、この子は流されてた犬なのね。

朱香：（こくこく、と頷うなずく）。

ミユキ：そっか。じゃあ、まずは洗あらってあげないと。

朱香：ホントだ！　びしょびしょだもんね！

ミユキ：んー、ここってバーですよね。お風ふ呂ろはなさそうだし、トイレなんかには洗せん面めん台だいがあると思うので、そこに連れて行きますね。

朱香：ふたりでしばらく洗せん面めん所じよを占せん拠きよして洗ってあげるよ。

ＧＭ：なら、薄うす汚よごれた犬が、白くて綺麗な毛並みの犬になります。

ミユキ：よし、綺き麗れいになったね。

朱香：じー。あ、怪我とかしてないかな？　大丈夫？

ＧＭ：少し血は付いていましたが、ほとんど治りかけで、心配はなさそうですね。

ミユキ：……うん、これならひとまず大だい丈じよう夫ぶそうね。

朱香：よかったー！　じゃあピッツァとたわむれます。ごろごろ♪

ミユキ：お腹なかとか空かせてないかな？

朱香：あ、そうだね。じゃあ、ミルクをあげよう。マスター、ミルクください。

九鬼：そういやマスターがいたねえ、この店。

晃士朗：俺が経けい営えいしてるわけじゃないからな。

ＧＭ：では、マスターは少しぬるくしたミルクを皿に入れて用意してくれます。

朱香：ありがとー、マスター！　ほらピッツァ、ミルクだよー。

ＧＭ：では、ピッツァは皿の前にちょこんと座すわって、飲まずに朱香を見上げています。

朱香：どうしたの？　飲んでいいんだよ？

ＧＭ：朱香がそう言うと、「あん！」と一声鳴いて皿に口をつけます。

朱香：今、この子あたしの合図待ってた？

ミユキ：随ずい分ぶん躾けが行いき届とどいてるのね。誰かの飼い犬だったのかしら。

朱香：そうなんだー……。ＧＭ、首輪とかしてるんですか？

ＧＭ：首輪はしていませんが、仕草から飼い犬だったのは確たしかでしょうね。

朱香：そっかそっか。お前のご主人様はどうしたんだろうねー。

ミユキ：……この子を見てると、昔うちで飼ってた犬を思い出すな。

朱香：ミユキちゃんも、わんこ飼ってたの？

ミユキ：うん、モモって名前の犬をね。

朱香：そうなんだ。今も元気なの？

ミユキ：（かぶりを振る）……ううん、もういないわ。

朱香：……死んじゃったの？

ミユキ：……ええ。三年前の事件に巻き込まれたの。




　三年前の事件。それは十字疵のオーヴァードと美奈子の戦いに、ミユキとその家族が巻き込まれた事件だ。

　普通の少女だったミユキはオーヴァードとなり、両親は死亡。弟のタクミは、ミユキを助けるために『至高天』を不完全な形で起動。その結果、『コキュートス』と呼ばれる地下施設の中にある巨大な水晶の薔薇──『至高天』の本体と一体化してしまった。




ミユキ：両親もモモもいなくなったけど……いいえ、だからこそ、タクミだけは絶対に助けてあげたいの。

朱香：ミユキちゃんなら、きっとできるよ！

ミユキ：ありがとう。──そう言えば、モモはタクミが拾ってきたのよ。この子みたいに。

朱香：へぇ～。タクミくんはうざいね！（一同爆笑）

九鬼：またか！（笑）

ミユキ：朱香ちゃん、「うざい」ってそういう時に使う言葉じゃないよ？（笑）

朱香：ええっ!?　じゃあどう言えばいいの!?

ミユキ：んーと……優やさしいね、とかじゃないかな？

朱香：そっかー。……タクミくんは優しいんだね！

晃士朗：復ふく唱しようしたぞ。小学校の国語の時間じみてきた（笑）。

朱香：……あ、じゃあ真くんにも言い直さなきゃ。

ミユキ：真くん？　あ、それってこの子を助けたって言う……。

朱香：うん！　じゃぼーん、の子。ひとり暮らしで、アパートじゃ犬を飼えないんだって。

ミユキ：そっか。……でも、流石にここで飼かうわけにもいかないわよね。一いち応おう飲食店だし。

朱香：裏でこっそり飼うのは？　人が来たら《ワーディング》すればいいんだよ！（笑）

ミユキ：それじゃピッツァも行動不ふ能のうになっちゃう（笑）。

朱香：そっかー。どうしよう……。

ＧＭ：じゃあ、マスターが助け舟ぶねを出しましょう。すっと彼が指差す先には、二階の居きよ住じゆうスペースへの階かい段だんがあります。

晃士朗：普ふ段だん俺が寝泊まりしてるところだな。ちなみに今俺はいない。

九鬼：マスターがどんどんいい人に（笑）。

朱香：やったー！　ありがとうマスター！

晃士朗：おい、勝手に決めるな！　俺の部屋だぞ？

朱香：でもリーダーは今いないもーん（笑）。

ミユキ：ありがとうございます、マスター。……あ、朱香ちゃん。ここで言うの。

朱香：え？

ミユキ：さっき教えたでしょ？

朱香：……あ、そうか！　マスター優しいね！（笑）

ＧＭ：ええと、では晃士朗の部屋のカギを渡してくれます。

晃士朗：おい……（笑）。

ミユキ：連れてってあげようか、朱香ちゃん。

朱香：（嬉しそうに）うん！

ＧＭ：では、そこで一度シーンを終了しましょう（笑）。






チーズ　バイキンと戦う某ヒーローアニメに出てくる犬の事だと思われる。









◆Opening03◆水面の上で

Scene Player ── 闇条晃士朗




　六月初頭。鴨川沿いに設しつらえられた、とある料りよう亭ていの川かわ床どこ。

　時じ刻こくは夕ゆう暮ぐれ時──水面がキラキラと夕陽を照り返し、風ふ情ぜいのある光景だ。

　だがそれも、風流を解かいする気持ちがなければ意味はない。──つまり、闇条晃士朗にはまったく無意味なものだ。




ＧＭ：では、晃士朗のシーンです。

晃士朗：俺か。今度はどういうシーンなんだ？

ＧＭ：百々菊と話をするシーンです。作中は六月なので、今回は川床に呼ばれています。

ミユキ：あ、もう川床が出てるんですね！　いいなあ。

朱香：川床？

ＧＭ：川の上に張はり出だす形で設しつらえた席です。夏場は鴨川沿いの料理屋が用意した川床がずらっと並ならびますよ。

九鬼：川床に芸げい妓こさんを呼よぶとか、どこのお大だい尽じんだよ！

晃士朗：別に芸妓はいらねえんだがな。

九鬼：キー！　なら俺によこせよ！（笑）

晃士朗：（スルーして）とはいえ、そんなロケーションとは無関係に不ふ機き嫌げんな顔をしている。

ＧＭ：「相変わらず、難しいお顔をしてはりますなあ」
















晃士朗：うるせえ。相変わらず面めん倒どうくさいところに呼よび出だしやがって。

ＧＭ：「あら、川床はお嫌どした？」

晃士朗：好きも嫌きらいもねえよ。さっさと仕事の話をしろ。

ＧＭ：百々菊はころころと笑って、話をはじめます。「ほな、そうさせてもらいますえ。兄あにさん、ここ最近、京都のオーヴァードが狙ねらわれてるのんはご存ぞん知じどすな」

晃士朗：ああ。

ＧＭ：「うちと無関係どしたら、ＵＧＮの方が動きはりますやろから、ええんどすけど──」と、彼女は少し表ひよう情じようを真しん剣けんなものにします。「あてら『神曲』セルの構成員もやられとります。これは捨すて置おかれへん、というのが上のご意見どす」

晃士朗：なるほどな。喧嘩を売られてるってことか。

九鬼：前のストラグルの事件を思い出すねえ。

晃士朗：ストラグルはマテリアルを狙ってたわけだが、今回はそうじゃねえのか？

ミユキ：（ぴくりと反応して）マテリアル……。




　マテリアルとは、『至高天』を起動させ、願いを叶えるために必要な物質だ。十種類存在し、ひとつひとつが人体の部位を模している。また、マテリアルを所持したオーヴァードは、通常のエフェクトよりも強力な能力を使用することが可能となる。

　現在のところ、晃士朗たちケルベロスによって四つのマテリアルが入手済みだ。




ＧＭ：「へえ。そういう動きは見えへんみたいどす」資し料りようを見る限かぎり、無差別ですね。

晃士朗：なるほど。

ＧＭ：前回とは違ちがって、オーヴァードしか狙われていないようです。まず《ワーディング》が展てん開かいされ、その上で反応したオーヴァードを仕し留とめているようです。

晃士朗：ふむ……。ピンポイントにオーヴァードだけを狙ってるんだな。

ＧＭ：「犯人の正体と目的を調べて、これを処しよ理りすること。それが今回のお仕事どす」

晃士朗：そうか、と酒を呷あおる。思ったより短気だな、あの女は。

ＧＭ：「兄さんが気ぃ長すぎるだけやと思いますえ？」

晃士朗：いいさ、やれと言われたらやる。……ところで、今何人くらいがやられてるんだ？

ＧＭ：「お身内が、ふたり。ＵＧＮや、フリーの方なんかも含ふくめたら十人くらいどす」

晃士朗：なるほど──野良犬みてえなヤツだな。ただ暴れたい、殺したい、って感じじゃねえのは気にかかるが。

ＧＭ：「犬の相手は、番犬に任まかす──ゆうことどすな」

晃士朗：はん、犬扱あつかいか。まあいい、とにかくこいつを探さがして倒たおせ、ってことだな。

ＧＭ：百々菊はくすりと笑います。

晃士朗：お前もあの女もやれと命じるだけか。いい気なもんだぜ。

ＧＭ：「あてに手伝え、て言わはるんやったら、動きますえ？」

晃士朗：……はん、足手まといになるだけだ。いらねえよ。

ＧＭ：「……ふふ、兄さんらしいどすな」と、百々菊が答える──というところで、シーンを終了しましょう。







◆Opening04◆エンカウント

Scene Player ── 九鬼




「あ～、疲つかれた。まったく特別手当てとか欲しいよ、ホント」

　軽口を叩たたきながら、ひとりの男が路地を歩く。六月だというのにコートを着き込こみ、だが汗あせひとつかいていない、とぼけた様子の男──九鬼である。

　単たん独どくでの任にん務むをさらりと片かた付づけ、帰路についているところだった。




ＧＭ：では、オープニング最後のシーンは九鬼のシーンです。あなたは単独の任務を終えて、戻っているところだと思ってください。

九鬼：ほいほーい。うわーん、侵蝕率が８も上がっちゃったよ。きっと敵の数が多かったんだな。三十人の相手はきつかったよ（首を鳴らす仕草）。

ＧＭ：そんなにいたのか（笑）。じゃあ、そういうことで。

九鬼：で、仕事も終わったし、セシリアの顔でも見に行こうかなあ、と思ってる。やれやれ、なんとか進しん展てんさせたいんだけどねえ……。

ＧＭ：では、その帰り道で事件は起こります。

九鬼：お、了解。どういう状況かな？

ＧＭ：深夜、繁はん華か街がいである河かわ原ら町まちの裏手。日本家屋の民家がずらりと並ぶ道で、あなたはとある人物とばったり顔を合わせてしまいます。なお、人通りはありません。

九鬼：……やぁれやれ。

ＧＭ：「あんたか……」と、少年──〝ブレイクエンド〟真田賢人が眉まゆを顰しかめます。

九鬼：待まち伏ぶせ……って顔じゃなさそうだねえ。そういうことするように見えないし。

晃士朗：近くに住んでたりするんじゃねえか？

ＧＭ：恐らくそうなのでしょう。

九鬼：ふむ。帰り道かい？　夜道は物騒だねえ、ホント。

ＧＭ：「……あんたがそれを言うか、まったく」と、彼は溜め息をつきます。「でも、その口ぶりじゃあんたも僕を狙って、ってわけじゃ無いって事か」

九鬼：狙ねらう？　まさか。おじさんひと仕事終えたばかりでさ、超ちよう疲つかれてるんだよねえ。

ＧＭ：「そうだね、できれば僕もやりたくない──」と、ブレイクエンドが言ったところで、何者かが《ワーディング》を展開します。

九鬼：ん？　ブレイクエンドが《ワーディング》したわけじゃないの？

ＧＭ：そのようです。彼も「何!?」と険けわしい表情になって身み構がまえます。

九鬼：あんたじゃない──？　テセウス、探たん知ちを！

ＧＭ：と、言ったところで──九鬼さん、ダイスをひとつ振ってください。奇数ならあなたが、偶数ならブレイクエンドが何者かの攻撃を受けます。

九鬼：なんだってー！　偶数出ろ偶数出ろ！（笑）　……よし、８だ！

晃士朗：こういう時は出目がいいなあ（笑）。

朱香：いつもはすごく悪いのに。

九鬼：ほっといてよ！（笑）

ＧＭ：では、虚空から不意に現れた何かが、ブレイクエンドに一撃を加えます。

九鬼：虚空から……!?




　空間が歪ゆがんだかのような錯さつ覚かく。そこから不意に現れた影は、弾だん丸がんのようにブレイクエンドを襲おそった。反応する暇ひまもなく一撃を受け、ぐらりと少年の身体が傾かしぐ。




ＧＭ：咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよしたので致ち命めい傷しようではありませんが、それでも少しダメージを受けています。データ的には、リアクション不ふ可かの攻撃となります。

九鬼：げぇぇー！　ブレイクエンド、生きてるかい!?

ＧＭ：確認しようとした瞬間、攻撃を仕し掛かけた『ヤツ』が、あなたに視し線せんを向けます。




「グルルルル……」

　ＵＧＮの腕うで利ききエージェント、〝ブレイクエンド〟に一撃を加えた謎の存在。

　低くうなり声を上げて九鬼を睨み付けるそれは、黒い毛皮の四足獣──。




ＧＭ：ある程てい度ど変へん異いしているので犬種はわかりませんが、確かに犬です。

九鬼：犬ぅ!?　おいおい、オーヴァード犬ってヤツかよ……！

ＧＭ：そしてその犬は、あなたにも一撃を加えます。

九鬼：何ー!?　どのみちこっちにも来るのかよ！

ＧＭ：ブレイクエンドと同じように、リアクション不可の攻撃を受けます。

九鬼：が、ガードも不可!?

ＧＭ：はい。ですがオープニングなので、ダメージは算出しません（笑）。

九鬼：よかったー！　なら俺の自じ慢まんのブーストアーマーが深々と切きり裂さかれる。なんだよ、この一撃は……！　と、ダメージを受けないので言っておく（笑）。

晃士朗：ダメージを受けたらどういう演出になるんだろう（笑）。

ＧＭ：ブレイクエンドも傷きず口ぐちを押おさえて起き上がる。「なんだ、こいつは──」

九鬼：ＦＨこつちもＵＧＮそつちもお構かまいなしか。第三勢せい力りよく、ってことなのかねえ？

ＧＭ：あなたとブレイクエンドが起き上がってきたのを見ると、その犬は遠とお吠ぼえをひとつ上げ、その姿を消してシーンから退たい場じようします。

九鬼：消えた……か。じゃあ、手に出していたナイフをしまう。

ＧＭ：ブレイクエンドも変異させようとした右みぎ腕うでを戻もどします。

九鬼：……おたくとこのままやり合うわけにもいかない、か。あんなヤツが居いたんじゃ、勝ったとしても漁夫の利を奪うばわれかねないしねえ。

ＧＭ：「……そうみたいだね」彼はしぶしぶ、という感じで頷うなずきます。

九鬼：それがいいよ。正義の味方は侵蝕率とか上げたくないでしょ？（笑）

ＧＭ：「どのみち、この傷じゃあね」　《リザレクト》するので負ふ傷しようは治っていきますが、少し辛つらそうな感じです。

九鬼：まだ《リザレクト》できるってことは、レネゲイドに侵蝕されきってないってこった。無理しちゃダメだよ、少年。

ＧＭ：「……ふん」と顔を背そむけます。「けど、何か起こり始めてるのは確たしかだ」

九鬼：……だろうね。また、この京都の街でねえ。──ブレイクエンドくん？　ひとつ聞いておきたいこと、あるんだけどさ。

ＧＭ：「聞いておきたいこと？」

九鬼：キミさ──前の事件のためだけにここに来ていたわけじゃ無かったみたいだねえ。

ＧＭ：「そうだね。……僕は、あんたと多分同じだ」

九鬼：なぁるほど。あの奇き妙みようで厄やつ介かいな至高天シロモノ絡み──ってことか。

ＧＭ：それには答えず、あなたの横をすり抜ぬけて歩き去っていきます。「報告しなきゃいけないことと、やらなきゃいけないことができた。あんたに関わってる時間はない」

九鬼：そいつはありがたい。んじゃ、今度はなるべく会わないようにしようぜ？

ＧＭ：「……そのうちイヤでもやりあうことになるだろうけどね」それだけ答えて、一度シーンから退場します。

九鬼：やれやれ、まぁた厄介なことになりそうだねえ。セシリアの所に行く前に、報告とか必要になっちゃうねえ……。










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆子犬のいる生活

Scene Player ── 大門寺朱香




　朱しゆ香かが子犬を連れて帰ってきて、数日が過すぎた。

　ピッツァと名づけられたその犬は、すっかり朱香に懐なつき、ロングアイランドの二階──晃こう士じ朗ろうが寝ね床どこに使っている部屋に住み着いていた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズです。シーンプレイヤーは朱香、ミユキは自動登場。

ミユキ＆朱香：はーい。

ＧＭ：二、三日が過すぎ、ピッツァはすっかり馴な染じんでおります。晃士朗の部屋を占せん領りようしてしまってるわけですが（笑）。

晃士朗：俺おれはあんまり帰ってきてないから、まだそんな事になってるとは知らない、ってことにしておこう。

ミユキ：よかったね、ピッツァ。

朱香：好きに遊んでていいよ！　その部屋は自由に使ってよし！

晃士朗：おい！（笑）

ＧＭ：その数日でわかったのですが、ピッツァにはご飯を食べる時に妙みようなクセがあります。

朱香：クセ？

ＧＭ：はい。朱香やミユキがご飯を用意すると、いつもお皿のご飯をふたつに分け、半分だけを食べます。

朱香：ねぇピッツァ、なんでキミは半分に分けて食べようとするの？

ＧＭ：「くぅん？」（笑）

ミユキ：別の犬と一いつ緒しよに住んでて、同じお皿で食べてたのかもね。たとえば、兄弟とか。

朱香：兄弟かぁ……。じゃあ、パスタ？（爆ばく笑しよう）

ミユキ：そんな安直な！（笑）

ＧＭ：と、いうところで朱香の携けい帯たいが鳴ります。プライベート用の方ですね。

朱香：あたしの？　ミユキちゃんじゃないってことは、真くん？　電話に出るよ！

ＧＭ：ええ、そのとおりです。「あ、柾まさ木きです。今大だい丈じよう夫ぶかな？」

朱香：あ、真くん！　……えっと、そうだ、これ言わないと。真くんはうざくなかったよ！　優やさしいんだね！（笑）

ミユキ：……さっきの話、覚えてたのね（笑）。

ＧＭ：「え？　あ、いや、あの」と、照れたような困こん惑わくしたような返答が。

朱香：ピッツァは元気だよ！

ＧＭ：「ピッツァ……って名前になったんだ？　元気にしてるならよかった」

朱香：うんっ！　……えと、お話はそれだけ？

ＧＭ：「あ、いや。ええと……バイト帰りにあるペットショップで、ドッグフードの安売りしてるんだよ。で、おひとり様ひとつまで──ってことなんで」

朱香：ひとりひとつ？　……じゃあ、ミユキちゃんも一緒に行けば三つ買えるね！

ＧＭ：「ミユキちゃん？」

朱香：うん、あたしのお友達。一緒に連れて行くね。

ＧＭ：「えっと……うん、わかった。じゃあメールで場所を送信しておくから」

朱香：おっけー！　……じゃあ、電話を切ってメールを待とうっと。

ＧＭ：はい、すぐにペットショップの場所がメールで送られてきます。

ミユキ：朱香ちゃん、今のがピッツァを助けてくれた男の子？

朱香：（頷うなずいて）うんっ！　なんかね、ドッグフード買いに行こうって。

ミユキ：うん、それは聞いていてわかったわ。で、その男の子と会って買い物をするから、一緒についていけばいいのね。

ＧＭ：ミユキは話が早くて助かるなあ（笑）。

ミユキ：だって、朱香ちゃんのことだもの。

朱香：そうなの！　ミユキちゃん大好き～！　じゃあ、すぐに行こう！

ミユキ：ええ、わかったわ。




　嬉うれしそうにピッツァを抱だきかかえ、朱香はミユキを伴ともなって教えられた場所へと向かう。真は先に到とう着ちやくしており、店先で朱香を待っていた。




ＧＭ：では、シーンは変わらずペットショップの前です。先に待っていた真が朱香に気づいて手を振ふります。「あ、こっちです」

朱香：真くーん！

ミユキ：私わたしはぺこりと頭を下げますね。

ＧＭ：「どうも、はじめまして。柾木真といいます」

朱香：あたしの同級生の、青あお峰みねミユキちゃんだよ。

ミユキ：よろしく。ひとり一個こって聞いたから、多い方がいいかと思って。

ＧＭ：「そうなんだ、わざわざありがとう。ピッツァ……だっけ。お前、優しいご主人様に会えてよかったな」




　朱香が抱だきかかえるピッツァを、笑顔で撫なでてやる真。

　白い子犬は、甘あまえたような声を出して少年に懐なついていた。




朱香：ピッツァ、喜んでるよ～。

ミユキ：じゃあ、お店に入ろうか。そうだ、首輪やリードも買わないとね。

朱香：うんっ！　お散歩させたげないとね～。あ、真くんもときどき散歩させる？

ＧＭ：「い、いいの？」と目を輝かがやかせますよ。

朱香：うん、いいよ。あたしも散歩できない時があるし、その時は頼たのむね。

ＧＭ：「もちろん、喜んで」

ミユキ：『神曲』セルとしての活動があるかもしれないしね……。

朱香：もちろん真くんには言わないよ！（笑）

ＧＭ：そりゃそうですね（笑）。「あ、そうだ。これも返しますね。ありがとうございます」と、朱香にカーディガンを返します。綺き麗れいにクリーニングに出してありますね。

朱香：あ、うん、わざわざありがとう。

ミユキ：それじゃあ、足りないもの買い足したら帰りましょうか。

ＧＭ：というところで、朱香とミユキには晃士朗から呼よび出だしがかかります。内ない容ようは晃士朗のオープニングで演えん出しゆつした任にん務むについてですね。

ミユキ：あ──朱香ちゃん、行かないと。

朱香：うん！　じゃあピッツァに首輪とリードをつけるね。

ＧＭ：「僕ぼくもそろそろ次のバイトに行かないと……」

朱香：そう言えば、バイトって何してるの？

ＧＭ：「朝夕の新聞配達、それと土日は朝から商店街のパン屋──あとは短期バイトをたまに入れたりとか、そんな感じかな」

ミユキ：うわぁ、大変だ。苦学生なのね……。

朱香：すごーい。じゃあ、そのパン屋さんの前を散歩に連れて行くね。

ＧＭ：「うん、楽しみにしてるよ」と嬉しそうに答えます。

朱香：じゃあ行くね！　バイバーイ！

ミユキ：それじゃあ。

ＧＭ：では、そこでシーン終しゆう了りようとしましょう。







◆Middle02◆子犬の真実

Scene Player ── 闇条晃士朗




　再び、ダーツバー「ロングアイランド」。

　朱香とミユキが買い物に出ている間に戻もどってきた晃士朗と九く鬼きは、不思議な違い和わ感かんを覚えずにはおれなかった。

　やがて──違和感の原げん因いんを連れて、朱香とミユキもバーへと到着した。




ＧＭ：というわけで、ダーツバーに集合するシーンです。シーンプレイヤーは晃士朗、他のＰＣも全員登場。

晃士朗：帰ってきたらなんか妙なものが置いてあるな。なんだ、この皿。

九鬼：俺はボーっとカウンターに座すわってる。あ、この時点ではブレイクエンドに会ったことと、襲しゆう撃げきを受けたことだけ晃士朗に話しておくよ。

晃士朗：わかった。じゃあそのつもりでいよう。

ＧＭ：ではそんなところで、朱香とミユキが見たこともない犬を連れて戻ってきます（笑）。

朱香：ただいまー！　わんわん、わんわん！（笑）

ミユキ：戻もどりました。

晃士朗：犬？　……おい、なんだそれは。

朱香：ピッツァ！

晃士朗：（しかめっ面で）……ミユキ、どういうことだ。

ミユキ：えーと……朱香ちゃんが拾ってきて、一緒に面めん倒どうを見ています。

朱香：おうちは、リーダーの部屋だよ！（笑）

晃士朗：何を勝手なことを言ってやがる。俺は犬なんざ飼かう趣しゆ味みはねえぞ。

朱香：ええ～？　こんなにかわいいのに。
















九鬼：んじゃ、そこで俺が口を挟はさもう。晃士朗、さっき言ったヤツなんだけどさ。俺とブレイクエンドを襲おそったヤツって──犬、だったんだよねえ。

晃士朗：犬？　……そいつじゃねえよな、まさか。

朱香：ピッツァはそんなことしないもん！　濡ぬれ衣ぎぬ着せないでー！

ミユキ：九鬼さん、何かあったんですか？

九鬼：ああ、うん。えっと──こないだ、ブレイクエンドくんと会ったんだよねえ。

ミユキ：ブレイクエンド……って、ＵＧＮの？　交戦したんですか？

九鬼：いやいや、会ったのはただの偶ぐう然ぜん。けどねえ、おじさんとブレイクエンドくん、両方に一いち撃げき見み舞まって逃にげたヤツ、ってのがいるのよ。

晃士朗：ＦＨの最強とＵＧＮの最強双方に手傷を負わせたんだそうだ。

ミユキ：それが……犬だった、ってことですか？

九鬼：そそそ、そういうこと。

晃士朗：あー、ＧＭ、合流するまでに調べておいた、ということで情じよう報ほう収しゆう集しゆうの判はん定ていをしていいかな？

九鬼：お、それは俺もやっておきたいねえ。

ＧＭ：いいですよ。現げん在ざい調べられるのは以下のふたつです。




▼連続殺さつ傷しよう事じ件けんについて　〈情報：ＦＨ〉〈情報：噂うわさ話ばなし〉　難易度６

▼九鬼を襲った犬について　〈情報：ＦＨ〉〈知ち識しき：レネゲイド〉　難易度８




晃士朗：では殺傷事件について。……お、クリティカル。達成値ちは28だ。

ＧＭ：それなら、まず襲撃された被害者は基本全員死亡。生せい存ぞん者しやは九鬼とブレイクエンドだけであること、狙ねらわれたのは多かれ少なかれ『至高天』に関わりのあるオーヴァードであることがわかります。

晃士朗：ま、この京都じゃ『至高天』と無関係なオーヴァードの方が少ないだろうがな。

ＧＭ：さらに一部の被ひ害がい者しや、特にある程てい度どの実力者は、大型の獣けものに食われたかのように遺い体たいに欠けつ損そんが見られます。

晃士朗：……食われてる、ってことか。

九鬼：ひぇぇ、おっかないねえ。

ＧＭ：また、ＵＧＮも被ひ害がいを受けているので、調ちよう査さに乗り出しているようです。

晃士朗：なるほど、概要がわかったってところか。

九鬼：んじゃ、襲ってきたのについて調べようか。〈知識：レネゲイド〉で、達成値は19。

ＧＭ：襲撃してきた犬はＥＸレネゲイドに感かん染せんしたオーヴァード犬、それもジャームであることがわかります。そして九鬼の時に限かぎらず、襲撃があった時じ刻こくには『至高天』がわずかに反はん応のうしたと言う記録があります。

九鬼：そりゃ重要だ。知覚できない攻こう撃げき、ってのもそれが関係してるのかねえ？

ＧＭ：はい。通つう常じようのエフェクトを超こえた能のう力りよくですので、恐らくは何らかのマテリアルを所持、使用した結果の攻撃だろうという事がわかります。

ミユキ：マテリアルを……？　ならその犬、なおさらこのまま放っておけないわね。

晃士朗：……ふむ。なら、この情報を今いる四人で共有だな。

九鬼：ああ。どうやら、その犬も『至高天』に関わりがあるみたいだねえ。……ＧＭ、俺が襲おそわれたのは朱香がピッツァを拾ったあとかい？

ＧＭ：時間的にはそうですね。九鬼が襲われるより、朱香が拾う方が先です。

九鬼：一いち応おうアリバイはある……か。

晃士朗：ともあれ、『至高天あれ』に手を出すなら、俺たちの敵てきだ。

朱香：敵だ！　ピッツァも戦うって言ってるよ！

晃士朗：ピッツァ、ねえ。……どうするかな。

朱香：どうしたの、リーダー？

晃士朗：ここで《ワーディング》しようかと思ってな。タイミングがよすぎるし、その犬が怪あやしくないと言えば噓うそになる。

朱香：ひどいよリーダー、ピッツァを疑うたがってるの!?　この子が襲ったりするわけないもん、《ワーディング》でもなんでもすればいいよ！

晃士朗：……念のためだ。ＧＭ、《ワーディング》を展てん開かいする。掌てのひらに作り出した黒風を周囲に吹ふき散ちらして、オーヴァード以外の意い識しきを失わせる。




　晃士朗が《ワーディング》──オーヴァードのみが行動可か能のうな特とく殊しゆな結界を張はる。レネゲイドの影えい響きようを受けないものは、例外なく行動不ふ能のうとなるはずだが──。




ＧＭ：「くぅん？」と、変わらない様子でピッツァは朱香に甘あまえています。

晃士朗：……ギラリと目を光らせる。

朱香：あれ、ピッツァ……？

ミユキ：この子も、オーヴァード犬……？

九鬼：俺が襲われたタイミングを考えたら、アリバイはあるねえ。……分身とかのエフェクトを使ったとしたら、その限りじゃないけどさ。

朱香：やだー！　ピッツァはオーヴァードでも、いいオーヴァードだもん！

晃士朗：朱香、そいつを拾った経けい緯いを教えろ。

朱香：ううう……。

晃士朗：教えろ。

朱香：（泣きまねをして）うわぁ～ん！（一同爆笑）

ミユキ：あの、リーダー。私から説明しましょうか？

晃士朗：（渋しぶい顔で）頼む。

ミユキ：じゃあ順じゆん序じよ立ててオープニングの経けい緯いを説明します。かくかくしかじかと。

晃士朗：（苦虫を嚙かみつぶしたような顔で）……ちっ、面倒事を持もち込こみやがって。

九鬼：ま、『至高天』絡みのオーヴァードを襲ってるのに朱香やミユキが襲われてないんだ。こいつは犯はん人にん──いや、犯犬じゃないでしょ？

朱香：そうだよ！　ピッツァはオーヴァードを襲ったりしないよね？

ミユキ：ええ、私も違ちがうと思いたいわ。でもピッツァの事をちゃんとわかってないと、対たい応おうを間ま違ちがえたりしかねないでしょ？

朱香：……うん、わかった。

ＧＭ：朱香が元気ないので、ピッツァはペロペロと顔を舐なめます。

朱香：大だい丈じよう夫ぶだよ、ピッツァ。優しい子だね、お前は。

九鬼：どっちにせよ、ピッツァについても調べる必要があるだろうねえ。

晃士朗：ああ。この短期間にオーヴァード犬が二匹同時に現あらわれたことが無関係とは思えん。

朱香：はっ、そうだ！　ピッツァには多分兄弟がいるんだよ！

ミユキ：そうね。リーダー、この子には一緒に飼かわれていた犬がいるかもしれないんです。

朱香：きっとその子がオーヴァードを襲ってるんだよ！　悪い子だ！

晃士朗：……なるほどな。とすれば──おい、朱香、ミユキ。

朱香：なに……？　ピッツァいじめない？

ミユキ：はい、リーダー。

晃士朗：その犬が手がかりなのは間ま違ちがいなさそうだ。ひとまず俺と九鬼で情報収集は続ける。お前らは待機だ。責せき任にん持ってその犬の面倒を見ろ。

朱香：（明るい顔になって）リーダー……！　うん、もちろん！

ミユキ：はい、わかりました！

晃士朗：……それはそれとして、あまり俺の部屋にそいつを入れるな（笑）。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう（笑）。







◆Middle03◆散歩

Scene Player ── 大門寺朱香




　ピッツァはオーヴァードだった──。

　少なからず衝しよう撃げきを受ける朱香たち。だが、当のピッツァはどこ吹ふく風かぜで、現在の主人である朱香に散歩をねだっていた。




ＧＭ：では次のシーンです。情報収集シーンの前に、イベントがひとつ発生します。シーンプレイヤーは朱香、ミユキは登場したければしてもＯＫ。

朱香：はーい。

ミユキ：どういうシーンですか？

ＧＭ：とある日曜日の午後、ピッツァを散歩させるシーンです。

ミユキ：なるほど、首輪やリードも折角買いましたしね（笑）。じゃあ出ます。侵しん蝕しよく率りつもあまり上がってないので。

朱香：ミユキちゃん、ピッツァの散歩に行こー！

ミユキ：ええ、いいわよ。

朱香：ふたりでお散歩に行きますよ～。ピッツァ、真くんが言ってたパン屋に行こうか？

ＧＭ：では、ふたりと一匹ぴきで散歩に出かけることになります。ちょうど河原かわらに差し掛かったあたりで、急にピッツァが立ち止まって唸うなり始めます。

朱香：ピッツァ？　どうしたの？

ＧＭ：では──そこで、不意に《ワーディング》が張はられます。

朱香：これって──！

ミユキ：朱香ちゃん、ピッツァを！

朱香：あたしは反はん射しや的てきにミユキちゃんやピッツァを守るために前に出ます！




　空間がぐにゃりと歪み、虚こ空くうより巨きよ大だいな獣が現あらわれる。低い唸り声とともに、その牙きばが朱香めがけて飛とびかかった。

　本来ならば完全な不意打ちだが、ピッツァの吠ほえ声ごえは朱香たちに身み構がまえる余よ裕ゆうを与あたえた。




九鬼：げ、ヤツか！　リアクション不ふ可かだとガードもできないぞ！

朱香：それでも前に出るもん！

ＧＭ：いや、今回はリアクション不可じゃないんですよ。

ミユキ：え？

ＧＭ：ピッツァが先に吠ほえていたのでリアクションをする余裕があったのです。

晃士朗：なに!?

朱香：おお！　ピッツァすごい！

ＧＭ：なので、今回はドッジやガードが可能です。朱香を狙ねらって一回攻撃。《コンセントレイト：エグザイル》＋《命の剣けん》＋《貪どん欲よくなる拳こぶし》で……達成値34。

朱香：ガードできるなら任まかせて！　《氷盾》を使ってガード！

ＧＭ：ダメージは35、装そう甲こう値は有ゆう効こうです。

朱香：20点軽けい減げんして、15ダメージ。残りＨＰ45……まだ大だい丈じよう夫ぶ！

ＧＭ：流石に硬かたい！　襲撃してきた犬は、右後ろ足を発光させながら朱香に一撃しますが、手ごたえのなさに唸うなり声ごえを上げます。

ミユキ：右後ろ足……っていうか、右足か。そこにマテリアルがあるのね。

九鬼：だろうねえ。問題はどういう能力か、だ。大体予想はつくけど。

ＧＭ：はい。一撃を加えたあと、犬は「グルルルル……」と低く唸うなると、再ふたたび右足から不思議な光を放ちながら再び虚空へと消えていき、《ワーディング》も同時に解かい除じよされます。

ミユキ：朱香ちゃん、大丈夫!?

朱香：大丈夫、ピッツァが教えてくれたもん。ちょっと怪け我がしちゃったけどね。

ＧＭ：ピッツァはその傷をペロペロと舐めます。

朱香：ありがと、ピッツァ。

ミユキ：よかった……。

朱香：ミユキちゃんは大丈夫？

ミユキ：うん、私は大丈夫。でも……やっぱりピッツァが犯人じゃなかったのが嬉うれしい。

朱香：（嬉しそうにこくこく頷いて）うんうん、そうだよね！

ミユキ：これ、早くリーダーに伝えた方がいい気がする。

朱香：そうだよね、早くピッツァの濡れ衣を晴らしてあげないとね！　これでおうちに普ふ通つうに帰れるね、ピッツァ！

ＧＭ：「くぅ～ん」と、朱香が嬉うれしそうなのでピッツァも尻尾しつぽを振ふってます。

ミユキ：私たちより早く気づいたのはすごいな……と思いながら、ピッツァの頭を撫なでる。頑張ったね、守ってくれたんだね。

朱香：うんっ！　それじゃあ、真くんのパン屋さんに寄よってから帰ろう、ミユキちゃん。

ミユキ：そうね、そうしましょう。

朱香：ピッツァ、ダッシュで行くよ！




　言うが早いか、朱香はピッツァともども駆け出した。ついさっき命を狙われたとは思えないような明るい声だ。

　彼女にとって、襲撃のショックや危機感よりも、ピッツァが襲撃者ではなかったという安堵の方が勝っていたのだろう。

　屈託なく笑う朱香を見て、ミユキもつられて微笑む。




ＧＭ：では、ふたりはパン屋の前でバイト上がりの真と何気ない話をする──というところで、シーンを終了しましょう。






《命の剣》《貪欲なる拳》　どちらも自らの肉体を変化させて攻撃力を増大させるエグザイルのエフェクト。









◆Middle04◆意外な事実

Scene Player ── 九鬼




　朱香が襲撃を受けたという知らせを聞き、九鬼と晃士朗も調査に乗り出していた。

　キーワードは、犬。

　襲撃を行う犬と、拾われた犬──何か接せつ点てんがあるかもしれない。




ＧＭ：では、次は情報収集のシーンです。シーンプレイヤーは九鬼です。

九鬼：ん、了りよう解かい。朱香が襲われた、ってのは知ってていいのかな？

ＧＭ：ええ。恐らくすぐに連れん絡らくが入るでしょう。

朱香：もちろん、リーダーにすぐ連絡するよ！

晃士朗：俺が聞いたら、九鬼にも伝わるだろうな。

九鬼：ＯＫ。ピッツァがなんで襲撃を感知できたのかは気になるが、襲ってきた犬も調べておかないとねえ。

晃士朗：なら、俺も登場しておこう。九鬼とふたりで調査を行ってる。

ＧＭ：現在調べられるのは以下のふたつになります。




▼ピッツァについて　〈情報：噂話〉　難なん易い度ど６

▼朱香を襲った犬について　適てき切せつな〈知識〉　難易度９




九鬼：それじゃ、襲ってきたヤツについて調べるか。京都じゅうを歩いて、襲撃現げん場ばを調べながら出しゆつ没ぼつ範はん囲いとかを調べよう。




　九鬼が慣なれた手て際ぎわで情報を整理する。財ざい産さんポイントも使用し、判定は成功。その結果、以下のように情報がまとめられる。




・黒い犬は、九鬼や朱香を襲撃する際さいに右足が発光していた。これはマテリアルの影響によるものであり、その能力は任にん意いにテレポートを行う、というもの。知覚のできない攻撃は、その能力を利用したものである。これは通常のエフェクトでは察知できない。




九鬼：テレポート能力、か。晃士朗、お前さんのゲートと似にてるんじゃないの？

晃士朗：……かもしれんな。俺のはそこまで便利じゃないが。それよりも……。

九鬼：ああ。エフェクトじゃ察知できないはずのものを、あの犬は察知した。つまり──。

晃士朗：……あの毛むくじゃらもマテリアルを使ってる可か能のう性せいがあるな。やはり調べておく必要があるか。……よし、〈情報：噂話〉で達成値８。成功だ。

ＧＭ：では、以下のような情報が手に入ります。




・愛犬家向けの専せん門もん雑ざつ誌しに、ピッツァらしき子犬の写真が掲けい載さいされている。京都府在ざい住じゆうの著ちよ名めいなブリーダー、『風間志信かざま・しのぶ』という人物の愛犬、双ふた子ごの「遮しや那な王おう」と「弁べん慶けい」のうち、弁慶の方がピッツァと瓜うり二ふたつだ。




晃士朗：雑誌？　意外なところから情報が出たな。

九鬼：こいつが飼かい主ぬし──いや、元もと飼かい主ぬし、ってことかねえ。ＧＭ、《写真記き憶おく》と《究極鑑かん定てい》で同一の犬かわからないかな？

ＧＭ：それなら、ピッツァと弁慶は同じ犬だと確かく定ていできます。

晃士朗：弁慶、って感じじゃねえな。

朱香：ピッツァの方がかわいいよう！（笑）

九鬼：で……もう片かた方ほうの遮那王が襲ってきた犬だったりしない？

ＧＭ：それはわかりません。襲ってきた犬は大分変へん異いしていて、大きさも見た目も通常の犬とは大分違ちがっていました。

晃士朗：オーヴァード犬を飼かっていたブリーダーか。こいつについても調べておきたいが、このシーンで判定してもいいかな？

ＧＭ：問題ありません。〈情報：ＦＨ〉か〈情報：ＵＧＮ〉で難易度８です。

晃士朗：〈情報：ＦＨ〉で10。成功だ。風間志信について思い出した、ということにする。

ＧＭ：では、彼かれについての情報がわかります。




　風間志信。ＵＧＮのエージェントであり、コードネームは〝犬ぞりドツグスレツド〟。オルクスシンドロームのオーヴァードであり、特殊な犬笛を使って自らが育てた二匹のオーヴァード犬を操あやつって任務を遂すい行こうする。

　数日前に遮那王と弁慶がある任務で重じゆう傷しようを負ってから、二匹の犬ともども消息が不明。




ＧＭ：ちなみに、それなりに有名人で、調べれば住所もすぐにわかります。

九鬼：数日……か。ドンピシャじゃないか。重傷を負った理由はわかんない？

ＧＭ：よくあるＦＨとＵＧＮの戦せん闘とう、という程てい度どです。

九鬼：ふむ……だが、なんでそれでマテリアルが出てくるんだろうねえ。

晃士朗：さあな。──ひとまず風間とやらのヤサを調べてみるか。

九鬼：ＯＫＯＫ、付き合うよ～……てか、晃士朗と組んで動くのは珍めずらしいねえ。

晃士朗：そうだな。ま、ここは俺たちが適てき任にんだろう。朱香とミユキにはあの犬の面倒を見てもらう必要がある。

九鬼：そうだねえ。

朱香：（嬉しそうに）任せて！　ピッツァの面倒は見ておくから！

ミユキ：リーダー公認だね（笑）。

晃士朗：遊びじゃねえんだけどなあ。まあいい、毛むくじゃらはガキに任せる。

九鬼：それがいいよ。んじゃ、行くとしますか。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了しましょう。







◆Middle05◆平穏な時間

Scene Player ── 青峰ミユキ




　オーヴァードを狙った襲撃事件があっても、学校や街の様子は普段と変わらない。

　朱香と一緒にピッツァを散歩に連れて行くのも日課になりつつある。

　──こういうのも悪くない、とふとミユキは思う。

　だが、ピッツァが事件の渦中にある以上、このまま平穏が続くとは思えなかった。




ＧＭ：では、次のシーンはミユキのシーン。朱香は自動登場です。

ミユキ：わかりました。

朱香：……あ、そう言えば、お母さんにピッツァのことを言ってるかどうか決めてなかった。

ＧＭ：ピッツァが特別だってわかったのはつい最近だったんで、どっちでもいいですよ。そういうシーンを作ってもいいですし。

朱香：うーん……お母さんは忙しくて、今あんまり呼び出されないことにしよう。

ミユキ：ああそうか、向こうから呼ばれない限り、朱香ちゃんはお母さんと会えないのね。

朱香：うん。呼ばれないと、行っちゃいけないの。

ミユキ：……そうなんだ。

ＧＭ：朱香が会いたいと言えば、拒絶はしないと思いますが。

朱香：でも、お母さんの邪魔はしたくないから我慢する。

九鬼：けなげだねえ。

晃士朗：実に躾けが行き届いてるな。

ＧＭ：わかりました。では、先ほどの襲撃を受けたシーンから二、三日経ったある日、朱香とミユキにメールが届きます。

ミユキ：あ、誰かわかった。

朱香：真くんだ！

ＧＭ：そのとおりです。「放課後にでも会えませんか？」という内容です。

朱香：ミユキちゃん、真くんだよ！　行こう行こう！

ミユキ：そうね……。ＧＭ、その日の予定は特にないですか？

ＧＭ：はい、ある程度は自由に動けます。

ミユキ：じゃあ、一緒に行こうか、朱香ちゃん。

朱香：うんっ！　じゃあすぐ真くんに返事するね。行く行く！

ミユキ：私もＯＫって返信する。

ＧＭ：じゃあ「五条大橋のところでお待ちしてます」と、顔文字つきで返信が来ます。

朱香：最初に会ったところだね。

ＧＭ：そうです。あなたたちの学校と、真の学校の中間くらいにある、ということで。

ミユキ：じゃあ、授業が終わったらピッツァを迎えに行きましょ。

朱香：うんっ！




　放課後。いつになく足早な朱香とともに、ミユキはロングアイランドに向かった。

　尻尾を振って喜ぶピッツァにリードをつけ、散歩へと連れ出す。

　向かう先は、真の待つ五条大橋だ。




朱香：真くーん！

ＧＭ：あなたたちに気づくと、真は相好を崩して手を振ります。ピッツァも喜んで彼のところに駆けていこうとします。

朱香：リードは離しちゃいけないと思うので、ピッツァと一緒に走ってくよ。真くーん♪

ＧＭ：「相変わらず元気そうだね、ピッツァ」

朱香：（甲高い声で）わんわん！　朱香さんはとっても優しいご主人様です！（爆笑）

ミユキ：何、今の腹話術（笑）。

ＧＭ：「そっかぁ、よかったな」と、真も笑ってます（笑）。

ミユキ：いい子だなあ……。いい子なだけに、ちょっと複雑。

朱香：どうしたの？

ミユキ：なんでもないよ、って笑いかけます。実は、朱香ちゃんが自分や美奈子さん以外にここまで気を許すのを初めて見た気がするので……。

九鬼：ヤキモチ？（笑）

ミユキ：……そうなのかも。真くんが嫌いなわけじゃないのが、より複雑（笑）。

ＧＭ：そんなミユキの気持ちは露知らず、真は思い出したように「あ、そうだ。渡したいものがあったんだ」と言うと、学生鞄をごそごそと探ります。

朱香：渡したいもの？

ＧＭ：「うん。これ、この間バイトの帰りにゲーセンで取ったんだ」と言って、白い子犬のマスコットをくれます。

ミユキ：あ、これって……。

朱香：ピッツァだよ、ピッツァにそっくり！　ね！

ＧＭ：「うん、僕もそう思ったから。気に入って貰えるといいんだけど」マスコットはふたつセットのようで、朱香とミユキにひとつずつくれます。

ミユキ：……私にもくれるの？　ありがとう。

朱香：お揃いだよ、ミユキちゃん！

ミユキ：そうね。ありがとう、真くん。

ＧＭ：「喜んでくれたら嬉しいよ」と、言って、真は少し申し訳なさそうになります。「それと……実は、しばらく会えそうにないんだ。それを伝えようと思って」

朱香：えー？　そうなの？

ミユキ：なにかあったの？

ＧＭ：「うん……。急にバイトが忙しくなっちゃって」

朱香：そうなんだー。

ミユキ：大変そうね……。

ＧＭ：「ごめんね。時間ができたら、すぐに連絡するからさ」

朱香：寂しいねー、ピッツァ……。

ミユキ：朱香ちゃん、真くんのバイトを応援してあげよ？　で、その分今はめいっぱい遊べばいいんだよ。

朱香：そうだね！　よしピッツァ、真くんと遊ぶよ！

ＧＭ：「わん！」とピッツァは元気よく吠えます。

ミユキ：楽しそうにしてる朱香ちゃんと真くんとピッツァをぼんやり見てます。

朱香：ミユキちゃんもおいでよー！

ミユキ：……うん。ありがとう、朱香ちゃん。

ＧＭ：では、その日は平穏なまま過ぎていく──というところで、シーン終了です。







◆Middle06◆ドッグスレッド

Scene Player ── 闇条晃士朗




　オーヴァード襲しゆう撃げき事じ件けん、そしてピッツァの手がかりとなるＵＧＮエージェント、〝ドッグスレッド〟風間志信かざま・しのぶ。だが、彼かれは現げん在ざい消息がわからなくなっている。

　まずはこの男の行方を探さぐるため、晃士朗は行動を始めた。




ＧＭ：では、次は風間邸を調べるシーンになります。シーンプレイヤーは晃士朗、登場は任意です。

九鬼：俺おれは登場しておくよ。

朱香：ピッツァも連れて行った方がいい？

晃士朗：いや、先にこっちで調べておこう。迂う闊かつに毛むくじゃらを連れて行って、あいつがご主人様を見つけて吠ほえたりすると警けい戒かいされかねん。

九鬼：そうだねえ。まずは俺たちで行って、風間がいないのが確かく認にんできたら朱香をピッツァ込こみで呼よぶ、くらいでいいんじゃない？

晃士朗：そうするか。なら、風間の家に向かう。

ＧＭ：わかりました。風間の家は阪はん急きゆうの嵐あらし山やま駅からすぐです。家自体は普ふ通つうの庭付き一戸建て、周りも住じゆう宅たく街がいですが、生活感はあまりありません。電気も消えてます。

晃士朗：いない、ってのは情じよう報ほうどおりか。九鬼、開けられるな？

九鬼：《セキュリティカット》で開けろってことね、了りよう解かい。

晃士朗：一回入れば俺の《ディメンジョンゲート》でいつでも入れるからな。

ＧＭ：では、家の中には問題なく入れます。

晃士朗：さて、中に入ってみたが……ＧＭ、何か見つかるものはあるか？

ＧＭ：はい。判はん定ていの必要もなく、非ひ常じように荒あれていること、それと戦せん闘とうがあったと思しき痕こん跡せきが見つかります。

九鬼：それは誰だれか探たん索さくしたあとって感じ？　それとも……。

ＧＭ：探索したわけではなく、争いがあった、というような感じです。血けつ痕こんがぽつぽつと奥おくの部屋まで続いています。

晃士朗：戦闘のあとか……。端たん末まつなんかが残っていれば、そこからデータを漁れるんじゃないかとも思ったんだがな。とにかく、その血痕を追ってみよう。

ＧＭ：血痕を追っていくと、その端末がある地下室にたどり着きます──が、そこに端末よりももっと目を引くものが転がっています。

晃士朗：何？

ＧＭ：赤黒く乾かわいた血のりがこびりついた部屋の中央には、無惨な姿すがたの死体が倒たおれています。〝ドッグスレッド〟風間志信のものに間ま違ちがいありません。

九鬼：……おやおや。

晃士朗：とうにお陀だ仏ぶつだったってわけか。

ＧＭ：そのようです。死体は損そん傷しようがひどく、何日か時間も経けい過かしています。

九鬼：……朱香やミユキを連れてこなかったのは正せい解かいだったねえ。

晃士朗：この様子だと、ＵＧＮはまだここを調べてねえな。調べてるとしたら、死体や端末を放っておく道理がねえ。九鬼、端末を確認してくれ。

九鬼：あいよ。端末の電でん源げんはつくかい？

ＧＭ：はい。彼の端末を調べることで、いくつかの情報がわかります。

晃士朗：その前に、俺は風間志信がもしかしたら生きているかも、とＵＧＮに思わせることに意味があるような気がした。《ポケットディメンジョン》を使ってこの死体を隠かくすぜ。

ＧＭ：了解です。少なくとも、死体は見えなくなります。

九鬼：なるほどねえ。俺は《電子使い》で全データをバックアップしつつ調べるよ。

ＧＭ：それなら特に判定をする必要はないでしょう。実はこの地下室はオーヴァード犬を訓練するためのものなのですが、訓練の経過など、いくつかの記録が残っています。

晃士朗：なるほどな。マテリアルに関する情報もあるか？

ＧＭ：存そん在ざいします。マテリアル入手の経けい緯いと、事件の発ほつ端たんですね。




　九鬼が端末を調べ、ドッグスレッドとその愛犬──遮那王と弁べん慶けいのデータを解かい析せきする。

　二匹の犬は、とある任にん務むで瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ってしまったらしい。それを救う方法とし〝十字疵スカード〟と呼よばれる額に十字傷を持つオーヴァードからマテリアルを受け取った──というのだ。




ミユキ：（はっとした表ひよう情じようで）十字傷の男……！

朱香：それって、ミユキちゃんの仇かたきだっていう……。

ミユキ：ええ。三年前に両親が死んで、タクミが『至高天』に取とり込こまれる原げん因いんになった男よ。こいつも関わっているのね……。

九鬼：ふむ……。

晃士朗：……俺はこいつがミユキの仇だって知ってていいかな？

ＧＭ：ミユキがいいなら構かまいません。

ミユキ：私わたしは構かまいません。リーダーなら調べてそうだし（笑）。

晃士朗：であれば知っていることにしよう。ただし、この男が関わっていることをミユキには黙だまっておく。

九鬼：そいつがミユキの仇だってこと、俺には教えてくれないの？（笑）

晃士朗：必要ねえだろ。

九鬼：ちぇー（笑）。ま、それなら特に反はん応のうしないよ。

晃士朗：……で、風間は犬を助けるためにマテリアルを埋うめ込こんだ、ってことか。

九鬼：これだけ見るとそうみたいだねえ。

ＧＭ：そうです。その結果犬たちは一命を取とり留とめましたが、遮那王は暴ぼう走そうし、衝しよう動どうのままに動くようになっています。

晃士朗：風間を殺したのも、今オーヴァードを殺してるのも遮那王で間ま違ちがいなさそうだな。そして、こいつにもピッツァにもマテリアルが埋うめ込こまれている。

九鬼：マテリアルの内ない容ようや能のう力りよくはわからないかな？　映えい像ぞうデータなんかがあるなら《究極鑑かん定てい》で裏うらづけを取っておきたい。

ＧＭ：そうですね……では、判定に成功すればわかる、としましょう。《究極鑑定》を使用しているので、技ぎ能のうは〈ＲＣ〉。難なん易い度どは６としましょう。

九鬼：オーケー。……うん、成功だ。テセウス、解析を開始。

ＧＭ：遮那王には『右足』、ピッツァには『心しん臓ぞう』が使用されたようです。『右足』の能力は、テレポート。『心臓』は身体能力を強化するようです。

晃士朗：感知能力……ってわけじゃないのか。

ＧＭ：それについては九鬼が《究極鑑定》を使用したのでわかります。『心臓』はもともとの能力とは別に、他のマテリアルの場所を察知するレーダーのような役やく割わりを持っています。

九鬼：……なるほどね。襲おそってくるのがわかる、ってわけじゃなく、マテリアルがどこにあるのかがわかる、ってことか。

晃士朗：結けつ構こう重要な情報だな。俺たちが勘かん違ちがいしていたのもあるが……それはつまり、確かく保ほしちまえば今後のマテリアル捜そう索さくがぐんと楽になる。

ＧＭ：──そこまでわかったところで、不意に足音が聞こえます。

九鬼：……おやおや、ひょっとしてＵＧＮかねえ？

晃士朗：ちっ、面めん倒どうくせえな。

ＧＭ：（野太い声で）「貴き様さまらァ、そこで何をしているかァッ！」




　地下室への階かい段だんを下りてきたのは、ひとりの青年──スキンヘッドにバンダナを巻まいた、身長一九〇センチほどの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる巨きよ漢かんだ。

　青年は部屋の惨さん状じようを見ると、顔を歪ゆがませて晃士朗と九鬼を睨にらみ付つけた。




晃士朗：随ずい分ぶんと暑苦しいヤツが来やがったな。

ＧＭ：「これは一体……!?　貴様ら、ファルスハーツかッ!?」

九鬼：うん、まあね。一いち応おう、九鬼って呼ばれてるよ。

ＧＭ：「九鬼……？　そうか、貴様が賢まさ人との言っていた男か！」

晃士朗：なるほど、ブレイクエンドの知り合いか。ＧＭ、俺はこいつに見覚えはあるか？

ＧＭ：はい。京都支し部ぶのＵＧＮチルドレンで、戦闘部隊のリーダーをやっています。名前は雪村豪久ゆきむら・たけひさ、コードネームは〝クレセントエッジ〟。

晃士朗：クレセントエッジ……。そういや、しばらく顔を見てなかったな。

ＧＭ：「貴様も居いるのか、フラジャイルッ！」

晃士朗：はん、相変わらずだな熱血ハゲ。

ミユキ：熱血ハゲって（笑）。

ＧＭ：「ハゲではないっ！　これは剃そっているのだッ！」（笑）

九鬼：律りち儀ぎに返してくれるねえ（笑）。

ＧＭ：「そんなことはいい！　それより貴様ら、先生をどこへやった!?」

九鬼：先生……ねえ。死体は隠かくしておいて正解だったかな。

晃士朗：風間志信がどこへ行ったかなんざ、俺たちだって知らねえよ。そういうお前こそ、ここへ来たのは風間の捜索か？　それともいなくなった二匹ひきの犬を探さがしに来たのか？

ＧＭ：「……貴様に話す必要はあるまい。先生も犬もおらぬのなら、もう用はない！」

九鬼：……なるほどね。ＵＧＮもマテリアルを持った犬を追ってる、ってわけか。

ＧＭ：「貴様らも摑つかんでいたか。ならなおのこと、貴様らの相手をしている暇ひまはないッ！」そう言って、彼は撤てつ退たいしようとします。

晃士朗：待てよ熱血ハゲ。素す直なおに逃にがすと思うか？　一応攻こう撃げきしようとする。一対二だしな。

ＧＭ：「これは剃っているのだと言っていようが！」と言いつつも、《壁かべ抜ぬけ》を使用して退たい場じようします。ここでは戦闘は発生しないということで。

晃士朗：了解。しかし意外と冷静だな、あの熱血ハゲ。見た目と口調の暑苦しさそのままに突つっ込こんでくるかとも思った（笑）。

九鬼：面倒がなくていいさ。とりあえず、本ほん腰ごしを入れてその犬──遮那王を探さがさないとねえ。

晃士朗：ああ。……ひとまず朱香にメールはしておく。ピッツァにマテリアルがあること、それによって他のマテリアルの捜索が可か能のうなことは伝えておく必要がある。

九鬼：そうだねえ。ひとまず、次は全員で集まらないとな。

ＧＭ：では、そこでシーンを終しゆう了りようしましょう。






阪急　阪急電鉄。大阪と神戸、宝塚、京都を結ぶ大手私鉄。

《ポケットディメンジョン》　空間を捻じ曲げ、あり得ない空間を作り出すバロールのイージーエフェクト。









◆Middle07◆戦闘準じゆん備び

Scene Player ── 九鬼




　ダーツバー「ロングアイランド」。数日振ぶりに、四人は顔をつき合わせていた。

　ＵＧＮの動向の調ちよう査さ、遮那王の追つい跡せきとマテリアルの確保、ピッツァとそのマテリアルの保ほ護ご──やらねばならないことは山積している。




ＧＭ：さて、次のシーンは全員登場。シーンプレイヤーは九鬼にしましょう。

ミユキ：全員で話すシーンがそろそろ欲ほしかったところです。

晃士朗：作戦会議ってところだな。まず風間志信が死んでいるというところも含ふくめて、前のシーンで手に入れた情報は基き本ほん的てきに話そう。ただ、十字傷の男に関しては、あとでミユキに個こ人じん的てきに伝えようと思うので伏ふせておく。

九鬼：俺は口を挟はさまないよ。

ＧＭ：了解しました。

朱香：そっかー……。ピッツァ、お前のご主人様は死んじゃったんだって。

ＧＭ：「くぅーん」と、何も知らないピッツァは朱香に甘あまえています。

朱香：う[image: ][image: ][image: ]、かわいいなあもう！　ぎゅってしてやる！

晃士朗：そういうわけで、犬は捕つかまえてマテリアルを引きずりだす必要がある。

ミユキ：リーダー。黒い犬はいいんですけど、この子……ピッツァはどうするんですか？

朱香：ピッツァをいじめたりしないよね、リーダー。

晃士朗：現げん状じよう、『心臓』を使って探たん知ちができるのはこの毛むくじゃらだけだ。今のこいつには利用価か値ちがある。

九鬼：『心臓』があれば、他のマテリアルも探さがし出だせる公算が高いからねえ。

朱香：よかったね、ピッツァ！　お前、価値があるんだよ！

ＧＭ：朱香が嬉うれしそうなので、パタパタ尻尾しつぽを振ふってます（笑）。

ミユキ：ふふ。朱香ちゃんもピッツァも嬉うれしそうね。

九鬼：でもさあ、朱香。お前さん、ことが終わったらピッツァそいつをどうするつもりだい？

朱香：え？　どうするって……。ピッツァは、どうしたい？

ＧＭ：くぅ～んと鳴いて擦り寄よってきます。

九鬼：じゃあ、俺はダーツボードめがけて、ダーツの代わりにナイフを投げる。

晃士朗：おいおい、何してやがる。




　九鬼の投げたナイフが刺ささり、ダーツボードは真っ二つに割われて床ゆかに落ちた。

　割われたダーツボードの中から基き盤ばんを取り出すと、九鬼はそれを指先でもてあそぶ。




九鬼：……事件が終わったら俺たちはその犬からマテリアルを取り出さなきゃならない。でもマテリアルを取り出す──ってのは、こういうことじゃない？

晃士朗：確たしかに一番わかりやすい方法だな。少なくとも俺たちが知ってる中で、マテリアルを身体に入れて活動していたのはストラグルだけだ。

ミユキ：彼の場合は──倒たおしたら、死体が消えてマテリアルが残りましたね。

朱香：それって……ピッツァを殺して、マテリアルを取り出すってこと？

九鬼：他に摘てき出しゆつする方法があるのかもしれないけど、今の俺たちは知らないよねえ。

朱香：やだやだ、そんなのやだ！

ミユキ：ピッツァも助けて、マテリアルもどうにか手に入れる方法はないのかしら？

朱香：そうだよ！　ミユキちゃんだって、マテリアルは欲ほしいもんね。

ミユキ：……ええ。

九鬼：じゃあ──お母さんが、殺してでもその『心臓』を欲しい、って言ったらどうする？

朱香：え……？

九鬼：お母さんは『神曲』セルのリーダーだからね。マテリアルの入手は最優先事項のひとつだよ。

朱香：それは、そうだけど。でも、そんなこと……。

九鬼：言わない、とは言い切れないよね。その時は、どうするんだい？

朱香：そ、そんなの……。お母さんが言わなきゃわかんないよ……。

九鬼：じゃあ、ミユキ。お前ならどうする？　弟さんを助けるのにマテリアルが必要だろ？

ミユキ：わた、しは……。（首を振って）わかりません。その時にならないと……。

九鬼：ＯＫ、じゃあ保ほ留りゆうってことにしておこう。どちらにせよ、俺の直ちよく接せつの雇やとい主ぬしはプルガトーリオさんだからねえ。ご意向がなきゃ動けない。

晃士朗：報告か。……そろそろしどころだろうな。

朱香：え、みんなそんな簡かん単たんにお母さんに繫つながるの？　いいなあー。

晃士朗：緊きん急きゆう連絡だからな。

九鬼：朱香は「滅めつ多たにかけちゃいけないわよ」とか言われてるんだろうな（笑）。というわけで、ノートパソコンを開いてテレビ電話でプルガトーリオに連絡する。

朱香：テレビ電話!?　お母さんの顔が見られる！　ありがとう九鬼さん！

ＧＭ：では、ディスプレイにプルガトーリオこと永石美奈子ながいし・みなこの顔が映うつります。「いいタイミングね。そろそろ連絡が来ると思っていたわ」

晃士朗：はん、どうせ状じよう況きようは把は握あくしてるんだろう？

ＧＭ：「ええ。……ところで、朱香はそこにいる？」

朱香：おかあさ～ん。えへへ、幸せ。

ＧＭ：「最近連絡できなくてごめんなさいね」

朱香：いいんだよ、お母さん！　こうして声が聞けるだけで嬉うれしいもん！

ミユキ：朱香ちゃん、ひょっとしてピッツァ抱だいたまま？

朱香：あ、うん。そうかも。

ＧＭ：「……あら、その犬──」

朱香：あ、あのね。えと、この子は、えーと……。

ミユキ：…………。

朱香：あの、川で、ざぶざぶで、じゃぼーんで、名前はピッツァで……。

ＧＭ：美奈子の目がわずかに細められます。「その子──」

朱香：あうぅ……。

一同：…………。

ＧＭ：「可愛かわいがっているのね。なら、大事になさい」

朱香：……うん！　大事にする！　ねー、ピッツァ!!

ミユキ：よ、よかった。今ものすごくホッとしちゃった。

九鬼：お優やさしいことで。

晃士朗：……まあいい。で、プルガトーリオさんよ。そろそろ指令をよこしてくれ。

ＧＭ：「──ＵＧＮは遮那王と呼ばれる、ＥＸレネゲイドに感かん染せんした犬型ジャームと思しき個こ体たい、及およびそれが所持していると思われるマテリアルの確保に動いています」




　聖せい女じよのような『お母さん』の顔が、晃士朗に向けられた瞬しゆん間かんに冷れい徹てつなセルリーダー、〝プルガトーリオ〟のそれに変わる。落ち着いた声で、彼かの女じよは命令を発した。

「ＵＧＮに確保されることは断だん固こ阻そ止ししなければなりません。あなた方の任務は、一いつ刻こくも早く殺さつ傷しよう事件の犯はん人にんを確保し、マテリアルを奪取すること……何か質しつ問もんは？」




九鬼：しばらくピッツァ……いや、『心臓』は朱香の手元に置いて、今回の捜索に利用する。そういう認にん識しきでいいのかな？

ＧＭ：「それで結構よ。だから──ね、朱香。その子を大事になさい」

朱香：はぁい！

ミユキ：朱香ちゃん、よかったわね。

朱香：うん！　ピッツァもよかったね～！

晃士朗：わかった。なら、この毛むくじゃらはこっちで有ゆう効こう活用させてもらう。それと、ＵＧＮでは誰だれが動いているかはわかるか？

ＧＭ：「コードネーム〝クレセントエッジ〟と、彼の率ひきいる戦闘チームが動いているわ」

晃士朗：はん、あの熱血ハゲか。なら、後れを取ることなんざ考えられねえな。

九鬼：……ブレイクエンドは動いてないのか？

ＧＭ：「今はまだ動きが見えないわ。けど──遅おそかれ早はやかれ彼も投入されるでしょうね」

九鬼：やれやれ、できれば会いたくないねえ。

ＧＭ：「以上よ。……ミユキちゃん、朱香をお願いね」

ミユキ：わかりました。

ＧＭ：「朱香、いつものとおりよろしく頼たのむわ」

朱香：うんっ！　任まかせて、お母さん！

ＧＭ：では、そこで通信が終了します。何もなければシーンを終了しますね。

晃士朗：あ、その前に応おう急きゆう手当キットを買いたい。朱香のＨＰが15点ほど減へってるからな。

朱香：ぐぁ！　肩かたが外れてるの今気づいた！（笑）　いたいよ～！

晃士朗：指し摘てきしないと痛いたくないのかよ、お前は（笑）。ええと、判定は成功。無言で応急手当キットをドン、とカウンターの上に置く。さっさと手当てしろ。

ミユキ：あ、いつものだ。

朱香：ええと、２Ｄ10回かい復ふくするんですよね。……11点回復。痛くなくなったよ！

ミユキ：よかったね、朱香ちゃん（笑）。

晃士朗：いいかお前ら、犬を追うのもそうだが、ＵＧＮの連中の妨ぼう害がいも必要だ。くれぐれも気を抜くんじゃねえぞ。

ミユキ：わかりました。

朱香：はーいっ！

九鬼：やることが多いねえ。人増ふやしてくれない？（笑）

晃士朗：有象無象が増えたところで物の役にも立ちゃしねえよ。

九鬼：へーいへい。でもおじさんはもう少し負担を減らしたいよ、まったく。

ＧＭ：では、次のシーンから争そう奪だつ戦せんを行うことになります。少し特とく殊しゆな処しよ理りを行いますので、シーンを切きり替かえてから説明しますね。







◆Middle08◆争奪戦 ─その一─

Scene Player ── 闇条晃士朗




　京都の街に現あらわれる魔犬──。

　オーヴァードを狙ねらう恐おそるべき襲しゆう撃げき者しやであり、『至高天』の起動に関わる重要アイテム、『マテリアル』を保ほ持じする対象を巡めぐり、ＦＨとＵＧＮの争奪戦が始まろうとしていた。




ＧＭ：と言うわけで、遮那王及びマテリアルをＵＧＮと奪うばい合あうシーンになります。

晃士朗：特殊な処理って話だったな。どういう感じなんだ？

ＧＭ：はい。では、ルールを説明します。




◆基き本ほんルール

・通つう常じようの戦闘と同じく、ラウンド進行で行う。

・戦闘移い動どうや全力移動の距きよ離り、エフェクトや武ぶ器きの射しや程ていは千倍として扱あつかう。これは通常の戦闘と異ことなり、一回のメインプロセスが様々な手順や攻こう防ぼうなどを含ふくんでいることを表す。




ＧＭ：まず、ＰＣとＵＧＮ側の初期配置を行いますね（と、ポーンを並ならべる）。

[image: ]

朱香：距離一〇キロとか一五キロとか、見たことない単位だよ（笑）。

ミユキ：それで移動距離が千倍になるんですね。

ＧＭ：そうです。通常の戦闘における一ラウンドを一分くらいだとすると、この処理の間は一ラウンドが一日だったりするわけです。

九鬼：一〇メートルは一〇キロか。わかりやすい（笑）。

ミユキ：遮那王を見つけるための判定はどうするんですか？

ＧＭ：では、次に遮那王を見つけるための「捜索」と、ＵＧＮに先を越こされないための「妨害」について説明しますね。まずは「捜索」の方法です。




【捜索】

・メジャーアクションを使用し、遮那王捜索のための判定を行える。判定に使用する技能はそのラウンドごとに異ことなる。詳しよう細さいは以下。

　第一ラウンド：任意の〈知ち識しき〉

　第二ラウンド：任意の〈情報〉

　第三ラウンド：〈知覚〉

・捜索の判定を行った場合、達成値ちの十の位（端は数すう切り捨て）と同じだけ、自分の陣じん営えいの『進行度』が上じよう昇しようする。一度に上昇する『進行度』の最さい大だい値ちは３。また、この判定には財ざい産さんポイントを使用できる。

・ラウンドの最初にピッツァを誰が連れているかを決める。ピッツァを連れて行くと、そのラウンドに行う「捜索」の判定のクリティカル値がマイナス１される。




ミユキ：第三ラウンドまでもつれ込こむと厳きびしそうですね……。

九鬼：なにせ全員【感覚】が低いからねえ。

ＧＭ：次に「妨害」について説明します。




【妨害】

・ＵＧＮの捜索に対して「妨害」を行うことができる。これは［未行動］でないと行うことができず、「妨害」を行ったキャラクターは［行動済ずみ］となる。

・判定の達成値を目もく標ひよう値ちとするが、妨害を行う側はどの技能を使用してリアクションしてもよい。ただし、一度「妨害」に使用した技能は、そのシーン中は再ふたたび「妨害」の判定に使用することはできない。

ＧＭ：なお、「捜索」や「妨害」をせず、エフェクトなどを使った攻撃や、購こう入にゆう判定を行うことも可能とします。

九鬼：ＵＧＮの連中に攻撃を仕し掛かけて、倒たおすって手もあるねえ。

晃士朗：ヘタに妨害するより攻撃した方がいいこともあるかもな。

ＧＭ：では、最後に終了条じよう件けんです。




◆終了条件

・先に『進行度』が規き定てい値ちに達した陣営が勝利。

・ＦＨ、ＵＧＮとも規き定ていラウンド以内に条件を満たせなかった場合、双そう方ほう失敗となり、そこでシーンは終了する。

・ＦＨが勝利した場合、シーンが終了してイベントが発生する。

・ＵＧＮが勝利した場合、彼らがマテリアルを確保し、シナリオは終了となる




九鬼：停てい滞たいは最悪仕方ないけど、ＵＧＮに先を越されちゃダメってことか。なるほどねえ。

晃士朗：とりあえず、まずは数を減へらすことだな。最初は〈知識〉なので、【精せい神しん】の高い俺も振ふりたいところだが……、雑魚は俺が減へらさねえとな。

九鬼：ま、俺が判定するよ。どうせ頑がん張ばってもひとりしか倒たおせないしねえ。というわけでさ、ピッツァはおじさんが預あずかっていいかい？

朱香：（不満そうに）えぇ～？（一同笑）

九鬼：お、おじさんは子犬とかに優しいよ？（笑）

朱香：いじめられたらすぐ言うんだよ？　しぶしぶ……。

九鬼：ねー、おじさん優しいよねー。

ＧＭ：「ぐるる……」と、九鬼を威い嚇かくするように唸うなります（笑）。

九鬼：あれー!?

ＧＭ：では、ラウンド進行に入りましょう。規定ラウンドは三ラウンドで、どちらかの『進行度』が５になった時点でイベントが発生します。

九鬼：どちらかの、ってことはＵＧＮに先を越されてもまだ負けじゃない？

ＧＭ：はい、ここではまだ敗北にはなりません。ただし、その後の展てん開かいが不利になるので、なるべく先に５に到とう達たつした方がよいでしょう。

晃士朗：なるほどな。よし、始めようか。




◆第一ラウンド

ＧＭ：まずはセットアッププロセス。こちらは何もありません。

晃士朗：じゃあ誰もなしかな。攻撃してこないなら、朱香が移動する意味も特にないだろう。

ＧＭ：行動値はエージェントＡが14、Ｂが13、Ｃが９、雪村が11です。なので行動順はＡ[image: ]Ｂ[image: ]晃士朗[image: ]雪村[image: ]Ｃ[image: ]行動値５の三人、となりますね。

晃士朗：意外と速いな、ＵＧＮの連中。

九鬼：さっさと片かた付づけないとねえ。




　一匹の犬を追い、京都市内を駆かけ回まわる『神曲』セルとＵＧＮ京都支部のオーヴァードたち。先行したのはＵＧＮのエージェントだ。統とう制せいの取れた動きでエージェントＡとＢはともに判定を成功させ、『進行度』を合計で２ポイント進める。

　これ以上進行させないため、晃士朗はシーン攻撃を仕し掛かけるが……。




晃士朗：《サイレンの魔ま女じよ》その他でＵＧＮの連中を一いつ斉せい攻撃だ。間引かせてもらうぜ。

ＧＭ：おっと、ではエージェントＣが《時の棺ひつぎ》を使用。晃士朗の攻撃を失敗させます。

晃士朗：……何!?

九鬼：あちゃあ、そんな手を用意してたか。

朱香：これ、このままだと成功されちゃうんじゃ……。

ＧＭ：そうスムーズにいくかどうか……。ぐ、雪村、エージェントＣ、ともに失敗。ふたりとも【精神】が低いんだよなあ。

晃士朗：よし、まだなんとかなりそうだな。このラウンド中に決められれば、だが。

九鬼：ただ、あと三人で５を出すのは厳きびしいよねえ。




　この九鬼の発言どおり、朱香と九鬼はともに『進行度』を１進めるに留とどまる。両りよう陣じん営えいとも決め手に欠け、捜索がやや停滞しているような状況だ。

　だが、ここでミユキが──。




ミユキ：……あ、クリティカル。またクリティカル！　……29です！

朱香：やったー！　流石ミユキちゃん！　すごぉぉぉい！

九鬼：ダイス四つでそれか！　そのダイス運を分けて欲しい！（笑）

晃士朗：財産ポイントは残ってるか？

ミユキ：残ってます！　これで１点使って、達成値30！　３マス進んでクリアですね！

一同：おおおおお！（どよめく）

ＧＭ：す、すごい。では──ここでシーン終了ですが、その前にイベントが発生します。シーンに登場しているオーヴァードの誰かが遮那王に襲撃されます。

九鬼：来たねえ。ランダムに決めるの？

ＧＭ：はい。現在八名いるので、ダイスを振って１ならエージェントＡ、２がＢ、３がＣ、４が雪村、５で晃士朗、６で九鬼、７でミユキ、８～10なら朱香に来ます。

朱香：なんであたしばっかり、そんなに多いの!?（笑）

ミユキ：ずっとピッツァを連れてたから、なのかなあ（笑）。

ＧＭ：今は秘ひ密みつです（笑）。……で、結果は３。エージェントＣが襲撃されます。当然、彼は察知できないので……40点のダメージを受けて死し亡ぼう。

晃士朗：ピッツァがいないと察知できない、ってことか。

九鬼：つまりこのラウンドだと、俺だけがリアクションできる可か能のう性せいがあったってことね。

朱香：あたしはそのくらいなら耐たえられるもん！

ミユキ：流石は朱香ちゃん（笑）。

晃士朗：ひやっとしたが、前半戦はこちらの勝ちだな。

ＧＭ：くっ……では一いつ旦たんシーン終了。次はマスターシーンとなります。






《時の棺》　一瞬だけ時間を止め、相手の行動を阻害するバロールのエフェクト。









◆Middle09◆捕ほ食しよく

Master Scene




　薄うす暗ぐらい路地で、影かげがうごめいていた。

　大型の獣けものが一匹、倒れ伏す人ひと影かげに頭を近づけている。

　しばらくして聞こえてくる水音、破は砕さい音──そして、咀そ嚼しやく音おん。

　その獣は、獲え物ものを喰くらっている最中だった。




ＧＭ：ぴちゃっ……ボキッ、バリッ……クチャ、クチャ……。

ミユキ：食べてる！　食べてるよ!!

朱香：食べてるなあ……遮那王。

ＧＭ：先ほど襲おそわれたエージェントが、遮那王によって食われています。




　満足したのか、獣──遮那王が死体から離はなれる。無惨な姿になったそれを尻しり目めに、黒い魔獣は長い遠とお吠ぼえをあげていた。




ＧＭ：ここでＥロイス〝飢うえたる魂たましい〟を使用。彼の持っているエフェクトひとつを、シンドロームやブリードの制せい限げんに関係なく、同じレベルで取得します。

九鬼：能力だけ聞いたら羨うらやましいんだよなあ（笑）。

ミユキ：こ、怖こわいことになってる。

晃士朗：食えば食うほど強くなる、ってことか。放っておくと厄やつ介かいなことになるな。

九鬼：だねえ……。

ＧＭ：というわけで、ここで遮那王は《時の棺》を１レベルで取得。

晃士朗：食われたのはさっき俺に仕し掛かけたヤツか！

ミユキ：ますますマテリアルの奪だつ取しゆが難むずかしく……。

ＧＭ：ふっふっふ。では、そこでシーンを終了します。







◆Middle10◆君の名は

Scene Player ── 大門寺朱香




　ＦＨとＵＧＮのマテリアル争そう奪だつ戦せんは続いている。いわば、今は戦いの渦か中ちゆうだ。

　だが──遠ざけておくべき日にち常じようが、不意に朱香の前に姿すがたを現あらわそうとしていた。




ＧＭ：争奪戦に戻もどる前に、もうひとつイベントシーンが挟はさまります。シーンプレイヤーは朱香で、ミユキは自動登場。九く鬼きと晃こう士じ朗ろうは、最初は登場できません。

朱香：はーい。あ、侵しん蝕しよく率りつは３しか上がらなかった♪

晃士朗：最初は、ってことは、あとで登場できるのか？

ＧＭ：はい。ひとまず、今は先ほどのシーンの直後──捜そう索さくの合間になります。

九鬼：ＵＧＮのエージェントが食い殺された直後、ってとこ？

ミユキ：どういうシーンでしょう。

ＧＭ：捜索の合間──朱香とミユキが一いつ緒しよに行動をしている時です。ふと前を見ると、見覚えのある眼鏡めがねをかけた少年の姿が見えます。

朱香：（嬉うれしそうに）真くんだ！　しーんくーん！　ひゃっほいひゃっほい！

ＧＭ：「あ、大門寺さん、青あお峰みねさん」と、いつもどおりの屈くつ託たくのない笑顔で話しかけます。

ミユキ：あ、ピッツァはまだ九鬼さんのところでしょうか？

ＧＭ：いえ、今は一緒に連れてきてもいいですよ。シーンが変わってるので。

朱香：ほらほらピッツァ、真くんだよ～。
















ＧＭ：「相変わらず元気そうだね」と真が言った瞬しゆん間かん、ピッツァがぴくりと反はん応のうし、「わうわう！　わうわう！」と、虚こ空くうに向けて吠ほえ始めます。

ミユキ：え、これって、あの反応と同じ!?　真くんがいるのにまずいよ！

朱香：あたしは《ワーディング》します！　ピッツァもそうだけど、真くんも守らなきゃ！

ＧＭ：では、朱香以外にも、もうひとり《ワーディング》を展てん開かいします。

朱香＆ミユキ：（同時に）え？




　オーヴァード以外のすべてを無力化する結界。朱香の咄とつ嗟さの行動は、大切な友達を戦いに巻まき込こまないためのものだった。

　だが──朱香とミユキが振ふり向むいた時、そこには驚おどろきの表ひよう情じようを見せる柾まさ木き真の姿があった。

　彼かれもまた、《ワーディング》を展開していたのだ。




朱香：えええええ!?　やだ、なんで？　やめてよ、なんで真くんが？

ミユキ：どうして……!?　私わたしたちは彼を守ろうと思ってたのに！

ＧＭ：「なんで……キミたちが……」と、真も驚きよう愕がくの表情を浮うかべていますが、そんなことはお構かまいなしに襲しゆう撃げきは発生します。

朱香：そうだった……！　やっぱり、あたし？

ＧＭ：はい。虚空から現あらわれた遮那王が朱香を狙ねらって攻こう撃げきします。《コンセントレイト：エグザイル》＋《命の剣けん》＋《貪どん欲よくなる拳こぶし》で、達成値ちは32。リアクションは可か能のうです。

朱香：なら《氷盾》でガード！

ＧＭ：了りよう解かいです。ダメージは……大分低いな。30点です。

朱香：10点抜ぬけて、ＨＰは46。全然平気だよ！

ＧＭ：相変わらず硬かたい！　では、遮那王は「グルルル……」と唸うなって姿を消します。

ミユキ：朱香ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？

朱香：うん、こんなの平気。でも……

ミユキ：うん。……真くんの方を見ます。

朱香：真くん、あなたは……。

ミユキ：ＧＭ。私、ここで真くんにロイスを取ります。〝信しん頼らい〟と〝猜さい疑ぎ心しん〟で。

ＧＭ：了解です。ちなみに、いつの間にか彼の右みぎ腕うでは獣けもののそれになりつつあります。表情も普ふ段だんとは違ちがう、厳きびしいものになっていますね。

朱香：右腕？　キュマイラシンドローム……？

ミユキ：真くん、あなたは……。

ＧＭ：真は腕を戻して、驚きながらも笑顔を浮かべます。「キミたちもオーヴァードだったなんて……。あ、でも大丈夫だよ。ＵＧＮなら、ちゃんと保ほ護ごしてくれるはずだからさ」

朱香：え……？　ＵＧＮ？

ミユキ：ひょっとして、私たちのことを無む所しよ属ぞくの、たまたま力を手に入れたオーヴァードだと思ってるのかしら。

朱香：……そうみたい。

ＧＭ：「あ、えと。オーヴァードって言うのは……」と、黙だまったままの朱香とミユキに説明しようとします。

ミユキ：知ってるわ。そうよね、朱香ちゃん。

朱香：……うん。

ＧＭ：「え……」

朱香：ねえ、真くん。……今ＵＧＮって言ったよね。あなたは、ＵＧＮの人なの？

ＧＭ：「……うん。ＵＧＮ京都支し部ぶに世話になってる」そう答えて、彼ははっとしたように問いかけます。「待って。じゃあ、ふたりは……」

ミユキ：（さえぎるように）京都支部……。なら、聞いたことはあるわよね。私のコードネームは、〝フェンリルバイト〟よ。

朱香：あたしが〝フェニックスガード〟大門寺朱香。そしてこの子はあたしたちケルベロスのメンバー、ピッツァだよ。

ＧＭ：「ファルスハーツ……!?　なんで、キミたちみたいな子が……ＦＨなんかに……」

朱香：なんか、じゃないもん！　あたしたちの何がわかるのよ！

ＧＭ：「……っ。だって、ＦＨは──目的のために手しゆ段だんを選ばない、テロ組そ織しきだろう？　大門寺さんや青峰さんが、なんでそんな組織にいるんだよ!?」

朱香：……あたしやミユキちゃんのこと、何も知らないくせに。ＦＨのことだって何も知らないんでしょ!?

ミユキ：そうね。少なくとも、私たちにも事じ情じようがあるのよ。

ＧＭ：「そんな……」と、真は絶ぜつ句くするように唇くちびるを嚙かみます。

朱香：──そう言う真くんこそ、なんでＵＧＮにいるの？

ＧＭ：そうですね……少し考えたあと、真は口を開きます。「……僕が、ＵＧＮに救われたから。そしてＵＧＮにいることで、人を救うことができるから、だよ」

九鬼：……なんか、どっかで聞いたことのある文もん句くだねえ。

朱香：まさか……。

ミユキ：真くん、私たちは名乗ったわ。今度は──あなたが名乗る番よ。

ＧＭ：「そう、だね」彼は眼鏡を外すと、朱香とミユキを正面から見つめます。




「僕のもうひとつの名前は、真田賢人さなだ・まさと。コードネームは──〝ブレイクエンド〟」




一同：ええええええええええええ!?

朱香：真くんが……ブレイクエンドだったの!?

ミユキ：い、言われてみれば名前が似にてるよ！（笑）

九鬼：くうう、こいつに一度会っておくべきだった！

ＧＭ：九鬼と会ったら即そく座ざに正体はバレてたでしょう。実はヒヤヒヤしてました（笑）。

晃士朗：見事に騙してくれたもんだ。

朱香：真くん……。

ミユキ：あなたがブレイクエンド──。

ＧＭ：「……僕を助けてくれたのも、柾木真としての普ふ通つうの生活をくれたのも、ＵＧＮだ。だから僕は──この力を使って、ＵＧＮの理念に従したがい、人を守る」

朱香：あたしだって、人を守ってる……よね、ミユキちゃん。

ミユキ：朱香ちゃん、今はお互いの信条を語っている場合じゃないわ。そう言って、私は朱香ちゃんと真くんの間に割り込むように立ちます。

ＧＭ：「……青峰さん」

ミユキ：朱香ちゃんに近づかないで！　今までがどうあれ、私たちは敵同士なのよ。

朱香：……あたしは、何も言えずにピッツァを抱きしめてる。

ミユキ：あなたと仲よくなんて、するべきじゃなかった。ＦＨの外の人となんて……。

朱香：ミユキちゃん……。

ＧＭ：「…………」真は無言で朱香とミユキを見つめています。

九鬼：ＧＭ、そろそろ登場していい？

ＧＭ：はい。ここから九鬼と晃士朗が登場可能です。

晃士朗：俺おれも登場しよう。頃合いだ。

九鬼：侵蝕率が９も上がりやがった。おーい、ミユキ、朱香、そんなところで何やって──って、あらまあ。厄やつ介かいなヤツが一緒にいるねえ？

ミユキ：リーダー、九鬼さん！

晃士朗：俺は無言で攻撃を仕掛ける。演えん出しゆつだけどな（笑）。

朱香：リーダー、ダメ……！

ＧＭ：「っ！」　ではこちらも演出で《イージスの盾たて》を使用して受け止める。

九鬼：そいつが噂うわさのブレイクエンドだぜ、晃士朗。

晃士朗：……なるほどな。ミユキ、朱香、優ゆう先せん順位を間ま違ちがえるなよ。今やるべきことを思い出せ。つまり、ピッツァを隠かくしておけと言いたい。

ミユキ：わかります。前に出ますよ！

晃士朗：毛むくじゃらピツツアの能のう力りよくを見られたからな、できれば殺しておきたいが──。

ＧＭ：そこは邪じや魔まが入ります。（野太い声で）「賢人ぉ！　分が悪い、こちらもひとりやられた！　一いつ旦たん引くぞぉ！」

朱香：その暑苦しい喋しやべり方かたは……！（笑）

晃士朗：はん、熱血ハゲか。わざわざ殺されに来たのか？

ＧＭ：「剃そっているのだと何度言えばわかる！」（笑）

ミユキ：定番のやり取りにするつもりですか、ＧＭ（笑）。

九鬼：そうだな……。じゃあ、俺はわざと手て加か減げんしてブレイクエンドに斬きりかかるよ。

朱香：九鬼さん！

九鬼：気の抜ぬけた斬撃を繰くり出だしながら、ブレイクエンドの耳元で呟つぶやく。──三秒やるからさ、退ひくなら今のうちだよ。

朱香：あ……。

晃士朗：……ちっ、甘あまいヤツだ。




「……借りにはしない」と言って、ブレイクエンドは撤退しようとしますが──去り際に、哀しそうな顔で朱香の顔を見ます。




朱香：……何も言わずに真くんを見てます。

ＧＭ：では、雪村と真──いや真田賢人のふたりは退たい場じようします。

晃士朗：さて、どういうことか説明しろ、朱香。

九鬼：ブレイクエンドと、ピッツァを拾った柾木って子が同一人物だった、ってことかい？

朱香：……うん。

ミユキ：真くんが……そんな風には全然見えなかった。

晃士朗：はん、大体わかった。あのガキにはどれくらい知られてるんだ？

朱香：どれくらい、って……ええと、あたしとミユキちゃんがＦＨだってこと。

ミユキ：ピッツァの能力のことも気づかれたかもしれません……。現げん場ばに、居いましたから。

晃士朗：……そうか。なら、とっとともう一匹ぴきの毛むくじゃら──遮那王を捕つかまえるぞ。そこまで知られてる以上、モタモタしてられねえ。……それと、朱香。

朱香：なあに、リーダー？

晃士朗：今まではどうか知らんが、ここから先、あいつは敵てきだ。それは覚えておけ。

朱香：わかりました……。ねぇピッツァ、真くん、いなくなっちゃうかもね……。

晃士朗：さらっと恐おそろしいことを（笑）。

朱香：……キミの兄弟もいなくなっちゃうかもね。でも、あたしはいるからね。

ミユキ：私もいるよ、朱香ちゃん。朱香ちゃんの肩かたにそっと触ふれて言うね。

朱香：うん……。ありがとうミユキちゃん。大好き。そう言って肩に置かれた手を握にぎる。

九鬼：なあ、朱香。お前さん、確たしか前にレッドピラーに対して、ああはなりたくはない、って言ってたよな。

朱香：うん？　……うん、言ったよ。だって、あたしの優先順位の一番は、そばにいて守ることだもん。離はなれてても守れるなんて言って、結局守るどころか裏うら切ぎられちゃうような、あの人みたいにはなりたくないよ。

九鬼：そっか。ならさ、離れちゃった相手に対してどう接せつするのか……ってのも、考えた方がいいと思うよ？

朱香：…………うん。

九鬼：んじゃ、おじさんはお仕事に戻るよ。先を越こされたら大変だしねえ。

ミユキ：朱香ちゃん、私たちも行こう。

朱香：……うん。ミユキちゃん、手を繫いでいい？

ミユキ：ええ、もちろん。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




朱香：ＧＭ、真くんのロイスはタイタスになりますか？

ＧＭ：朱香の中で『真くん』との関かん係けい性せいが変わらなければ、しなくてもいいですよ。

朱香：じゃあ、ブレイクエンドに対してロイスを取る……っていうのは？

ＧＭ：それはＯＫです。たとえば、友人である柾木真のロイスは残しておいて、敵であるブレイクエンドはロイスを取って即そくタイタスにする、とかでもいいですよ。

朱香：じゃあブレイクエンドにロイスを取って、タイタスにする。お前なんか最初っからタイタスだもん！（笑）






レッドピラー　『デザイア』一巻に登場。元『神曲』セルエージェント、阿部俊介のコードネーム。親友の〝ストラグル〟桐原和也と共にセルを裏切った。









◆Middle11◆争奪戦 ─その二─

Scene Player ── 青峰ミユキ




　子犬を通じて仲よくなった少年、柾木真。

　友達だと思っていた彼は、敵であるＵＧＮのオーヴァード──ブレイクエンドだった。

　だが、ショックを受けている時間はない。今は戦いの渦中なのだ。




ＧＭ：では、争奪戦の後半シーンです。ルールは以下のとおり。




・位置、時間制せい限げんは一旦リセットされるが、『進行度』はそのまま引ひき継つぐ。

・三ラウンド以内に『進行度』を11まで進めればクリア。

・「捜索」に使用する技ぎ能のうはラウンドごとに〈知ち識しき〉、〈情じよう報ほう〉、〈知覚〉と変わる。




九鬼：なるほどねえ。先に５に到とう達たつされてたら、勝ち目がほとんどなくなってたよ。

晃士朗：とにかく、俺たちの得意な〈知識〉でどれだけ稼かせげるかがカギだな。

ＧＭ：ＵＧＮ側の戦力は、遮那王に殺害されたエージェントＣがいなくなりますが、代わりに一名──〝ブレイクエンド〟真田賢人が配置されます。行動値ちは５です。

九鬼：おっと、ピッツァはどうする？

晃士朗：期き待たい値ちで考えると九鬼だろうな。

九鬼：了解。んじゃ、俺が連れて行こう。ほら、行くよ～。




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：セットアップは双そう方ほう何もありませんね。では、エージェントＡ[image: ]エージェントＢ[image: ]晃士朗[image: ]雪村[image: ]行動値５の三人[image: ]真田、という順になります。

晃士朗：やっぱり速いな。判はん定ていの達成値次第ではジリ貧ひんになるか……。




　ＵＧＮ側のエージェントＡは無ぶ難なんに成功し、『進行度』を１上じよう昇しよう。続くエージェントＢは《エンジェルヴォイス》を真田に使用する。そして続く晃士朗の行動──先ほどは防ふせがれたが、再さい度ど黒風による攻撃を仕し掛かける！




晃士朗：もう《時の棺ひつぎ》の心配はねえからな。二回目の《マインドエンハンス》も組み合わせて、達成値は34だ。

　この攻撃を雪村と真田は耐たえ切るが、エージェントＡとＢはともに戦せん闘とう不ふ能のうとなった。




晃士朗：雑魚ざこさえ潰つぶせばそれでいい。手数を減へらすのが目的だからな。

九鬼：そういうこと。これでＵＧＮに負ける可か能のう性せいはほとんど消えたかな？

ＧＭ：くう……ダメージは受けますが、雪村が行動します。捜索の判定……あ、あれ？　四つ振ふって２、２、３、５？（笑）

ミユキ：ホントに十面体ダイスなのかが疑うたがわしくなる出目ですね（笑）。

晃士朗：はん、無能ハゲめ。

ミユキ：遂ついに熱血ですらなくなった（笑）。

ＧＭ：「いい加減しつこいぞ、フラジャイル……！」しかし【感覚】は高いので三ラウンド目が勝負です。では、行動値５の三人。

九鬼：んじゃ、俺から行きましょうか。




　このラウンドは九鬼、朱香、ミユキの順で「捜索」の判定を行う。朱香が達成値８で失敗するものの、九鬼とミユキはそれぞれ『進行度』を１ずつ上昇に成功する。




朱香：失敗しちゃった～。

ミユキ：大だい丈じよう夫ぶ、まだ全然差はあるよ！

九鬼：問題はブレイクエンドだ。さっき支し援えんを貰ってたからねえ。

ＧＭ：なのですが……惜おしい、達成値は18。『進行度』は１のみ上昇です。というわけで、一ラウンド目は終しゆう了りようです。




◆第二ラウンド

[image: ]

　続く第二ラウンド、「捜索」に使用する技能が〈情報〉になる。まずは晃士朗がちょうど10の達成値を出し、『進行度』を１上昇。

　続く雪村は、なんと達成値22を叩たたき出だし、一気にＰＣを追い上げるかに見えたが──。




ミユキ：待ってください、私が「妨ぼう害がい」します！　使う技能は〈白兵〉で、陽動のために攻撃を仕し掛かけて停てい滞たいさせます。

ＧＭ：……なるほど、了解です。では判定をどうぞ。目もく標ひよう値ちは22になります。

ミユキ：行きます！　……ダイスが17で、達成値は24！　ここから先は行かせないわ！




　まるで舞まうような華か麗れいな剣さばきで、ミユキはＵＧＮのオーヴァードに奇き襲しゆうを仕掛ける。ヒットアンドアウェイを繰くり返かえし、敵の捜索の手を鈍にぶらせる魂こん胆たんだ。




ＧＭ：「おのれ、フェンリルバイトぉ！」業ごうを煮にやして手にした十文字槍で迎げい撃げきしようとするんですが、陽動なのでさっさと逃にげられる、という感じですね。

ミユキ：あなたの相手をゆっくりしてる暇ひまはないのよ。

朱香：流石ミユキちゃん！　かっこいい～！

ＧＭ：これでミユキが行動済ずみになるので、次は九鬼と朱香、そのあとでブレイクエンドの行動になります。




　だが、ここでの「捜索」判定は九鬼、朱香共にわずかに達成値が及およばず失敗。ブレイクエンドは達成値13で『進行度』を１ポイント上昇させ、差がひとつ縮ちぢまる。

　そして、最終第三ラウンドを迎むかえる……！




◆第三ラウンド

ＧＭ：では、最終ラウンド。「捜索」に使用する技能は〈知覚〉、晃士朗の行動からです。

晃士朗：……かなり厳しいな。なにせ全員【感覚】が低い。かろうじてダイスを四つ振ふれる九鬼にピッツァは預あずけておくか。

朱香：またピッツァ持ってっちゃうの？

ＧＭ：相変わらず、ピッツァは九鬼だと不服そうです（笑）。

九鬼：ピッツァ～、そう嫌きらわないでくれよ（笑）。

晃士朗：とにかく振ってみるしかないか。……達成値は８。失敗──いや、シナリオロイスの犯はん人にんをタイタスにして昇しよう華かする。達成値を１Ｄ10上昇だ。

ミユキ：思い切りましたね、リーダー。

晃士朗：ここで失敗すると、また誰だれかが食われて強くなりかねないだろう。

朱香：そう言えば、マスターシーンで食べられちゃってたね。

晃士朗：そういうことだ。……よし、６上がって14。これで『進行度』プラス１だな。




　この時点でほぼ勝負は決していた。雪村の判定で残りの『進行度』を埋うめられるはずもなく、続く九鬼とミユキが無難に判定に成功──見事『進行度』11に達し、クリアとなった。




ミユキ：やりましたー!!

九鬼：いやあ、結けつ構こうギリギリだったねえ。

ＧＭ：では──深夜、地下にある京けい阪はん電鉄三さん条じよう駅の改札付近で遮那王を発見することができます。彼は、今まさにＵＧＮのエージェントを喰らおうとしていました。

朱香：間に合わなかったら食べられてたんだね、きっと。

ＧＭ：そのとおりです。エフェクトが更さらに追加される予定でした。

九鬼：ふー、そりゃ助かった（笑）。

晃士朗：タイタスを切った価か値ちはあったな。

ミユキ：危あぶなかった……！

九鬼：さぁて、鬼おにごっこは終わりかな？

晃士朗：そうだな。さっさと片かた付づける……！

ＧＭ：遮那王は振ふり返かえり、あなたたちに敵てき意いに満ちた視し線せんを向けます。シーン終了ですが、次のシーンはまだクライマックスではありません。

晃士朗：お、そうなのか。まだ何かある……？

九鬼：そろそろ侵蝕率も厳しいねえ。早めに決着がつくといいけど。







◆Middle12◆遮那王と弁べん慶けい

Scene Player ── 大門寺朱香




　人気もなく、シャッターの下りた三条駅地下改札付近──。

　唸うなり声ごえをあげる黒い魔獣・遮那王に対たい峙じし、臨りん戦せん態たい勢せいをとる朱香たち四人。

　だが、遮那王の真っ赤な双そう眸ぼうは、四人とは別のものを見つめていた。

　自らの兄弟──弁慶と呼よばれていた、白い犬を。




ＧＭ：では、次のシーンで──あなた方が遮那王を追おい詰つめた直後です。

朱香：あたしはピッツァを抱だきかかえてます。

ＧＭ：ピッツァは遮那王を見て、いつになく激はげしく吠えています。

ミユキ：このピッツァの反応、やっぱり間ま違ちがいないね。

晃士朗：年ねん貢ぐの納おさめ時だ、犬っころ。……言葉はわからんだろうがな。

ＧＭ：遮那王は、はじめあなた方四人を注意深くねめつけるのですが──けたたましく吠ほえるピッツァに気づくと、低い唸り声をあげて注ちゆう視しします。

九鬼：俺たちよりもピッツァに……？

ＧＭ：はい。どうやら自分を探さがし当あてたのがこいつだ──と、直感的に察したようです。ここで遮那王は《加速する刻とき》を使用します！

晃士朗：……まずい、朱香！　その毛むくじゃらを下がらせろ！

朱香：攻撃だったら、あたしがピッツァを庇かばうもん！

ＧＭ：いえ、遮那王は弁慶──ピッツァを奪うばい取とろうとしますので、〈白兵〉で対決が必要です。全員判定して、誰かひとりでも勝利すればＯＫです。エフェクトも使用できます。

晃士朗：それならなんとかなるか。ミユキか九鬼ならかなり勝ち目はある。

九鬼：こっちが防ぼう御ぎよ側、ってことでいいのかな？

ＧＭ：はい、なので同じ値ならＰＣの勝ちですが──こちらの達成値は31。

朱香：それはあたしには無理……！　うあーん、やっぱりダメ。

晃士朗：俺もまず無理だ。……うん、達成値９しかない。

九鬼：31は少し厳しいねえ。エフェクトも組み合わせて……ひとつクリティカルか。

ＧＭ：《支し配はいの領りよう域いき》を使用。その一個こクリティカルしたダイスの出目を１に変えます。

九鬼：なにぃー!?　く、それじゃ届とどかない！

ミユキ：私が行きます！　《結合粉ふん砕さい》と《コンセントレイト》を組み合わせ！

ＧＭ：では、そのミユキの判定に《時の棺》を使用！




　遮那王の遠とお吠ぼえがミユキの身体を一いつ瞬しゆんだけ硬こう直ちよくさせ、九鬼の生命線とも言える超ＡＩ『テセウス』にノイズを走らせる。

　そこで生まれた刹せつ那なの間かん隙げきを縫ぬい、遮那王はミユキと九鬼を出だし抜ぬく──！




晃士朗：そうか、さっき喰くったＵＧＮのエージェントか！

ＧＭ：ふふふ、そのとおりです。では、遮那王はピッツァの首元をくわえ、奪うばい去ります。

朱香：いやぁぁ、ピッツァ！

ＧＭ：そして遮那王がピッツァに対して《メンタルインベイジョン》を使用。




　遮那王の毛皮の間から、いくつかの触しよく手しゆのような物体が這はい出でると、ピッツァの身体を数すう箇か所しよ突つき刺さす。か細い鳴き声を上げたあと、ピッツァの目が血のような真しん紅くに染そまる。あどけない白い子犬は、今や牙きばをむき出し、全身の毛を総そう毛け立だたせ、野や獣じゆうの様相を呈ていしていた。




九鬼：洗せん脳のうエフェクトか……。こりゃヘタに攻撃できないねえ。

朱香：ええええ、やだあ……。

ミユキ：なんてことを……。

晃士朗：イヤな予感がする。……ＧＭ、ためしに一度攻撃していいか？

ＧＭ：そうですね、それは構かまいません。こちらも一度行動してますし。

晃士朗：弱い攻撃を一発撃うってみるか。《黒の鉄てつ槌つい》のみで攻撃。チッと舌した打うちしつつ、礫つぶてのような黒い衝しよう撃げき波はを遮那王に放つ。達成値は17だ。

ＧＭ：遮那王は《領域の盾》を使用。ピッツァに自分をカバーリングさせます。

朱香：え、え、何したの!?

晃士朗：遮那王がピッツァに「自分を庇かばえ」って命令を出したってことだ。

朱香：それ、あたしが庇うことはできませんか!?

ＧＭ：はい。今はできません。

朱香：やだぁぁぁ！　ピッツァが死んじゃうようー！

晃士朗：手加減して正解か。……ダメージは10点だけだ。

ＧＭ：現げん時じ点てんではピッツァもデータを持つＮＰＣとなるので、それでは死にません。

晃士朗：犬の分ぶん際ざいで考えてやがる。ぶっ殺して『心しん臓ぞう』だけ奪うばうのも手だが……ダメだな。この犬がいないと、今後のマテリアル探たん索さくに支し障しようが出る可能性もある。

九鬼：それに、戦闘不能になった瞬間に喰くわれかねないしねえ……。

ミユキ：この、状況は……。

一同：…………。

ＧＭ：晃士朗以外はひとまず行動放ほう棄きですね？　では、ピッツァも行動できるのですが……必死に抵てい抗こうするが失敗。

朱香：（泣きそうな声で）うぇぇん、ピッツァ[image: ][image: ]。

ミユキ：あんなに頑がん張ばって……。

ＧＭ：ピッツァの様子に、遮那王は苛いら立だつような唸り声を上げると、再び首根っこをくわえて撤退します。

朱香：待って！　ピッツァを返して！




　朱香の叫さけびもむなしく、遮那王は右足から燐りん光こうを放ってその場から消失する。無む論ろん、ピッツァともどもだ。

　あとには……四人だけが残された。




ミユキ：すぐ取り返しに行かないと……！

晃士朗：……どうやって？　あの毛むくじゃらに頼るしか、俺たちが遮那王を探さがす手段はないぜ。

朱香：それに、あいつを倒たおそうとしたらピッツァが先に死んじゃう……。

九鬼：《インスピレーション》を使う手もあるが……。

晃士朗：問題がふたつあるんだよな……。

ＧＭ：一いち応おう、これまでの展開の中に解かい法ほうは用意してあります。

晃士朗：……そうか。九鬼、風間のデータをもう一度洗あらうぞ。《電子使い》使ってたよな？

九鬼：おお！　《電子使い》を使っておいて正せい解かいだ（笑）。すぐさまテセウスに全データを検索させよう。

ＧＭ：了解です。ではほどなくしてテセウスが、風間は犬笛を使って遮那王と弁慶に命令を出していた、ということを指摘します。あの二匹の行動を制御するヒントとして。

朱香：え、じゃあその犬笛でピッツァを正気に戻もどせるの？

九鬼：「かもしれない」ってレベルだねえ。とにかく、一度風間の家に戻もどって犬笛を探さがしてみよう。使い方なんかも確かく認にんしないといけないしねえ。

晃士朗：だが有効な手がかりであるのは確かだ。すぐさま動くぞ。

朱香：うう、ピッツァ……。

ミユキ：朱香ちゃん、きっと大丈夫よ。こういう時のリーダーは本当に頼たよりになるもの。

朱香：そうだよね……うん、大丈夫だよね。

ミユキ：ええ。きっと、ね。

ＧＭ：では、そこでシーンを終了します。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




九鬼：じゃあ、次のシーンは風間の家に向かうってことでいいね。

朱香：あ、実はあたし侵蝕率がもう[image: ]％超こえてるので、出ないでいいですか？

晃士朗：ああ、調査だから問題ない。ひとまず待機してろ。

ミユキ：私は出ておきますね。朱香ちゃんは心配だけど……。

朱香：うーん……あとちょっと外に出て、ひとりで考えたいの。最初にピッツァや真くんと出会った五ご条じよう大橋の近くで。

ミユキ：そっか……。真くんもピッツァも、立て続けに……。

朱香：……うん。なので、次のシーンは出ません。

ＧＭ：了解です。では、朱香は五条大橋に向かったということで、他の三人でシーンを演出しましょう。次がミドルフェイズ最後のシーンです。






京阪電鉄　京阪電気鉄道。京都と大阪を繫ぐ私鉄。

三条駅　京阪電鉄のターミナル駅。京都府京都市東山区。地下鉄ではないが、改札とコンコース、ホームが地下にある。

《支配の領域》　対象の行動を操り、ダイスひとつの出目を「１」にするオルクスのエフェクト。

《メンタルインベイジョン》　他者に体の一部を埋め込み、意のままに操るエグザイルのエネミーエフェクト。

《領域の盾》　他者に［カバーリング］を行わせるオルクスのエフェクト。









◆Middle13◆引ひき戻もどす手段

Scene Player ── 九鬼




　一瞬の隙すきを突つかれ、ピッツァは遮那王の手に落ちた。

　手て詰づまりに思えた状じよう況きようだが、それを打だ破はするカギがあるかもしれない。それは、遮那王と弁慶の主人だった男──風間志信だ。




ＧＭ：では、風間の家に向かう、ということですね。

九鬼：ああ、犬笛ってのを確かく保ほしておきたいしねえ。

ＧＭ：では、九鬼がシーンプレイヤーということで。登場は任にん意いです。

ミユキ：私はもう少し侵蝕率を上げておきたいので登場します。……これで81。

九鬼：くー、[image: ]になっちゃった。今回は厳しいなあ！

晃士朗：95だ。衝しよう動どう判定で間ま違ちがいなく[image: ]％を超こえるな、これは。

ＧＭ：では、三人が風間邸ていに到とう着ちやくします。風間邸の内部は特に変化ありません。荒らされた状態のままです。

晃士朗：状じよう態たいを確認したのに整理もしねえ。案外薄はく情じようだな、ＵＧＮってのも。と言いながら家や捜さがし……というより、データを洗あらい直す。

九鬼：そうだねえ。とりあえず犬笛についてと、あの犬たちが行きそうなところだ。

ＧＭ：ここは判定は不要です。まず、犬笛についてですが、これは風間が首からかけています。死体が隠かくされていたので、ＵＧＮも犬笛には気づかず、ここの整理なども後回しになっているようです。

晃士朗：なるほどな。《ポケットディメンジョン》が役に立ったわけだ。

九鬼：念には念を入れておいて正解だねえ。流石はリーダーさん。

晃士朗：褒ほめても何も出ねえぞ。ひとまず、犬笛は死体から剝はぎ取とっておく。

九鬼：使い方なんかはわかるのかい？

ＧＭ：命令を聞かせるための特とく殊しゆな吹ふき方がいくつかあるようですが、その吹き方を今から習得するのは不ふ可か能のうです。可能なのは思い切り吹ふき鳴ならすことで、バッドステータスの［暴ぼう走そう］を与あたえることのみですね。

ミユキ：暴走させるだけかあ……。

晃士朗：いや、それでいいんじゃないか？　《領域の盾》は［暴走］している相手に使っても意味はない。カバーリングができないからな。

朱香：そうですよ！　だからあたしは衝動判定が怖こわい（笑）。

九鬼：なるほどねえ。んじゃ、やっぱりこれが必要なわけだ。

ＧＭ：はい、そのとおりです。データ的には、メジャーアクションで使用することで、遮那王ないし弁慶に［暴走］を与えることができます。射しや程ていは視し界かい、判定は自動成功です。

晃士朗：メジャーアクションか……。

朱香：それ、どう考えてもあたしが使うべきですよね（笑）。

晃士朗：だろうな。で、あとはあの犬どもが出てきそうな場所だが……。

ＧＭ：はい。次に、犬と一緒に撮とった写真がたくさん見つかります。

ミユキ：本当に犬好きだったんですね、この人。

晃士朗：ふむ。そこに何かあるのか？

ＧＭ：はい。同じ場所で撮った写真が非ひ常じように多いです。──五条大橋の袂たもとですね。




　五条大橋の袂には、源みなもとの義よし経つねと武蔵坊弁慶の小さな石せき像ぞうが据すえ付つけられている。遮那王──義よし経つねの幼よう名めいと、弁慶の名を持つ二匹の犬を連れ、風間志信はちょくちょく訪おとずれていたようだ。

　犬たちにとっても、お気に入りの散歩コースだったのだろう。




ミユキ：五条大橋──って、朱香ちゃんが最初にピッツァと会った場所ですよね……。

朱香：しかも、今あたしがそこに行ってますよ！（笑）

九鬼：げぇぇー、なんというタイミング（笑）。

晃士朗：そこで張はっていれば来る可能性は高いか。それに、遮那王は妙みように朱香を狙ってたな。

九鬼：そう言えばそうだねえ。最初はピッツァをずっと抱かかえてたからだと思ったけど。

ミユキ：……考えてみれば、ピッツァも朱香ちゃんにだけすごく懐なついてたんですよ。

九鬼：よし、侵蝕率も[image: ]％超こえたことだし、《インスピレーション》を使うよ、ＧＭ。

ＧＭ：わかりました。どういう内ない容ようですか？

九鬼：どうして朱香が狙ねらわれるのか、その理由を知りたい。テセウス、量子干かん渉しよう推すい理りシステム起動。これまでのデータから推すい論ろんを組み立てる。

ＧＭ：了解です。朱香が狙われるのは、彼かの女じよが『至高天』に関する重要な要よう素そであり、遮那王の中のマテリアルが反応しているからです。

九鬼：重要な要素……ね。まさか、ミユキの弟と同じような『至高天』の適てき格かく者しや……？

ミユキ：朱香ちゃんが……タクミと同じ……？

ＧＭ：そこまでは、現状ではわかりません。

晃士朗：あの犬っころが朱香を狙ねらうのも、そのあたりに理由があるって言いたいのか？

九鬼：推論だけどね。それなら、プルガトーリオが朱香を可愛かわいがるのにも納なつ得とくがいく。

ミユキ：それは、美み奈な子こさんは朱香ちゃんのお母さんだから……。

晃士朗：はん、あの女は無む駄だなことなんざ一切やらねえよ。

九鬼：──ま、言ったとおり推論でしかないさ。ただ、あの犬は食った相手の能力を奪うみたいだ。もし朱香にそういう特とく殊しゆ性せいがあるとすれば、次に狙われるのは……。

ミユキ：（即座に）五条大橋に急ぎます!!

晃士朗：そうだな、朱香をやらせるわけにはいかん。だがな、ミユキ。今までのは飽あくまでも推論だ。──朱香には言うな。

ミユキ：……わかりました。




　朱香には、朱香自身でさえ知らない秘密がある。

　確かく信しんめいた予感が、三人の心に首をもたげていた──。
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◆Climax01◆子犬のワルツ

Scene Player ── 大門寺朱香




　三人が五条大橋に急ぐ頃ころ、朱香はひとり、携けい帯たい電話を手に取っていた。

　ディスプレイに表ひよう示じされる名前は、柾木真まさき・しん。

　ＵＧＮのオーヴァード、〝ブレイクエンド〟真田賢まさ人とのもうひとつの名前。

　正体を知った以上は敵てき──そう断だんじてしまうには、あまりにも深く関わりすぎていた。




ＧＭ：では、クライマックスです。最初は朱香のみ登場、ということで。

朱香：わかりましたー。ねえＧＭ、真くんとメールをやり取りしたいんですけど……。

ＧＭ：そうですね……なら、最初にその演えん出しゆつから始めましょう。

朱香：じゃあ、あたしは最初に真くんやピッツァと出会った場所に来てる。で、ゆっくりメールを打つよ。




『ピッツァいなくなったよ　ごめんね　真くん　＊朱香＊』




朱香：内ない容ようはそれだけ。

ミユキ：……朱香ちゃんの中では、まだあの子は『真くん』なんだね。

朱香：…………うん。

ＧＭ：すぐに返信が来ます。『何があったの？』

朱香：『連れてかれた』と返信。

ＧＭ：『最初に会ったところに行くよ。そこで待ってる』

朱香：……先にあたしが来てるもん。それには返信せずに待ちます。

ＧＭ：なら、十分もしないうちに彼かれは──眼鏡めがねをかけた、柾木真の姿すがたで現れます。

朱香：……姿は見えるけど、うつむいたままで声はかけない。直ちよく接せつ話さずに、メールする。『真くんですか』

ＧＭ：……彼は朱香のすぐそばに来ると、あえてメールで返信します。『そうです』とまず書いてあって──。

朱香：……うん。

ＧＭ：『この名前の時は、僕ぼくは普ふ通つうの高校生でいられるから』




　すぐそばでお互たがいの存そん在ざいを確かく認にんしながら、ふたりは言葉を交わさない。携帯のディスプレイに表示される文字だけのやり取りが、淡たん々たんと続く。

『一いつ緒しよに散歩したり買い物したり、楽しかった』

『僕も。また行きたいと思ってる』

『あたしもだよ。でもダメ』

『なんで？』

　真の問いかけ。少しの間をおいて、朱香が返信する。

『だって、敵だから』




ＧＭ：……そこで、少し返信が途と切ぎれます。なんて返すか迷まよっているようです。

朱香：あたしは続けてメールします。『ピッツァ、かわいかったね』

ＧＭ：『あの子を助ける方法はないのかな？』と、返信。

朱香：……少し迷って、『あたしには、あの子を助けられるか、わからない』って返す。

ＧＭ：……わかりました。なら、彼は、携帯をパチンと閉とじます。

朱香：真くん……？

ＧＭ：「ピッツァに何があったか、詳しく教えてくれないか。僕らを襲った黒い犬に関係があるんだろ？」

朱香：……うん。あの黒いのに連れて行かれちゃったよ。……そう言って、操られてることなんかの事情を説明するね。

ＧＭ：「……そうだったのか」事情を聴いて、真は悔しそうな表情を浮かべます。「……でも、できる限りの事はやりたい。ピッツァを助けたいんだ」

朱香：相変わらず、優しいんだね。……ねえ、真くん。

ＧＭ：「何？」

朱香：あたしね、真くんがオーヴァードだって知った時、少し嬉うれしかった。ああ、一緒なんだー……って。

ＧＭ：「大門寺さん……」

朱香：あたしたち、折角出会ったのに──なんで友達になれないんだろうね。ピッツァも連れてかれちゃったし……。

ＧＭ：「……僕は、今でも友達だと思ってる。キミのことも、青あお峰みねさんのことも」

朱香：……でもね、真くん。あたしはね。あたしは──。




　一いつ瞬しゆんだけ目を伏ふせ、朱香は真を見上げる。それからゆっくりと──自分自身に言い聞かせるかのように、朱香は言葉をつむいだ。




朱香：あたしは、お母さんが命令するなら──真くんを殺さないといけない。

ＧＭ：「それは──大門寺さんの意い志し、なのかな。強きよう制せいされた、ってわけじゃなく」

朱香：あたしは、そういう風に生きてきた。お母さんの命令なら、ピッツァだって殺すよ。

ＧＭ：「──本当に？　キミにできる？」

朱香：……やらなきゃ、いけないんだよ。それがあたしの生きる理由だもの。

ＧＭ：「なら僕の生きる理由は、大切な人にそんな悲しい事を言わせない──そんな悲しい顔をさせないことだ」

朱香：じゃあさ──あたしが理り性せいをなくして怪物ジヤームになったら、真くんが止めてくれる？

ＧＭ：「……！」それは、絶ぜつ句くしてしまいますね。

朱香：あたしは、化け物になったままはイヤだよ。誰だれかに止めて欲ほしい。

ＧＭ：「それは──」と、真が息を吞むと同時に、虚こ空くうから黒い影かげが現げん出しゆつします。

朱香：え？　え？　黒い影？　それってまさか……。

晃士朗：ここで来るのか!?

ミユキ：朱香ちゃん！

ＧＭ：そして次の瞬しゆん間かん、朱香はドン、と突つき飛とばされます。

朱香：……え？




　気づいた時には、真の身体から鮮せん血けつが迸ほとばしっていた。

　虚空より現あらわれた影──エグザイルシンドロームの能のう力りよくで融ゆう合ごうし、双そう頭とうの魔ま犬となった遮那王とピッツァは、朱香にその爪つめを振ふり下おろす。

　だが、その爪が袈け裟さ懸がけに切きり裂さいたのは、咄とつ嗟さに割わり込こんだ真の身体だった。




朱香：真くん……!?　なんで!?

ＧＭ：真は大量に血を吐はいて、膝ひざを折ります。

朱香：……なんで庇かばったりするのよ、ばか！

ＧＭ：「……ごめん」と、咳せき込こみながら彼は答えます。「……ピッツァが、あの子が、大門寺さんを傷つけるところなんて……見たく、なかった」

朱香：ばかぁ……。

ＧＭ：「言ったろ……。僕は、キミのこと、友達だと……思ってるって」それだけ言うと、彼は力なく微笑ほほえんで気を失います。
















朱香：真くん……。

ＧＭ：ここで全員登場となります。

九鬼：それを待っていた。真の主人公もキメてくれたしねえ（笑）。

晃士朗：状況は……見てわかるよな。

ＧＭ：すぐに想像できるでしょうね。

ミユキ：朱香ちゃん！

朱香：ミユキちゃん、真くんが……！

晃士朗：チッと舌した打うちをひとつして、朱香に犬笛を投げる。

朱香：ぱしっと受け取ります。リーダー、これは……？

晃士朗：それであの毛むくじゃらが敵を庇っちまうのを防ふせげる。お前がやれ、わかったな。

朱香：……はい、リーダー！

ミユキ：朱香ちゃんのところに駆かけ寄よる。その人……真、くん？

朱香：……うん。

ミユキ：……大体事じ情じようはわかったわ。ＧＭ、真くんはまだ大だい丈じよう夫ぶそうですか？

ＧＭ：すぐに死ぬわけではありません。早く手当てしないと危き険けんなのでは、とは思いますが。

ミユキ：わかりました。……じゃあ、犬笛を持ってる朱香ちゃんの手をぎゅっと握にぎります。




「頼たのむわね、朱香ちゃん」

　そう言って立ち上がり、ミユキはピッツァ──そして彼を操あやつるオーヴァード犬・遮那王が融合した異い形ぎようの獣けものと対たい峙じする。

　一拍ぱくおいて、朱香もまた立ち上がり、ミユキの隣となりに立った。




朱香：……任まかせて、ミユキちゃん。

晃士朗：ＧＭ。戦闘の前にひとつだけいいかな？

ＧＭ：なんでしょう？

晃士朗：九鬼に余裕があるなら、《インスピレーション》をもう一回使って欲しいんだ。

九鬼：ああ、俺は大だい丈じよう夫ぶだよ。

ＧＭ：そうですね、それは構かまいません。

晃士朗：なら、九鬼にこう言う。ＵＧＮがここに着くまでの時間はわかるか？（笑）

九鬼：なるほどな！（笑）

ミユキ：リーダー、頭いい！（笑）

ＧＭ：……く、流石は矢野さん、抜ぬけ目めがない（笑）。

晃士朗：来ないわけがないからな！（笑）　じゃあ、頼たのんだぞ。

九鬼：オッケーオッケー。では、《インスピレーション》を使用するよ。テセウスにＵＧＮの到とう着ちやくまでの時間と戦力を割わり出ださせる。

ＧＭ：わかりました。十数分後、ゲーム的には二ラウンド目のセットアッププロセスに登場します。戦力は先ほどのイベントで生き残った人数、つまり雪村のみです。

九鬼：九五パーセントの確かく率りつで十分以内に到着する。恐おそらく戦力を再さい編へん成せいする時間も余裕もないだろうから、来るのは雪村ひとりだろう──そう答えようか。

晃士朗：はん、鈍どん足そく熱血ハゲか。なら、あの犬っころが持ってるマテリアルが最さい優ゆう先せんだ。

九鬼：了解だ。……朱香。

朱香：ふぇ？　はい。

九鬼：カバー、任まかせたよ。そこにぶっ倒たおれてるバカの分もな。

朱香：……わかった。

ミユキ：朱香ちゃん、真くんとピッツァ、両方助けるよ！

ＧＭ：では、皆みなさんを睥へい睨げいしたピッツァと遮那王は、ユニゾンして遠とお吠ぼえをあげます。




　二頭の獣の咆ほう哮こうが響ひびき渡わたる。そこから伝わるのは、激はげしい〝飢き餓が〟の衝しよう動どうだ。

　兄弟犬である弁べん慶けい──ピッツァをも食らい尽つくさん勢いきおいの、遮那王の衝動。




ＧＭ：では、衝動判はん定ていをお願いします！

一同：成功！

ＧＭ：く、またも全員成功……！　ホントに〈意志〉得意ですね、皆さん。

朱香：あたしが暴ぼう走そうしちゃうと詰つみだもん！　責せき任にん重大（笑）。

九鬼：よ、よかった。侵蝕率は４しか上がらなかった（笑）。

ミユキ：キャー！　侵蝕率が20も上がった!?　もう《リザレクト》できない……！

晃士朗：83だったのが一気に[image: ]か！　それは厳きびしい！

ＧＭ：では、戦闘に入りましょう！




◆第一ラウンド

ＧＭ：というわけで、配置はこうなります（と、ポーンを並ならべる）。

[image: ]

晃士朗：真田がいる……ってことは、対象に含ふくむのか。

ＧＭ：そうなります。

九鬼：とどめを刺さされたら死ぬってことだねえ……。

晃士朗：ＵＧＮのヤツを守る義ぎ理りはねえんだが、喰くわれたら厄やつ介かいだからな。

朱香：あたしは真くんもカバーしないとダメってことだよね。

ミユキ：うん。お願いね、朱香ちゃん。

朱香：任せて！




　かくして戦闘が始まった。セットアッププロセス、ＰＣ側は何もなし。一方遮那王は《融合》を使用し、［行動済ずみ］になる。遮那王の全身がぐにゃりと歪ゆがむと、まるで毛皮のように弁慶──ピッツァに纏まとわれ、その姿は双頭の魔犬と化す。




ＧＭ：まずは行動値ち25でピッツァの行動！

晃士朗：速いな……！

ＧＭ：マイナーで戦闘移い動どう、ＰＣ及および真にエンゲージ。メジャーで《獅し子し奮ふん迅じん》＋《コンセントレイト：ノイマン》に色々組み合わせて攻こう撃げき。ＰＣ全員を攻撃しつつ、真にとどめを刺さします。達成値は44！




　視し認にんすることさえ困こん難なんなほどの速度で、獣は縦じゆう横おう無む尽じんに牙を、爪を走らせる。衝しよう撃げき波はを伴ともない、その場にいる全員を巻まき込こんで斬撃が繰くり出だされた。




朱香：あたしは真くんを《炎えん陣じん》と《氷盾》でカバーリング！

ミユキ：回かい避ひは失敗。タイタスを使うしかないかなあ。

九鬼：俺も回避はできないねえ……。

晃士朗：……いや、俺がメジャーアクションを放ほう棄きして九鬼をカバーリングする。どうせ俺より先に朱香が行動しないと《領りよう域いきの盾たて》で庇かばわれるし、そもそも俺は広こう範はん囲い殲せん滅めつ用だからな。九鬼の戦力を温おん存ぞんする方がいい。

ＧＭ：では、ダメージは71です！　装そう甲こうは有ゆう効こう。




　流石の朱香も二倍のダメージを受けては耐たえ切れず、九鬼以外の三人はタイタスを昇しよう華かして立ち上がる。




九鬼：悪いね、リーダー。

晃士朗：礼はいい、役目を果たせ。俺は熱血ハゲのロイスをタイタスにして起き上がる。

ＧＭ：せめて名前で呼よんでくださいよ（笑）。

朱香：うう～、遮那王をタイタスにして昇華、起き上がります！　ＨＰは現げん在ざい16点。

ミユキ：……うん、私は両親をタイタスにして昇華します。

朱香：え……ミユキちゃん、いいの!?

ミユキ：ええ。ピッツァの攻撃を受けて、一瞬昔のことがフラッシュバックします。




　激しい痛いたみを感じた刹せつ那な、ミユキの脳のう裏りに家族で暮くらしていた頃の記き憶おくがよぎる。

　両親と弟、飼かい犬いぬのモモが一緒に居いたあの頃ころ。

　あの頃の自分は、戦うことなど考えもしなかった──。




ミユキ：もう昔の自分とは違ちがう。お父さんとお母さんのいる頃には戻もどれない。でも、タクミはまだ取とり戻もどせるかもしれない。

朱香：ミユキちゃあん……。

ミユキ：だから──ここで倒たおれるわけにはいかないの！

九鬼：大事なものがひとつ消えたか……。

晃士朗：ここで空いた枠わくに朱香が埋うまりそうではあるよな。プリプレイの固定ロイスの話がここで生きてくるとは。

ＧＭ：流石は合あい鴨がもさん。では、次は行動値５の三人ですね。

ミユキ：朱香ちゃん、お願い！

朱香：うんっ！　もう何も考えずに、犬笛を吹ふき鳴ならす！　対象はもちろんピッツァ！




　人間の耳では聞き取れない音波が吹ふき鳴ならされ、弁慶──否いや、ピッツァが唸り声を上げる。支し配はいされたはずの意い識しきはかき乱みだされ、暴走状じよう態たいに陥おちいった。




ＧＭ：朱香が犬笛を鳴らした瞬間、ピッツァの動きが少し鈍にぶります。データ的には、バッドステータス［暴走］が付ふ与よされます。

九鬼：これでもうピッツァにカバーリングさせることはできない、ってことだねえ。

ＧＭ：はい。なお、ここからは範はん囲い攻撃をしても柾木は対象に含ふくまれません。

朱香：よかった……！

九鬼：そいつは助かる。朱香が俺たちを庇えないのは厳しいからねえ（笑）。

晃士朗：まったくだ。あとはその黒い方を叩たたき潰つぶすだけだな。

朱香：ミユキちゃん、任せたよ！

ミユキ：うん！

九鬼：んじゃ、先におじさんから攻撃しようかねえ……っと。お仕事だからさ、切きり刻きざまれておけよ？　《コンセントレイト：ノイマン》＋《コントロールソート》＋《マルチウェポン》＋《ヴァリアブルウェポン》で攻撃だ。お、五つクリティカル。

ＧＭ：《支配の領域》！　ダイスひとつの出目を１に変へん更こう！

九鬼：く、そういやそんなエフェクトもあったねえ。だが、達成値は31だ。

ＧＭ：ドッジを試みますが……21、回避失敗！

九鬼：攻こう撃げき力りよくが＋36で、ダメージは……おお、出目がいい！　68点！

ＧＭ：それは痛いたい！　……が、まだ倒たおれはしません。そして《復ふく讐しゆうの領域》を宣せん言げん！

晃士朗：ダメージ反はん射しやか！

ＧＭ：そうです。68点そのまま返します！




　九鬼が攻撃を放った瞬間のスキを狙ねらい、死角から遮那王の触しよく手しゆが襲おそい掛かかる。四本のナイフで切きり裂さかれながら、鋭するどい槍やりと化した触手が九鬼の全身を貫つらぬいた。




九鬼：……く！　だが、倒れる瞬間に《ラストアクション》を宣言だ！




『危険領域突入コンデイシヨンレツド。第三段階限定解除サードリミテツドリリース』

　人工知ち能のうテセウスが九鬼の肉体の活動限げん界かいを告げると同時に、緊きん急きゆう迎げい撃げきプログラムが起動する。悲鳴を上げる肉体を無理矢理賦ふ活かつさせ、最後の一いち撃げきを見み舞まうのだ。




九鬼：組み合わせはさっきと同じ、達成値は32だ。だが侵蝕率はこれで[image: ]％まで上がる。Ｅロイス次第では二倍振ぶりだなあ。

ＧＭ：ドッジを試みてみましょう。17個こ振ふれるけど……失敗。

九鬼：っと、ダメージは58だ。

ＧＭ：くっ……それは《透とう過か》を使用！

九鬼：そして遮那王をタイタスで取得して即そく昇華。まだここで倒れるわけにゃあいかない。

晃士朗：ああ。直にＵＧＮも来るみたいだからな。

九鬼：ま、切り札をふたつ使わせただけいいさ。さ、お前さんの番だ、ミユキ。

ミユキ：わかりました。マイナーで《氷炎えんの剣けん》＋《終末の炎》、ＨＰを15点使用！




　ミユキの手に現あらわれる氷の刃。それは彼かの女じよの生命力を吸すい取とり、切れ味と輝かがやきを増ます。




ミユキ：メジャーは《コンセントレイト：サラマンダー》＋《結合粉ふん砕さい》＋《炎の刃》で攻撃。遮那王の頭部を狙ねらって切きり裂さきます。

ＧＭ：《支配の領域》！

ミユキ：ダイスがひとつ１になるんですね。でも……おおお、クリティカルしまくり！　ダイスが65で……達成値は72！

朱香：すごいすごーい！

晃士朗：（素すに戻もどって）毎度思うけど、合鴨さんは頼たよりになるなあ。

九鬼：そのダイス目を分けて欲しい！（笑）

ミユキ：ダメージは──77点！




（絶ぜつ対たいに助ける──！）

　一いち意い専せん心しん。極きよく限げんまで集中し、研とぎ澄すまされた一いつ閃せんが黒い獣を切きり裂さく。それは、確たしかに致ち命めい傷しようを与あたえたかに見えた。




ＧＭ：（計算して）さっき68点食らったから……[image: ]。ＨＰ、ぴったり０!?　……く、《蘇そ生せい復ふつ活かつ》を使うしかない！

ミユキ：まだ切り札があったのね……！

晃士朗：だが、《蘇生復活》だと残りＨＰは１点にしかならん。もう少しだな。

ＧＭ：クリンナップは特に何もありませんね。では、第一ラウンド終しゆう了りようです。




◆第二ラウンド

ＧＭ：では、第二ラウンドです。まず、ここで雪村が皆さんから10メートルの距きよ離りに登場。

[image: ]

晃士朗：来たな、熱血ハゲ。相変わらずの鈍足め。お前の出番はもうないぜ？

ＧＭ：晃士朗の軽口に反はん応のうするよりも先に、雪村は倒れている真を見て目を見開きます。「……ま、賢まさ人とッ！」

朱香：あたしは真くんを守ってます。

ＧＭ：「貴き様さまらァッ！　賢人から離はなれろォッ！」と、特に朱香に向かって言い放ちます。

晃士朗：ホントに暑苦しいな、こいつは（笑）。

朱香：あなたは引ひっ込こんでて！　あたし、まだ真くんに答えを聞いてないもん！

ＧＭ：……朱香の態たい度どと様子を見て、大体察したようです。苦々しい顔をして、真に向かって「馬ば鹿か者ものがッ……！」と呟つぶやきます。

晃士朗：お前じゃ役者不足だ、熱血ハゲ。夜なんだし、そのお日様みてえな頭は沈しずめてろ。

ＧＭ：「誰だれがお日様だ！　剃そっている、と言ってるだろうが！」と律りち儀ぎに反応しつつも、すぐに落ち着いた様子を見せます。

晃士朗：ほう？

ＧＭ：「下がれと言われてはいそうですかと頷うなずけるものか！　貴様らまとめて、ここで倒たおしてのけるッ！」

晃士朗：……はん、うざってえ。

九鬼：やぁれやれ。ところでＧＭ、雪村も倒たおさないと戦闘が終わらなかったりする？

ＧＭ：はい。先に遮那王が倒たおれたとしても、マテリアルを渡わたすわけにはいかない、という理由で雪村はあなた方に戦いを挑いどみます。ちなみに、彼の行動値は11です。

九鬼：オッケー。かろうじて晃士朗が先に動けるな。

晃士朗：俺がシーン攻撃に巻まき込こむさ。次の犬っころの攻撃を凌しのげれば、だがな。

ＧＭ：というわけで改めてセットアップ。こちらは遮那王が《融合》。雪村は特になし。

晃士朗：こっち側もないな。なら、まずは遮那王……つうか、ピッツァの行動か。

ＧＭ：では、こちらが動きます。さっきの組み合わせに《ライトスピード》を追加して二回攻撃！　一発目には《獅子奮迅》の代わりに《神速の鼓こ動どう》を組み合わせてシーン攻撃、対象に雪村も含ふくみます。




　ギリギリまで追おい詰つめられた遮那王が最後の足あ搔がきをする。現れた雪村も敵と見なし、全力を注そそぎ込こんだ神速の二連撃！

　雪村も含ふくめ、この攻撃は全員がドッジに失敗。




九鬼：ここは朱香の負ふ担たんを減へらすべきだねえ。俺は晃士朗を庇かばうよ。雪村が耐え切ったら厄介だからねえ。

晃士朗：……はん、これで貸かし借かりなしにしておいてやる。

朱香：あたしは《炎陣》でミユキちゃんを庇かばいます。

ミユキ：朱香ちゃん……ありがとう。

ＧＭ：なるほど。では、ダメージは66点、装甲は有効。

九鬼：そいつは耐え切れないねえ。俺は［戦闘不能］だ。

朱香：あたしも倒れるけど、ブレイクエンドのロイスをタイタスにして起き上がるよ。真くんと違ちがって、彼に対して何も言うことはないから。

ＧＭ：了りよう解かいです。なお、雪村はかなりダメージを受けてはいますがなんとか健けん在ざい。

晃士朗：ちっ、意外としぶといな。

九鬼：晃士朗が残って正せい解かいだったねえ。少なくとも、あいつは仕し留とめてくれよ？

晃士朗：はん、怪け我が人にんは大人しく寝ねてろ。

ミユキ：もう一発、来ます！

ＧＭ：では、二回目の攻撃は《神速の鼓動》を《獅子奮迅》に変えて、今立っているミユキ、朱香、晃士朗を攻撃。達成値は同じく44！




　満まん身しん創そう痍いとなった獣が、更さらにその速度を上げる。戦場を翔とぶが如ごとく駆かけ巡めぐる刃は、ＦＨとＵＧＮの区別なく攻撃を与えた。

　そして、瞬まばたきする間もなく二撃目が打うち込こまれる──！




朱香：もう一度ミユキちゃんを《炎陣》でカバーリング！

ＧＭ：なんとダメージも一撃目と同じ出目、66点！

朱香：……いつもごめんね、ミユキちゃん。あとは任せたよ。

ミユキ：（力強く頷うなずいて）うん……！

朱香：安心したように笑って、真くんと折り重なるように倒たおれます。

晃士朗：俺は毛むくじゃらピツツアを即タイタスで取得して昇華だ。

ＧＭ：では、立っているのはミユキと晃士朗のみですね。行動値11でＰＣ側優先なので、次は晃士朗の行動です。

晃士朗：……ああ、反はん撃げきさせてもらうぜ。マイナーで《空間跳ちよう躍やく》、エンゲージを離り脱だつして26ｍ離はなれる。これで雪村にエンゲージされることはなくなった。

ＧＭ：行動値11ですから、普通の戦闘移動では届とどきませんね。

晃士朗：……終わらせるぜ。




　距離を離はなした晃士朗が高々と手を掲かかげ、掌しよう中ちゆうに漆しつ黒こくの風を生み出す。大きく膨ふくれ上あがったそれを地面にたたきつけると、腐ふ蝕しよく性せいの黒風が遮那王、そして雪村に襲おそい掛かかった。




晃士朗：《サイレンの魔ま女じよ》その他を組み合わせて、達成値は37だ。

ＧＭ：それは……遮那王、雪村、ともにドッジ失敗。

晃士朗：ダメージは46点。……いけるか？

ＧＭ：遮那王は残りＨＰが１だったので、それで倒れます。雪村もそれには耐たえられない。




　黒風が逆さか巻まき、ピッツァに融合していた黒い獣が断だん末まつ魔まの咆哮とともに崩くずれ去さる。攻撃範囲に巻まき込こまれた雪村豪たけ久ひさもまた、戦せん闘とう力りよくを失ってその場に膝を折った。

　そして──気を失ったピッツァのそばに、『右足』のマテリアルが転がる。




晃士朗：……手こずらせやがって。とにかくマテリアルは回収しておく。

ＧＭ：では、ここで戦闘終了になりますが、そこでひとりの人物が現あらわれます。




「ご苦労様。随ずい分ぶん手こずったみたいね？」

　戦いの爪つめ痕あとが残る現げん場ばに、ヒールの音を鳴らしてひとりの女が現れた。

　慈じ母ぼの微笑ほほえみを浮かべ、隠かくしきれぬ魔ま性しようを瞳ひとみに宿す美女。〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこ。




朱香：お母さん……！

晃士朗：……ふむ。まあいい。あんたか、と面白くもなさそうに答える。

ミユキ：美奈子さん？　どうしてわざわざ……。

ＧＭ：美奈子は朱香に向かって微笑みます。「朱香、お手て柄がらね。これはチャンスよ」

朱香：ちゃんす……？

ＧＭ：「ええ。ＵＧＮ京都支し部ぶで名をはせた、天才と謳うたわれるオーヴァード……ブレイクエンドは、今動けないでいる」

朱香：う、うん。

ＧＭ：美奈子はもう一度、朱香に優やさしく微笑みかけると、はっきりと言います。



















「朱香──ブレイクエンドにとどめを刺しなさい」




朱香：（息を吞のんで）───っ!!

ミユキ：美奈子さん、それは……!!

九鬼：……それは俺も流石に動どう揺ようするねえ。表には出さないように努めるけど。

朱香：あ、あの、それは……ええと。お母さんがそう言うんだよね……？

ＧＭ：はい。いつもと変わらぬ微笑のまま、あなたの答えを待っています。

ミユキ：私、いざとなったら朱香ちゃんの代わりにとどめを刺させるように、剣をいつでも出せるようにします。

晃士朗：……俺が代わりにやっても構かまわんぜ。

九鬼：どうするんだ、朱香。

朱香：お……お母さんの命令は絶対、だから……。




　今までの彼女なら、美奈子の命令に迷まようことなどなかっただろう。

　だが、親しい人をその手にかけろと言われ──朱香は明らかに迷っていた。




晃士朗：ＧＭ、朱香がやらないなら俺がやるぜ。

ＧＭ：いえ、朱香が即そく答とうせず迷ってくれたので、ここで邪じや魔まが入ります。

九鬼：即答してたら死んでたのか……！

朱香：（少しほっとしたような表ひよう情じようで）……邪魔？




　不意に銃じゆう弾だんが降ふり注そそぎ、ケルベロスの四人と美奈子を牽けん制せいする。その一瞬を突いて、気を失っている真と雪村の身体にワイヤーが巻まきついた。

　そのまま一気にワイヤーを巻まき取とり、対岸にいる人物がふたりを回収する。




九鬼：ＵＧＮの別働隊、──ってところかねえ。

晃士朗：突とつ出しゆつしたふたりに本隊が追いついた、って感じでもあるな。

ミユキ：こちらに敵てき対たい行動を取ったわけじゃなく、味方を回収に来たんですね。なら、すぐにピッツァ──正せい確かくには心しん臓ぞうのマテリアルを確保します。

ＧＭ：わかりました。ただし、真と雪村を回収した人物は、あからさまな敵てき意いをミユキに向けています。

ミユキ：え？　それって──。

朱香：まさか……。

ＧＭ：視し線せんを向ければ、対岸にいる人物──ミユキや朱香と同年代の少女の顔がはっきりとわかります。それは、かつてあなたたちが救った少女です。

ミユキ：──真ま梨り子こ、ね。




　高円寺真梨子こうえんじ・まりこ。ミユキと朱香のかつてのクラスメイトであり、『神曲』セルに反旗を翻ひるがえしたオーヴァード〝クィーンアント〟に娘むすめとして育てられたバックアップ用のクローンだ。

　クィーンアントはミユキたちによって倒され、真梨子は九鬼のとりなしでＵＧＮに保護された。だがその結果、彼女はミユキたちを母の仇として憎悪することとなったのだ。




ミユキ：まさか、真梨子はオーヴァードになったの？

ＧＭ：はい。まだ《ワーディング》は解除されていませんが、彼女は行動しています。

ミユキ：そう……。憎まれることは覚悟の上だったけど……。

朱香：だよね……。

ＧＭ：真梨子は対岸でじっとあなたたちの様子をうかがっています。

ミユキ：真梨子……。

ＧＭ：そしてその様子を見たプルガトーリオは「フラジャイル、マテリアルは回収したわね。撤てつ収しゆうします」と晃士朗に告げて、踵かかとを返します。

九鬼：随分あっさりと引き下がるねえ……。

晃士朗：はん。戻もどるぞ、お前ら。……そう言って《ディメンジョンゲート》を作る。

朱香：う、うん……。

ミユキ：……わかりました。

ＧＭ：ＵＧＮ側も交戦する様子は見せず、撤退を始めます。しんがりを務めるのは、先ほどワイヤーを放った、巨きよ大だいな銃じゆうを抱かかえた少女──高円寺真梨子です。

ミユキ：リーダーのゲートをくぐる前に、もう一度真梨子と視線を合わせます。その時には前と同じように、しっかりと彼女の憎ぞう悪おを受け止める表情になります。

ＧＭ：わかりました。では、ミユキをもう一度睨み付けてから真梨子は背せを向けます。

朱香：……ねえ、ミユキちゃん。ピッツァはあたしが抱だっこしていい？

ミユキ：もちろんよ。はい、朱香ちゃん。

朱香：ありがと。あたしもゲートをくぐる前に……真くんに、ばいばい、って言います。

ＧＭ：わかりました。では、そこでシーンを終了しましょう。






《融合》　体の一部を味方に融合させ、自分の能力を与えるエグザイルのエフェクト。

《獅子奮迅》　同時に何撃もの攻撃を繰り出し、広範囲に攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《復讐の領域》　傷をリンクさせ、受けたダメージをそのまま返すオルクスのエフェクト。

《透過》　肉体を液体と化し、攻撃を無効化するエグザイルのエフェクト。

《ライトスピード》　高速で連続行動をするハヌマーンのエフェクト。

《神速の鼓動》　振動波を利用し、エフェクトを拡大するハヌマーンのエフェクト。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：というわけで、まずはバックトラックです。Ｅロイスはなんと〝飢うえたる魂たましい〟が三つなので、３Ｄ10ずつ侵しん蝕しよく率りつを減へらすことができます。

朱香：あたしは余よ裕ゆうで帰ってこられそうなので、振ふらないでおきます。

九鬼：……お、14減へった。これは一倍振ぶりで大丈夫そうだな。

晃士朗：21減って、[image: ]。完かん璧ぺきだ。

ミユキ：実は私わたしも今侵蝕率[image: ]しかないので振ふりません。

ＧＭ：九鬼だけがすごい上がってたんですね。では、残したロイスの分をどうぞ。

ミユキ：五つ残ってるので……29下がって、89。

朱香：83です♪　こういう時は出目がいいなあ（笑）。

九鬼：……あ、危ない。23下がって98、一倍振りで帰き還かんだ。

晃士朗：タイタス三つ切ったから二倍振りは覚かく悟ごしてたんだがなあ。18下がって83。

ＧＭ：おお、全員一倍で帰還できましたね。では、エンディングを演えん出しゆつしましょう。







◆Ending01◆新たなる指令

Scene Player ── 大門寺朱香




　ケルベロスの働きにより、無差別にオーヴァードを狙ねらう襲しゆう撃げき事じ件けんは終わりを迎むかえた。そればかりでなく、新たなマテリアル──『右足』と『心しん臓ぞう』も入手に成功。

『神曲』セル本部、マレボルジェに帰還した四人は、セルリーダーである永石美奈子ながいし・みなこ──プルガトーリオから召しよう集しゆうを受けた。




ＧＭ：では、最初は共通のエンディングです。全員が美奈子の部屋に集められます。なお、ピッツァも連れてくるように、とお達しがありました。

朱香：……お、お母さん、入るね。

九鬼：なんでそんなに脅えるんですか（笑）。

朱香：落ち着かないんですよう～！　真くんのこともあるし……。

ミユキ：一いち抹まつの不安を感じてます。どうしてピッツァも一いつ緒しよなんだろう……。

九鬼：ま、『心臓』を抱かかえ込こんでるからねえ。

晃士朗：どうするかはプルガトーリオの判はん断だんに委ねるしかねえだろ。

ＧＭ：あなたたちが揃そろうと、美奈子はにっこりと微笑ほほえみます。「まずは今回の任にん務む、お疲つかれ様さまです。あなたたちの働きには感かん謝しやしているわ」

朱香：……褒められた。えへへ。褒められたよ、ピッツァ。ちょっとほっとした。

ＧＭ：くぅん、と甘あまえたような声を出します。

晃士朗：で、呼よび出だしたのは労ねぎらうのが目的か？

ＧＭ：「それもあるわね」とだけ答えてから、美奈子はピッツァに視し線せんを向けます。「朱香。その子を見せてくれるかしら？」

朱香：ピッツァを？　……うん。




　少し警けい戒かいするようなそぶりを見せるピッツァの身体を、美奈子はその左手でそっと撫なでる。

　その瞬しゆん間かん──何の抵てい抗こうも見せずに、白い子犬の身体から、ぽろりと何かが零こぼれ落おちた。




ＧＭ：美奈子の手には、水すい晶しようのような質しつ感かんを持つ、人の内ない臓ぞうを模もした物体──『心臓』のマテリアルが握にぎられています。

朱香：ええええ？　ピッツァは大だい丈じよう夫ぶなの!?

ＧＭ：はい。すぐに尻尾しつぽを振ふって朱香に甘あまえています。

朱香：すごぉい……。よかったねぇ、ピッツァ。これでもうＵＧＮに狙ねらわれないよ。

九鬼：……抽ちゆう出しゆつする方法まであったとはねえ。こいつはオドロキだ。

ＧＭ：「これで、あなたたちが集めてくれたマテリアルは四つ──。そして、この四つ目が重要な意味を持ちます。これさえあれば、残りのマテリアルを積極的に探さがすことが可か能のうよ」

晃士朗：……はん、その白い毛むくじゃらだけが使える、ってわけじゃねえのかよ。

ＧＭ：「方法はあるわ。どちらにせよ、これで私たちは欲望ねがいにぐんと近づいたことになる。喜ばしいことじゃなくて？」

朱香：あたしたちの、欲望ねがい……。

九鬼：……ま、そうなのかもしれないねえ。

ミユキ：タクミにもうすぐ会えるの……？

ＧＭ：「ですが、その前に片かた付づけるべき問題があります」と、美奈子は少し目を細めてあなたたちを一いち瞥べつします。

晃士朗：片かた付づけること……？

ＧＭ：「ええ。ケルベロスへの次の任務よ」




〝プルガトーリオ〟永石美奈子は、ぞっとするような笑みを湛えて、言った。

「──あなたたちに、ＵＧＮ京都支し部ぶの殲せん滅めつを命じます」




朱香：………！

ミユキ：殲滅……！

九鬼：……そりゃあ、随ずい分ぶんと大掛かりな話だねえ。

ＧＭ：「あなた方なら可能、そう判断したわ」

晃士朗：はん、地ならしをしたあとは目標に向かって一直線──ってことか。

ＧＭ：「もちろん。それが私たちＦＨのやり方でしょう？」

晃士朗：……ああ、あんたのやり方だ。

ミユキ：そう、なんだ。……そういう目立つことはしないのかと思ってました。

晃士朗：やる時はやるってこった。準じゆん備びがあるから、俺おれは先に行かせてもらうぜ……と言いつつ、去り際ぎわにミユキの肩かたを叩たたいてこっそりとメモを渡わたす。あとで話がある、という内ない容よう。

ミユキ：わかりました。それをそっとポケットにしのばせます。

九鬼：んじゃ、俺も出番が来たら呼よんでくれよ、と言って部屋を出る。

ミユキ：……ところで、さっきから朱香ちゃんが黙だまったままなんだけど。

朱香：うん……。

ミユキ：……真くんのこと？

朱香：えと……うん。殲滅ってことは、つまり……そういうことだよね。

ミユキ：そうね……。

ＧＭ：なら、そこで美奈子が声をかけます。「朱香」

朱香：（びくっとして）は、はい。

ＧＭ：「どうしてあの時とどめを刺ささなかったの？」

朱香：!!

ミユキ：美奈子さん、それは、あの……。

朱香：（うつむいて）だって……ピッツァを助けた人だし……。

ＧＭ：「それに、あなたのお友達だから？」

朱香：えっと、それは…………。




　母への気持ちと、真への気持ちに挟はさまれ、朱香は言葉に詰つまる。

　たまらなくなって顔を上げると──美奈子は、優やさしく微笑ほほえんでいた。




ＧＭ：「そう。それなら仕方ないわね」

朱香：え？　……お母さん、怒おこってないの……？

ＧＭ：「どうして怒おこるの？　お母さんこそ、朱香のお友達を殺せだなんて言うべきじゃなかったわね」

晃士朗：……こう来たか。

ミユキ：私は素す直なおにほっとしてます。

朱香：でも京都支部殲滅ってことは、真くん……ブレイクエンドも、倒たおすんだよね……？

ＧＭ：「他にも方法はあるわ。たとえば──あなたが欲ほしいと思うなら、彼かれを手に入れてもいいのよ」

ミユキ：うわぁ、うわぁぁ（笑）。

朱香：え、え？　手に入れるって……。

晃士朗：朱香の欲望にしてもいい、ってことだろう。

ミユキ：ＦＨに連れてきちゃえ、ってことでもありますよね……。

ＧＭ：そうなりますね。美奈子は朱香を責せめようとはしません。

朱香：でも、そうなると………………。

ＧＭ：……あ。

ミユキ＆晃士朗＆九鬼：……あ。

朱香：………………ぐすっ。




　思わず息を吞のむＧＭ及び、プレイヤー一同。

　なぜなら、ＰＣである朱香だけでなく、若わか林ばやしさん自身の目に涙なみだがたまっていたからである。




九鬼：うわぁ！　だ、大丈夫ですか若林さん？

ミユキ：え、えっと、どうしましょう。

九鬼：そ、そうだ。じゃあ俺がここで戻ってこよう。ドアをばーんと開けて入ってくる。悪い、ソーリー、すんません！　俺ってばタバコ忘れちゃってたよ！

朱香：ふえっ？

ミユキ：九鬼さん？

晃士朗：場をうやむやにして、答えを出させないようにするのか。素す晴ばらしい（笑）。

九鬼：お、そうだそうだ。朱香、ピッツァにそろそろメシやる時間じゃない？

朱香：あ、えと、うん。そうだね。

ＧＭ：じゃあ、「くぅ～ん」と何かを要求するような鳴き声が聞こえます（笑）。

朱香：（涙なみだ声ごえで）……お母さん、ピッツァにご飯あげてきていい？

ＧＭ：「もちろんよ。仲よくなさいね」

ミユキ：それじゃあ、私も失礼します。

ＧＭ：「ええ。朱香をよろしくね、ミユキちゃん」

ミユキ：……はい。

朱香：おいで、ピッツァ。……じゃあ、またくるね。お母さん──。




　ドアが閉とじられ、部屋の中にはプルガトーリオひとりとなる。

　その表ひよう情じよう──そして心中を計れるものは、誰だれもいない。







◆Ending02◆戸と惑まどい

Scene Player ── 青峰ミユキ




　美奈子の部屋を出てすぐあと。晃士朗に呼よび出だされ、ミユキは郊こう外がいにある家を訪おとずれていた。

　そこは、晃士朗がＦＨにも内ない密みつにしているセーフハウスだ。

　カギはかかっておらず、中には明かりもついていない。だが、人の気配はあった。




ＧＭ：では、次は晃士朗とミユキのエンディングですね？

晃士朗：ああ。ミユキとふたりで会話するシーンが欲しいので、いつものバーじゃなく郊外のセーフハウスに呼よび出だす。ＦＨにも秘ひ密みつにしている場所、ということで。

ＧＭ：了りよう解かいしました。

晃士朗：何度かメールで回りくどい指し示じを出して、万が一にも尾び行こうがつかないようにする。

ミユキ：ちょっと疑ぎ問もんに思いながらも、リーダーの呼び出しなんで応おうじますよ。




　部屋の中に入ると、明かりもつけぬ中で晃士朗が幽ゆう鬼きのように立っていた。

　ミユキに気づくと、晃士朗は椅い子すに座すわるよう促うながす。




ミユキ：あの……話があるって、なんですか？

晃士朗：──風間のデータを調べた時、あいつにマテリアルを流したヤツのことがわかった。額ひたいに十字傷きずのある男だが──お前、何か心当たりはないか？

ミユキ：十字傷の男……!?

晃士朗：そうだ。……やっぱり何か心当たりがあるんだな？

ミユキ：…………。




　ミユキはしばらく顔を伏ふせていた。

　だが、再び顔を上げた時、その表情には迷まよいは見えない。晃士朗をまっすぐに見み据すえて、ゆっくりと話し始める。




ミユキ：……はい。三年前、その男のせいで両親は死んで──タクミは、私を助けるために『至高天』を不完全な形で起動させて、取り込まれてしまったんです。

晃士朗：なるほどな。で、お前はそこでプルガトーリオに拾われたってわけか。

ミユキ：ええ。私が今このＦＨにいるのは、美奈子さんが助けてくれたからです。

晃士朗：（にやりと笑って）なるほどな。あいつの首輪のつけ方も大したもんだ。

ミユキ：……それは、どういう意味ですか？

晃士朗：お前があの女プルガトーリオに騙だまされてるってことだ。

ミユキ：……え？

朱香：お母さんはそんな事しないもんー。この場に居いれば抗こう議ぎするのに！（笑）

九鬼：朱香の前では言えないだろうねえ（笑）。

晃士朗：どう受け取るかはお前の好きにして構かまわんが──プルガトーリオは信用するな。

ミユキ：……どうして、そんな事を言うんですか？

晃士朗：気づかないか？　停てい滞たいしていたはずの状じよう況きようが、今になって動きすぎる。関係ないミッションで集められて、毎回出てくるのはマテリアル、『至し高こう天』の姿すがただ。状況をコントロールしている奴やつがいる、と考えるのが自然だろ？

ミユキ：それが美奈子さんだと……。

晃士朗：無む論ろん、ただの推すい測そくでしかないがな。

ミユキ：でも──美奈子さんを信じられなくなったら、私は何を信じればいいんですか？

晃士朗：……さぁな。ま、次は大仕事だ。きちんと準備しとけ、と言って俺はその場を先に立ち去ろうとする。

ミユキ：待ってください、ひとつだけ聞かせてください！　信じるなって私に言うってことは、リーダーは美奈子さんを信じてないんですか!?

晃士朗：その言葉を待ってました（笑）。では、立ち止まって振ふり返かえる。




　振ふり向むきざまに晃士朗の前まえ髪がみがなびき、そこに隠かくされていた傷きず跡あとがあらわになる。周囲の皮ひ膚ふごと眼がん球きゆうを抉られた、凄せい惨さんな傷跡。

　それを初めて目の当たりにして、ミユキは思わず息を吞のんだ。

「そう言えば、教えてなかったな」

　自じ嘲ちようするように笑いながら、晃士朗が言葉を続ける。

「俺の目を抉ったのは、あの女プルガトーリオだ」




ミユキ：一体、どうして……？

晃士朗：昔の恥はじだ、それ以上話すつもりはねえよ。

ミユキ：……わかり、ました。拒きよ絶ぜつを感じたので、それ以上は聞けません。

晃士朗：じゃあな、とだけ言って俺はその場を去る。あ、ここの場所とここでの会話はＤロイス〝工作員〟を使用して隠いん蔽ぺいする（笑）。

ＧＭ：了解です。

ミユキ：私は、しばらくその場に立たち尽つくしています。どうして、リーダーは、そんな相手の下で働いているの……？







◆Ending03◆たいせつなもの

Scene Player ── 大門寺朱香




　答えに詰まる朱香を半ば無理矢理連れ出して、九鬼はほっと安あん堵どの吐と息いきをこぼした。

　──どうにも、プルガトーリオの前は息が詰まる。

　まだ沈しずんだ表情の朱香を見て、九鬼はやれやれと肩をすくめた。




九鬼：というわけで、俺は朱香とふたりで話がしたいんだが。

ＧＭ：なら、そのシーンもエンディングで演出しましょう。

九鬼：んじゃまあ、朱香の手首を摑つかんでプルガトーリオの部屋を飛び出して、どっか離はなれた場所に腰こしを下ろす。あー、疲つかれた。あの人に会うと気き疲づかれしちゃうよ。

朱香：……気を遣ってくれたの？

九鬼：まあそんなとこかな。……なあ朱香、大事なものをひとつに決める必要はないよ。

朱香：……そうなのかな。

九鬼：ああ。お母さんのことは好きなんだろ？

朱香：うん、大好き。

九鬼：で、友達ができたのも悪かないんだろ？

朱香：……嬉しい。どっちも大好き。

九鬼：なら、どっちかに決める必要はないさ。別にいいじゃん、悩なやんでたって。

朱香：そうなの？　でも今まで、答えはすぐに出してきたの。それができなかったら、あたし……いらない子になっちゃわないかな？

九鬼：大だい丈じよう夫ぶ、誰にだって大事なものはあるさ。それに迷うのは悪いことじゃない。おじさんにだってヒミツの宝たから物ものがあるしね。

朱香：そうなの？

九鬼：ああ。そうだねえ──朱香が自分で自分の大事な物を決めて、これからどうするかも決められる時が来たら、そのときはおじさんのヒミツの宝物を見せてやるよ。

朱香：……うん、わかった。

九鬼：それはきっと──見つかったら、ああ、こんなところに落ちてたんだ、って思わず笑っちゃうぐらい簡かん単たんなところにあるもんだよ。




　いつも飄ひよう々ひようとしてつかみ所のない男だが、九鬼の言葉は真しん摯しなものだ。それは、朱香にも十分以上に感じることができた。

　まだ、迷いは晴れないが──朱香の表情に、笑顔が戻もどろうとしていた。




朱香：九鬼さん……。お母さんが大事だけど、友達のことも大切にしたいって思うのは、お母さんに対する裏うら切ぎりじゃないよね？

九鬼：ああ。朱香が裏うら切ぎってるって思ってなければ、それでいい。

朱香：そっか。うん、覚えておくね。

九鬼：ぽん、と頭を叩いて、じゃあダーツでもやりに行くか。

朱香：ダーツ？　やりたいやりたい！

九鬼：運動してぱっと遊べば少しは気も晴れるさ。どうだい？

朱香：うん！　ピッツァも一緒に行こうね！

ＧＭ：「わん、わんっ」

朱香：よーし、ダーツしに行くよ！

九鬼：朱香が笑ったのに安心しつつも、ここで余あまらせておいた経けい験けん点６点のうち５点を使って、《インスピレーション》を１レベル上じよう昇しようさせよう。もちろん、すぐに使用するよ。

ＧＭ：お、了解です。どういう風に使いますか？

九鬼：ずばり、プルガトーリオは俺たちに隠かくしてマテリアルを持っているのか？

晃士朗：核かく心しんを突ついたな。

九鬼：問題があるなら、却きやつ下かしても構かまわないけど……。

ＧＭ：いえ、ここまで来たら隠かくす意味はないでしょう。彼かの女じよ自身、最早隠すつもりはありません。正せい確かくな数は不明ですが、少なくともひとつ以上は所持しています。

晃士朗：やっぱりか……！

ＧＭ：加えて言えば、ピッツァの『心臓』を取り出したのも他のマテリアルの能のう力りよくです。

九鬼：よし、その情じよう報ほうだけでも使った甲か斐いはあった！　あの能力、やはりマテリアルを持ってたか──と、内心で呟つぶやいておこう。

朱香：ねー九鬼さん、早くダーツしに行こうよー（笑）。

九鬼：お、悪い悪い。

朱香：えへへ。……あ、ＧＭ。最後に、やりたいことがあるんです。

ＧＭ：わかりました。では、それを演出してシナリオを終しゆう了りようしましょう。




　ダーツバーに向かう道すがら、朱香はふと携けい帯たい電話を取り出した。

　プライベート用にと持たされたその電話のメモリには、ミユキと真だけが登録されている。

　プロフィールを呼び出し、自分のメールアドレスを変へん更こうする。もう、真からのメールが届とどかないように。

　だが──彼女から、真のアドレスを消去することは、なかった。





......To Be Continued.





















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　友達だと思っていた少年は、宿しゆく敵てきであるＵＧＮのオーヴァードだった──その事実は、お母さん第一だった朱しゆ香かに少なからぬ衝しよう撃げきを与あたえた。そして、彼かの女じよの気持ちの整理もつかないまま、『神曲』セルはＵＧＮ京都支し部ぶとの全面対決という状じよう況きようを迎むかえる。




　……と、いうところで前回のシナリオは終わった。それを受けて、今回は組そ織しきレベルでの全面対決を表ひよう現げんするための仕し掛かけを作らなければいけない。

　また、ミユキや朱香とブレイクエンド──いや、柾木真まさき・しんとの関係はどうなるのか。

　前回のラストで敵てきとして姿すがたを見せた真ま梨り子ことの戦いも待っているだろう。




　……他にもいくつかの要よう素そを組くみ込こみ、試し行こう錯さく誤ごや先せん輩ぱい・友人への相談もまじえ、いよいよセッション当日を迎えることとなった。




ＧＭ：おはようございます。それでは『デザイア』第四話の収しゆう録ろくを行わせていただきたいと思います。皆さん、よろしくお願いしますね。

一同：よろしくお願いします！

朱香：……今回はもうイジメない？（笑）

ミユキ：イジメだったのね（笑）。

ＧＭ：ははは。まあ前回朱香は色々悩なやみましたからね。

朱香：あたしはこんなに悩なやむ子じゃなかったはずなのに……！

九鬼：まあ、成長してきてるって事なんじゃないの？（笑）

晃士朗：それがいいことなのか悪いことなのかは、今後次第だな。

ミユキ：朱香ちゃんならきっと大だい丈じよう夫ぶ。私わたしは信じてるよ！

朱香：だといいなあ……。

九鬼：まあでも、今回確かく実じつにブレイクエンドは出てくるだろうねえ。

朱香：し、真くん……やっぱ出るよね……。

晃士朗：クィーンアントの娘むすめもな。

ＧＭ：今回は京都におけるＦＨとＵＧＮの覇は権けん争いですから、戦いも派は手でになるでしょう。

晃士朗：そうだな。よしＧＭ、ハンドアウトとトレーラーをくれ！

九鬼：うむ、成長プランを考えないといけないからな！

ＧＭ：了りよう解かいです。それでは、まず今回のトレーラーを読み上げます。




●トレーラー

　ＵＧＮ京都支部を殲せん滅めつせよ。

〝プルガトーリオ〟永石美奈子ながいし・みなこより発せられた号令。それは、京都のＦＨとＵＧＮによる全面戦争の開始を意味していた。

　総そう力りよくを挙げてぶつかり合う『神曲』セルとＵＧＮ京都支部。芽生えかけた友ゆう情じようを飲のみ込こんで、戦いは激げき化かしていく。

　そんな中で明らかになるひとつの真実とは──。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア』　第四話

「別離の歌～Das Lied der Trennung～」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




九鬼：遂ついに全面戦争か。派手になりそうだねえ。

ＧＭ：というわけで、次はハンドアウトですね。まずはミユキからです。

ミユキ：今回は私からなんですね。

ＧＭ：はい。ＰＣ①に戻もどってきました。

朱香：おめでとー！　おめでとー!!（笑）

ミユキ：なんでそんなに嬉うれしそうなの？（笑）

朱香：だって、ＰＣ①だと重いんだもん！（笑）

ＧＭ：まあ、朱香もＰＣ②だから話が軽くなる、ってわけではないんですが。

晃士朗：だよな。前回のヒキから考えるとそうなる。

九鬼：だよねえ。

ミユキ：ですよねえ。

朱香：ううう……（笑）。




青あお峰みねミユキ用ハンドアウト

ロイス：青峰タクミ　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：庇ひ護ご／Ｎ：悔かい悟ご

　あらゆる願いを叶かなえるという『至高天エンピレオ』。その起動に必要なマテリアルは揃そろい始め、弟タクミを救う日もそう遠くはない、そのはずだった。

　だが、『至高天』に取とり込こまれているタクミに異い変へんが起こる。彼かれは、キミに向かって必死で何かを訴うつたえかけようとしていた。




ミユキ：タクミに異変っ!?　い、一体何が……。

ＧＭ：それは始まってからのお楽しみ、ということで。

ミユキ：ううう、心配……。どうしたらいいんだろう……。

九鬼：弟のこととなると、ミユキは揺ゆれるねえ。

晃士朗：ミユキの最大のモチベーションだからなあ。

朱香：自分もいっぱいいっぱいだけど、ミユキちゃんも心配。

ミユキ：タクミが私に何か訴えかけるなら、なんとしてでもその異変を突つき止とめないと！

ＧＭ：その意気です。では、次は朱香のハンドアウトです。




大門寺朱香用ハンドアウト

ロイス：柾木真　　　推奨感情　Ｐ：誠せい意い／Ｎ：隔かく意い

　雨の中拾った犬を通じて知り合った少年、柾木真。友達になったと思ったが──彼の正体はＵＧＮのオーヴァード、ブレイクエンドだった。彼は戦いのさなか、敵であるキミを庇かばって重じゆう傷しようを負う。そんな彼に、美奈子の命令にも拘わらずキミはとどめを刺させなかった。

　気持ちの整理もつかぬまま、美奈子からＵＧＮ京都支部の殲滅作戦が発令される。再び真に出会った時、キミはどんな選せん択たくをするのだろうか。




朱香：……ふぇぇん。

ミユキ：突つきつけられてるね……。

朱香：会いたいけど、会いたくない……。

ミユキ：朱香ちゃん……。

晃士朗：やっぱり、こっちはこっちで重いな。

九鬼：しかし正体がわかってから改めて見ると、まったく正体を隠かくすつもりのない偽ぎ名めいだねえ、真田くん。苗みよう字じと名前をひっくり返しただけだ（笑）。

朱香：そうなの！　なんで気づかなかったのよ、あたし！

ミユキ：私もですよ！

ＧＭ：では、次に晃士朗のハンドアウトです。

晃士朗：おう、来たまえ。




闇条晃士朗用ハンドアウト

ロイス：〝プルガトーリオ〟永石美奈子　　　推奨感情　Ｐ：執しゆう着ちやく／Ｎ：憎ぞう悪お

〝プルガトーリオ〟永石美奈子から、ＵＧＮ京都支部の殲滅が命ぜられた。ＦＨとＵＧＮ、互たがいの総力を挙げた壮そう絶ぜつな戦いを予感し、キミは昔のことを思い出していた。かつて野望に燃もえて『神曲』セルに挑いどみ、仲間もろとも叩たたき伏ふせられた苦い過か去こ。右眼と力を失った、屈くつ辱じよくと敗北の記き憶おくだ。




朱香：リーダーの過去、お母さんも出てくるんだね！

晃士朗：うん、美奈子に負けて今の状じよう態たいになった、ってのは前から言ってるからな。

九鬼：しっかしひどい過去だねえ。仲間もろとも叩き伏せられた、って（笑）。

ミユキ：美奈子さんにやられたのかしら……。

ＧＭ：そこはオープニングで演えん出しゆつしますよ。ねえ矢野さん。

晃士朗：うむ。（嬉うれしそうに）ようやく回想シーンができる気がするぜ……。

朱香：スポットライトが当たりますね。矢野さんすごい嬉うれしそう。

晃士朗：おう！（笑）

ＧＭ：では最後に九鬼のハンドアウトです。




九鬼用ハンドアウト

ロイス：〝クィーンビー〟高円寺真梨子　　　推奨感情　Ｐ：庇護／Ｎ：悔悟

　遂に京都のＦＨとＵＧＮが総力戦を行う時がやってきた。出動を控ひかえたキミがひとりの時間を過すごしていた時、その前に現あらわれる人物があった。ひとりは〝ブレイクエンド〟真田賢まさ人と。そしてもうひとりは、かつてキミの根回しでＵＧＮに保ほ護ごされた少女、高円寺真梨子だった。




朱香：出た……！　真梨子ちゃん……！

九鬼：クィーンビーって……なんかお母さんのクィーンアントより強そうじゃね？（笑）

ミユキ：真梨子はオーヴァードになっちゃったのかな……？

晃士朗：エフェクトは使ってないが、銃じゆうやワイヤーなんかの武ぶ器きを使ってたな。そもそも、ワーディングされた状態で活動してた気がする。

ＧＭ：そうですね。オーヴァードだと思って間ま違ちがいないでしょう。

ミユキ：……そっか。仕方ない、のかなあ。

朱香：できれば普ふ通つうの子で居いて欲ほしかったね……。

九鬼：オーヴァードになる、ってことは、当たり前の日にち常じようには戻もどれないってことだからねえ。あの子も覚かく悟ごの上……だといいんだけど。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、前回得た経けい験けん点を使ってキャラクターの成長を行いましょう！

一同：はーい！




　嬉き々きとして進められる成長作業。四十分ほどで、全員の成長が終しゆう了りようした。




▼青峰ミユキ

ＧＭ：では、まずミユキから成長の報ほう告こくをお願いします。

ミユキ：はーい。《終末の炎ほのお》を２から３に、《結合粉ふん砕さい》を１から３にしました。それと《氷の回かい廊ろう》も１レベル伸のばして、戦せん闘とう移い動どうで移動できる距きよ離りが増ふえています。

ＧＭ：なるほど。堅けん実じつに地力が伸のびていってますね。

ミユキ：少しずつ強くしていこうと思って。それと〈知ち識しき：至高天〉を３から５にしています。ハンドアウトを見て、これで上げないのは噓うそだと思ったので（笑）。

朱香：タクミくんの話だもんね。

晃士朗：このキャンペーンだととにかく使えるからな、その技ぎ能のうは。

ミユキ：あとは〈ＲＣ〉も２から４にしています。これで残り経験点は０！

ＧＭ：了解しました。しかし〈ＲＣ〉はまたどうして？

ミユキ：今後〈ＲＣ〉で攻こう撃げきするエフェクトを取るかもしれないので、先に伸ばしておこうと思って。

ＧＭ：なるほど、了解です。では、最後に固定ロイスをお願いします。

ミユキ：固定ロイスはタクミとリーダーにしました。朱香ちゃんを取ろうと思ったんですけど、ＰＣ間ロイスで朱香ちゃんのは取れるので。

朱香：ご両親のロイスがなくなったんだっけ？

ミユキ：両親は前回昇しよう華かしました。また一歩闇に近づいた感じです（一同爆ばく笑しよう）。

九鬼：ミユキはこのシリーズが始まってから、どんどん堕おちていってる気がするよ（笑）。

ミユキ：日常を繫つなぎとめる物のひとつでしたからねえ。ふふふ。

ＧＭ：なんでそんな楽しそうなんだろう（笑）。

ミユキ：ちなみにリーダーへは〝誠意〟と〝不信感〟。表に出ているのは〝誠意〟です。

ＧＭ：了解しました。では、次は朱香ですね。




▼大門寺朱香

朱香：前回の26点のうち25点を使って、《イージスの盾たて》を３レベルで取得しました。そろそろダイスを振ふってもいいかなと思って！（笑）

ＧＭ：朱香がどんどん鉄てつ壁ぺきに……！

朱香：更さらに〈調達〉も３から４に上じよう昇しよう。これで特とく殊しゆプラスチックシールドと強化服を外して、ＦＨアイテムのガードシールドを常じよう備び化しましたよ。

ＧＭ：ガード不ふ可か以外で朱香にダメージを与あたえる自信がなくなってきたぞ。では、最後に固定ロイスをお願いします。

朱香：まずはお母さんです。ポジティブは〝幸福感〟のままで、ネガティブは〝脅きよう威い〟にしました。前回のシナリオ以い降こう、失うのが怖こわいと更に強く思っています。

ＧＭ：了解しました。もうひとつはやはりミユキですか？

朱香：もちろん、ミユキちゃんです。ポジティブは〝尊そん敬けい〟。これまでは守ってあげたいと思っていたのが、自分があれだけ揺ゆれていたのに強いミユキちゃんを見て尊敬するようになりました。

ミユキ：……私、朱香ちゃんの前ではいいカッコするから（笑）。

朱香：ネガティブは〝脅威〟で、失うことを恐おそれています。表に出てるのは尊敬です！

ＧＭ：素晴らしい。では矢野さん、お願いします。




▼闇条晃士朗

晃士朗：俺おれは遂にみんな大好き《時の棺ひつぎ》を取ったぞ！

ＧＭ：げぇぇー！　遂に！

朱香：リーダー、頼たよりにしてます（笑）。

晃士朗：前回も苦しめられたしな。その分、侵しん蝕しよく率りつは10点も上がるが。あと、《彼方かなたからの声》も取った。密みつ談だんするためのイージーエフェクトなんだが、そろそろ必要だろう（笑）。

ＧＭ：一キロメートルまでの相手なら秘ひ密みつの会話を行うことができるエフェクトですね。まあ、その分イージーエフェクトなのに侵蝕率が上がりますけど（笑）。

晃士朗：そうなんだよなあ。だが、これでどんなシチュエーションでも密談ができるぞ。

九鬼：プルガトーリオの前でもな（笑）。

晃士朗：で、〈調達〉を２から５に上げて、情じよう報ほう収しゆう集しゆうチームを常備化した。

ミユキ：どんどん工作員っぽくなってますね！

晃士朗：俺は戦闘以外の方が活かつ躍やくしやすいからな。財ざい産さんポイントが６になったので、情報収集でも強いだろう。で、固定ロイスは変わらずプルガトーリオと百々菊だ。以上だな。




▼九鬼

九鬼：《ハードワイヤード》を１レベル伸ばして５にした。で、《フルインストール》を２レベルで取得した。これに《バリアクラッカー》も２に伸ばして終了だ。

晃士朗：おお、これで九鬼の弱点であるダイス数が補おぎなえますね。

ＧＭ：爆ばく発はつ力りよくが出るようになりましたねー。

九鬼：今までは安定した固こ定てい値ちの男だったが、これからは一いつ瞬しゆんの輝かがやきのために命を燃もやし尽つくす男になるよ（笑）。

ミユキ：それ、死にフラグじゃないですか！（笑）

九鬼：あれえー!?（笑）。

ＧＭ：了解です。では、最後に固定ロイスをお願いします。

九鬼：固定ロイスはセシリアと朱香を残したよ。前回の最後、朱香とは少し話をしたからね。なので、ポジティブを〝好こう奇き心しん〟から〝慈じ愛あい〟に変えた。朱香が何かもっと大切なものを見つけたら、いい方向に変わるかもしれない。そういう期待を込こめた感情だね。

朱香：九鬼さん、優やさしいー。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、次にＰＣ間ロイスです。今回は元に戻って、ミユキ[image: ]朱香[image: ]晃士朗[image: ]九鬼[image: ]ミユキ、という順番ですね。

ミユキ：はーい。朱香ちゃんへの感情はポジティブが〝信しん頼らい〟。ネガティブはこれまで〝不安〟で取っていたんですが、〝疎そ外がい感かん〟にしました。

ＧＭ：疎外感ですか。

ミユキ：ええ。今までと関係が変わってきているのを感じつつはあるんですが、気づかない振ふりをして自分をごまかしています。なので表に出ているのは当然ポジティブ。

朱香：あたしたち、これからどうなっちゃうの!?

ＧＭ：次は、朱香から晃士朗ですね。

朱香：はーい。ポジティブは〝感服〟にしました。やっぱりリーダーのことは色々と頼りにしてるので。ピッツァのために部屋を貸かしてくれるし。

晃士朗：貸してねえよ、勝手に使ってるんだよ（笑）。

朱香：ネガティブは……最近色々あってダウン気味なので、〝脅威〟です。知ってる人との関係が変わるのに脅おびえています。

ＧＭ：了解しました。では、晃士朗から九鬼へ。

晃士朗：とりあえずネガティブが表に出ている。〝食傷〟だ。

九鬼：何、うんざりされちゃってるの？　俺（笑）。

晃士朗：ハンドアウトを見ると、また勝手にＵＧＮと接触しそうだしな。で、ポジティブは〝羨望〟。やはりその力は羨ましいので。

ＧＭ：了解です。では、最後に九鬼ですね。

九鬼：俺はミユキに〝誠意〟と〝隔意〟で取得した。誰だれにでも誠せい実じつな反面、自分の欲よく望ぼうにも誠実な子だからね。この子は永えい久きゆうに他人と分かり合えないんじゃないか、と言う危き惧ぐ。

ミユキ：うーん……反はん論ろんできない（笑）。

朱香：あたしとは分かり合えてるよ！　ね、ミユキちゃん！

ミユキ：うん、もちろん。ありがと、朱香ちゃん。

九鬼：おじさんもそう願ってるよ。だから、表にするのはポジティブだ。

ＧＭ：了解です。では、メインプレイに入りましょう！






《イージスの盾》　攻撃を力で強引に抑え込み、ダメージを軽減するキュマイラのエフェクト。

ガードシールド　身に付けた者の動きを損なわないように作られたシールド。ＦＨ専用アイテム。

《彼方からの声》　大気中の音声伝達力を操作するハヌマーンのイージーエフェクト。

《フルインストール》　神経速度を極限まで高め、一時的に能力を向上させるブラックドッグのエフェクト。












　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆発令、ＵＧＮ京都支部殲滅作戦

Scene Player ── 青峰ミユキ




『神曲』セル最強の精せい鋭えい部隊、ケルベロス。

　今彼らは、セルリーダー、〝プルガトーリオ〟永石美奈子の居きよ室しつに集められていた。

　デスクに座すわる美奈子の表ひよう情じようはいつもよりも厳きびしく、そして決意に満ちている。

　彼女は、もっともその力を信頼する四人に戦いの開始を告げた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに参りましょう。最初は全員登場のシーンです。前回のエンディングから二日後、あなた方は美奈子のところに呼よび出だされています。

朱香：二日かあ……。まだちょっと頭がぐるぐるしてるかも。

九鬼：様子を見て、声をかけておくかな。朱香、ピッツァは元気かい？

朱香：え？　あ、うん、元気だよ！　すっかりリーダーの部屋がお気に入りみたい！（笑）

ミユキ：まだあの部屋にいたのね（笑）。

晃士朗：……あの部屋、もう使わんでおこう（一同笑）。

ミユキ：そう言えば、『心しん臓ぞう』はもうピッツァの身体にはないんですよね。

ＧＭ：ええ、美奈子が取り出して確かく保ほしています。オーヴァードなのは変わりませんが、ジャーム化する心配も今のところはありません。

晃士朗：いざとなったら戦力に……。

朱香：ダメー！（笑）

ＧＭ：じゃあ、そんなところで美奈子が口を出しましょう。「よく集まってくれたわね」

朱香：……はい、お母さん。

晃士朗：で……集めた理由は、この間言っていた件けんか？

ＧＭ：美奈子は「ええ」と頷うなずきます。「他のマテリアルの場所を感知できる『心臓』が手に入ったのは非ひ常じように大きいわ。これで、ＵＧＮを泳がせておく必要はない」

九鬼：ま、少なくとも半数は揃そろったわけだからねえ……。

朱香：今あるのは、『右手』と『肺はい』、『右足』『心臓』が確かく定ていですよね。

晃士朗：それと、美奈子がひとつ以上持ってるのは、前回九鬼が使った《インスピレーション》で確定してる。いくつ持ってるかはわからんが。

ミユキ：それは、つまり……もうすぐすべて揃そろえることができる、ってことですか。

ＧＭ：「ええ。となれば、次に行うべきは障害の排除。つまり──」そう言って、美奈子は笑みを浮かべます。「ＵＧＮ京都支部の、殲滅」

九鬼：で、具体的に作戦内ない容ようを聞こうか？

ＧＭ：「こちらの人員を総そう動どう員いんし、京都にいくつか存そん在ざいするＵＧＮ京都支部の拠きよ点てんをすべて壊かい滅めつさせること。そして次に、京都に滞たい在ざいするＵＧＮの構こう成せい員いんをエージェント・イリーガル問わず全ぜん滅めつさせること」

朱香：（びくっと反はん応のうして）ぜん、めつ……。

九鬼：『神曲』セルおれたちとＵＧＮあちらさん、戦力差はどんなもんなんだい？

ＧＭ：「戦力の数ではＵＧＮが上ですが、練度はこちらの方が上──と考えています。あなたたちケルベロスがいるんですものね」と、美奈子は優ゆう雅がに微笑ほほえみます。

九鬼：……昔から、質しつが量を上回ったことはないぜえ？

ＧＭ：「それを覆くつがえしてきたのは、あなたたちでしょう？」

九鬼：けど、向こうにもその「質」が研とぎ澄すまされたヤツはいる……ってのはわかるよね？

ＧＭ：「もちろん。そして、前回の戦いを見て、あなたたちなら可か能のうと判はん断だんしたのよ」

九鬼：あの〝ブレイクエンド〟や〝クレセントエッジ〟より、こっちが上……と。

ＧＭ：こくり、と頷きます。

朱香：ブレイクエンド……。

ミユキ：その名前が出たら、反はん射しや的てきに朱香ちゃんを見ちゃうな。

朱香：だ、だいじょうぶ。大丈夫だよ。

ミユキ：朱香ちゃん……。

晃士朗：はん、要するにヤツらの拠点を探して、こっちの人員をブチ込んで叩き潰す──そういうこったろ？　単純な話だ。

ＧＭ：「ええ。では、今日は下がって構かまいません。三日後からの作戦に備そなえて頂ちよう戴だい」

朱香：……あたしは、頷くことも忘わすれてる。

ミユキ：うう、力になってあげたいのに……なんて声をかけたらいいんだろう。

ＧＭ：そうですね……では、美奈子は朱香に微び笑しようを返します。

朱香：お母さん……？

ＧＭ：「こっちへいらっしゃい、朱香。少し話しましょう」

朱香：はうあ……!!（笑）

ＧＭ：いつものように、奥おくの和室に招まねかれます。

ミユキ：……私、先に行くね。じゃあね、朱香ちゃん。またあとで。

朱香：うん……。あたしはお母さんについてく。

ミユキ：私も外に出て……ふと、リーダーの言葉を思い出します。




　三々五々、メンバーは解かい散さんしていく。三日後の戦いに備えて。

　仲間たちを──特に朱香と美奈子を見ながら、ミユキは晃士朗の言葉を思い出していた。

『──あの女プルガトーリオは信用するな』。




ミユキ：……私はどっちを信じたらいいの？

朱香：あうう、ミユキちゃんも大変そうだよう……。

ＧＭ：……では、そこでシーンを終了しましょう。







◆Opening02◆異変

Scene Player ── 青峰ミユキ




　作戦の通達から一時間後。ミユキは、『神曲』セルの本部『マレボルジェ』の地下施し設せつ、通つう称しよう『コキュートス』を訪おとずれていた。

　目の前には、強化アクリルガラスに隔へだてられ、二〇メートルはあろうかという水すい晶しようの薔薇ばらが鎮ちん座ざしている。これこそが『至高天』──すべての願いを叶えると言われる物ぶつ質しつだ。

　その中央には、レリーフのように少年の姿が浮うかび上あがっている。




ＧＭ：では、ここから個こ別べつオープニングです。まずはミユキのシーン。地下施設『コキュートス』内部、『至高天』のフロアです。

ミユキ：はーい。タクミに会えるんですね？

ＧＭ：そうです。普ふ段だんは月に一度くらいしかタクミに会えないんですが、作戦前なので特別に会わせてもらえます。

ミユキ：嬉しそうに、ガラスに手を添そえます。タクミ……。

ＧＭ：強化アクリルガラス越ごしとはいえ、そこには普段と変わらぬ姿のタクミがあります。水晶の薔薇に取り込まれ、レリーフのようになっているのも同じですが。

ミユキ：……行ってくるね、タクミ。戦ってくるから。

ＧＭ：では──ミユキが声をかけると、何か違い和わ感かんを覚えます。

ミユキ：え？　違和感……？

ＧＭ：はい。普段なら、はっきりとわかる感情の動き。タクミの暖あたたかさのようなもの──それが、感じられなくなっています。

ミユキ：え？　あれ？　どうして……。タクミ？

朱香：ええええ、どういうこと？

ＧＭ：呼よびかけようとすると、彼が今なにか必死に伝えようとしている、と分かります。ですが、普段とは比くらべ物ものにならないほどおぼろげな感覚です。そして……。

ミユキ：タクミ？　タクミっ!?




「お姉ちゃん…………」

　それは、ほんのかすかな呼よびかけ。必死に訴うつたえる声。

「…………お姉ちゃん……………このままじゃ…………」

　そこで──彼の意い識しきは、感じ取れなくなった。




ＧＭ：まるでラジオの電でん源げんをオフにしたように、ふっとタクミの気配が途と絶だえます。

ミユキ：このままじゃ、何!?　一体どうしたのよ、タクミぃ!!

ＧＭ：反応はありません。

ミユキ：じゃあ、えっと……職しよく員いんさんとかはいますよね？

ＧＭ：そうですね、管理しているオーヴァードはいるでしょう。

ミユキ：じゃあ、その人を捕つかまえて……タクミの様子がおかしいんです！

ＧＭ：そう言われると、職員はレネゲイドチェッカーなどの計器を確かく認にんします。「え……いや、こちらでは何も変化や反応はありませんが……」

ミユキ：そんなはずありません！　いつもの声が聞こえないし、それに──ええと、とにかく何かおかしなことが起こってるはずなんです！

ＧＭ：「わかりました、ではプルガトーリオに報告しておきます」と答えます。そこまで言われるとこの職員も何かの不安は感じますが、だから何ができる、というわけでもないので。

ミユキ：……わかりました。それ以上はこの人に言っても仕方ないので、タクミのそばをずっと離はなれずに見つめています。




　ガラスの壁かべに張はり付ついたまま、ミユキはずっとタクミに呼よびかける。

　だが、彫ちよう像ぞうのごとく押おし黙だまるタクミからは、何の反応もない。

　やがて──彼女がここにいられる時間は、限げん界かいを迎むかえた。




ＧＭ：「申もうし訳わけありません、その……お時間が」

ミユキ：あ、はい……。じゃあ、後うしろ髪がみを引かれながら立ち去ります。

朱香：ううう、自分も大変だけどミユキちゃんのことも気になるよう[image: ][image: ][image: ]！

ミユキ：私も……どうしたらいいんだろう……。

ＧＭ：というわけで、悩みつつシーンは終了です。







◆Opening03◆女王蟻ありの娘

Scene Player ── 九鬼




　ＪＲ京都駅。吹ふき抜ぬけになった大だい階かい段だんの上。

　空が近く、適てき度どな喧けん騒そうと適度な静けさに包まれるこの場所を、九鬼は気に入っていた。

　考え事をしたい時、ただぼんやりとしたい時、彼はここに来るのだ。




ＧＭ：では、次は九鬼のオープニングです。場所はそうですね、あなたのお気に入りの場所──京都駅の大階かい段だんの上です。

九鬼：オッケー。んじゃ、俺はそこでおにぎりでも食べてる。

ＧＭ：そうしていると、階段を上ってきたひと組みの男女があなたに気づき、少年の方が声をかけます。「……やっぱり、ここに居いたか」

九鬼：ん～？　視し線せんを上げよう。ま、気づいてはいるんだけどさ。

晃士朗：ハンドアウトにも書いてあるしな。

九鬼：そうそう。んで、そのふたりを見る。お～やおや、珍めずらしい組み合わせだねえ。




　九鬼が視線を上げた先に立っているふたり。

　ひとりは、気の強そうな黒くろ髪かみの少年──〝ブレイクエンド〟真田賢人。
















　そしてもうひとりは、ミユキや朱香のかつてのクラスメイトであり、〝クィーンアント〟と呼よばれたオーヴァードの娘──高円寺真梨子。




九鬼：真田くん……いや、柾木くん、の方がいいかな？

ＧＭ：「……今は、真田だよ」と答えます。眼鏡めがねを外していて、髪かみ型がたも『柾木真』とは違ちがいます。彼の中では、はっきりと区別したいのでしょう。

九鬼：なるほどねえ。で、そっちの娘は久ひさしぶりだねえ。おじさんのこと覚えてる？　ＵＧＮ……っつうか、ブレイクエンドにキミを紹しよう介かいしたの、おじさんなんだけど。

ＧＭ：「………」真梨子は無言で何も答えません。

九鬼：おやおや。

ＧＭ：で、真田はといえば、身体のそこかしこに包帯を巻まいていたり、腕うでを三さん角かく巾きんで吊つっていたりと、怪け我がが治っていない様子。

九鬼：へ？　怪我が治ってない？　オーヴァードなのに？

ＧＭ：はい。ちなみに怪我の箇か所しよは遮那王から朱香を庇ってついた傷きずと一いつ致ちしています。

九鬼：一週間にもなるのに、か。何、侵蝕率が上がりすぎて《リザレクト》できなくなったのかい、少年？

ＧＭ：「まさか。前の戦いから少し調子が悪いだけで──」と言って、真田は周囲を一瞬見み渡わたします。「……大したことじゃない」

九鬼：ふぅん。で、何か俺に言いたいことでも？

ＧＭ：真田は一瞬、『柾木真』の表情になります。「大門寺さんと青峰さん……僕ぼくのこと、怒おこってただろう？」

九鬼：ん[image: ][image: ]、そうは見えなかったねえ。

ＧＭ：「どういうことだ？」

九鬼：お前さんと同じだよ。あれは──戸と惑まどってる、って言うんだ。大体キミら、自分の感情なんかもてあますお年とし頃ごろでしょうよ。

ＧＭ：「…………そうかもね」

九鬼：もちろん、そっちの真梨子ちゃんにも当てはまるんだけどね？

ＧＭ：彼女は不ふ快かいそうにキッとあなたを睨にらみ付けます。

九鬼：おおう、怖い怖い。

ＧＭ：というような会話をしていると、ふと真田が何かに気づいたように顔を上げます。

九鬼：……どうかしたかい？

ＧＭ：「いや、最近何かに呼ばれる『声』が聞こえる気がして──」と言いかけて、ブレイクエンドはふるふるとかぶりを振ります。「……なんでもない。ただの幻げん聴ちようだ」

九鬼：あ、そう。…………幻聴、か。

朱香：なんか様子がおかしいですよね。

ミユキ：怪我のことといい、何か関係があるのかも。

ＧＭ：「それより、あんたに言っておきたいことがある」

九鬼：ん。言ってみなよ。

ＧＭ：「僕はこの子とあのふたり──大門寺さんと青峰さんを、なるべく戦わせたくない」真田は、隣となりに真梨子が居いるのを承しよう知ちして言います。

九鬼：そんなこと言ってもねえ。状況がそれを許ゆるすかどうかはわからないよ？　ＦＨウチにあれだけマテリアルが揃った以上、ＵＧＮキミらも動くだろうしねえ。

ＧＭ：その言葉に真梨子が同調します。「そうよ、真田くん。私はママを奪うばったあいつらを──ミユキを許すつもりはないわ」

九鬼：だってさ、真田くん。俺も正直キミらとガチバトル、なんてのは勘かん弁べんなんだけどさあ……そこの真梨子ちゃんをはじめ、組織や周りはやる気満々。さ、どうするんだい？

ＧＭ：「……どうするのかな。それがわからないから、あんたなんかに話をしにきたのかもな」と、自じ嘲ちよう気味に笑います。

九鬼：また誰だれひとり殺さずに、戦闘不ふ能のうにするだけ、なーんて神業じみた事をやってみるかい？　前戦った時はそうだったよねえ？

ＧＭ：「案外それが正せい解かいなのかもな」と冗じよう談だんめかして答えますが、目は真しん剣けんです。

九鬼：……そうかい。けどまあ、俺個こ人じんじゃあ、なんともできないねえ。最強なんて言われてるけど、俺も単なるエージェントだからさ。なるようにしかならないよ。

ＧＭ：「そうか……邪じや魔ましたな。行こう、高円寺さん。この男は敵だけど、後ろからいきなり──なんてことはしない」

九鬼：いい評ひよう価かしてくれてるねえ。ただ、これだけは覚えときなよ、ヒーロー。




　少年の背せ中なかを見ながら、九鬼はにやっと笑ってノートパソコンを叩たたく。ディスプレイに表ひよう示じされるのは、こっそりとコピーしておいた写真──朱香とミユキとピッツァ、そして『柾木真』が仲よく微笑ほほえんでいる写真だ。

　その写真が、ホログラフとして真田の目の前に投とう影えいされた。一瞬足を止める少年の背せに、九鬼が言葉を投げかける。




九鬼：……この数日で色々と動く。それまでに身辺整理はしておきな。会いたい人には、会っておくことだ。

ＧＭ：「……ホントにあんたは変なヤツだよ」

九鬼：大人だからねえ。青少年から見たら変に見えるんだよ。

ＧＭ：苦笑して、真田は階段を下りようとしますが、その間ま際ぎわに真梨子があなたに声をかけます。「ミユキに会ったら伝えておいて」

九鬼：お、いいよ。なんだい？

ＧＭ：「ママの恨うらみは、絶ぜつ対たいに晴らす──って」

九鬼：……オーケー。んじゃ、俺の方からもひとつ聞いていいかな？

ＧＭ：真梨子は少し眉まゆを顰しかめますが、断ことわりはしません。

九鬼：そこの真田くんは、ちゃんとあんたの友達なのかい？

ＧＭ：「……友達かどうかはわからないけど、仲間よ」と答えます。真梨子は真田のロイスを持っている、ということでしょう。

九鬼：そうかい。……それはよかった。

ミユキ：……私もちょっとホッとしちゃった。

朱香：そうだよね。ミユキちゃんのやったこと、無む駄だじゃなかった。

ＧＭ：では、真梨子も真田と一いつ緒しよに歩き去っていきます。

九鬼：ああ。見送ってから、少し溜め息をつくよ。




　ＵＧＮに手を回してまで真梨子を救ったのは、どこかで彼女とセシリア──自らが守りきれず、今も昏こん睡すい状態のままの少女を重ねていたのだろう。

　否いや、真梨子に限かぎらず──ミユキや朱香、ブレイクエンドもそうだ。セシリアと同年代の少年少女には、情をかけてしまう。それが九鬼という男だ。




九鬼：やれやれ。ホントに欲ほしいのは、セシリアを目覚めさせる手立てだってのにな──。そう呟いて、俺もそろそろ撤てつ収しゆうするとしようかねえ。

ＧＭ：了解です。では、そこでシーンを終了しましょう。







◆Opening04◆闇が砕くだけた日

Scene Player ── 闇条晃士朗




〝壊れかけフラジヤイル〟闇条晃士朗。かつては〝荒れ狂う闇フラジヤイル〟と呼ばれ、その絶ぜつ大だいな力でファルスハーツの頂ちよう点てんを望んだ男だ。

　精鋭部隊のリーダーと呼ばれながら、彼は常つねに飢かつえている。あの決定的な敗北の日以来、彼の中にある炎は燻くすぶり続けている──。




ＧＭ：ではお待たせしました矢野さん、晃士朗のオープニングです。

晃士朗：うむ、待っていた。……回想シーンだよな？

ＧＭ：はい、その予定です。三年前、もっとも力がみなぎっていた頃ころですね。

晃士朗：よし。じゃあ、ちょっと俺の好きに演出していいか？（笑）

ＧＭ：う、うす。了解です。




　それは、闇条晃士朗にとって何よりも苦く、忘れがたい記憶。

　絶大な自信を持っていた己おのれの力を、より圧あつ倒とう的てきな力で叩き伏せられた記憶。

　敗北と屈くつ服ぷく、屈辱と汚お泥でいに塗まみれた三年前の記憶だ──。




晃士朗：（即そく座ざに）では、俺は百人くらいの部下を引き連れて、先頭に立って『神曲』セルに攻せめ込こんできている（笑）。

朱香：えええー！

ミユキ：『神曲』に攻せめ込こむの!?

晃士朗：この頃ころの俺はプルガトーリオを倒たおして、京都を支し配はいしようとしていたからな！

ＧＭ：な、なるほど。ではその軍ぐん勢ぜいで一気に落とそうとしている感じですか？

晃士朗：いや、百人の部下は手出しせずに見ているだけ。今はもうなくなった右みぎ眼めの〝邪じや眼がん〟が光ると、『神曲』のオーヴァードたちが一瞬で黒い塵ちりになって死ぬ（笑）。

九鬼：もう好き放題やってるな！（笑）

晃士朗：これが噂うわさの『神曲』かよ、手ごたえがなさすぎるな。これまで潰つぶしてきた連中はもう少しマシだったぜ？




　触ふれたものすべてを滅ほろぼす黒い風を操あやつる〝荒れ狂う闇フラジヤイル〟の歩みは、まるで無人の野を行くが如ごとくだ。

　音に聞こえた『神曲』セル、その中ちゆう枢すうとも言えるマレボルジェの内部も、彼にとってはちょっとした遊ゆう技ぎ場じように過すぎない──。




晃士朗：『至高天』とやらはこの先か。胡う散さん臭ぇが、貰もらえるもんは貰もらっとこうか……！

ＧＭ：無む論ろん、その道中には幾人もの戦せん闘とう員いんが立ち塞がるわけですが。

晃士朗：はん、命知らずが。まだ実力差がわかってないみてえだな──と言いながら、ひとりで蹴け散ちらしていく。

ＧＭ：わかりました（笑）。では、敵は四人ぐらいのチームが「死ねェェッ！」と一いつ斉せいに攻撃を仕掛けたりします。

晃士朗：俺の周囲に黒い風が吹ふき上あがって、攻撃してきた連中を飲のみ込こむ。ふたりは塵になって即そく死しするが、あとのふたりは瀕ひん死しの状態に留とどめる。おい、今の攻撃は中々だった。命いのち乞ごいするなら、ひとりだけ俺の部下にしてやるぜ？

ＧＭ：い、いい気になってる（笑）。じゃ、じゃあリーダーっぽいヤツが「ふざけるな！　誰が貴き様さまなどに……殺すなら殺せ！」と。

朱香：（戦闘員になって）た、助けてくれ！　あんたにはかなわねえ……！（一同笑）

晃士朗：はん──と笑って、命乞いしたヤツに黒い風を叩たたき込こみ、塵にして殺す。で、殺せと言ったヤツにはお前は合ごう格かくだ、と告げて、部下に拘こう束そくさせるんだよ。

ミユキ：あれ？　そっちを部下にするんですか？

晃士朗：上に行くには有ゆう能のうな部下が必要だからな。こういう反はん抗こう的てきなヤツを屈服させた方が、あとあと便利だ。

ＧＭ：「貴様……俺を生かしておいたこと、いつか後こう悔かいさせてやるぞ……！」とか言いつつ連れて行かれるわけですね（笑）。

晃士朗：そうそう（笑）。

ＧＭ：では、そのうちにコキュートスへと続く扉とびらにたどり着きます。非常に分ぶ厚あつく、幾いく重えにもロックがかかった厳げん重じゆうな扉ですが……。

晃士朗：（即座に）俺の邪眼が光った瞬しゆん間かん、その扉が黒い風に蝕むしばまれ、風化して塵になる。

ミユキ：すごい、よどみなく演出が入った（笑）。

ＧＭ：では、この先に進めば『至高天』を安置している場所までもうすぐです。

晃士朗：呆あつ気けねぇなあ。この分なら──京都を足がかりに、いずれはＦＨそのものを俺の手に摑つかむのも夢ゆめじゃねえ。

九鬼：（仲間になって）ああ、あんたならできるぜ！

ＧＭ：では──そんな晃士朗と部下たちの前に、ひとりの女が現あらわれます。

朱香：来た……！




　その女は、あまりにも平静に佇たたずんでいた。

　ロングスカートに春物のカーディガンという平へい凡ぼんな服ふく装そう、穏おだやかな微笑を浮うかべた美しい女。公園で読書でもしているのが似に合あいそうな、戦いとは無む縁えんとしか思えぬ女──。




晃士朗：くく……。ここまで来るのは随ずい分ぶん簡かん単たんだったぜ、〝プルガトーリオ〟。

ＧＭ：では、彼女──〝プルガトーリオ〟永石美奈子は、聖せい女じよのような微笑を浮かべたまま答えます。「そうみたいね。人員を補ほ充じゆうする際さいに少し質を見直さないといけないわ」

晃士朗：安心しろ、もう補充の必要はねえよ。だがまあ、あんたが素す直なおに俺に従したがうなら、部下に組み入れてやってもいい。

ＧＭ：美奈子は佇んだまま、小さく微笑みます。「ねぇ、フラジャイル。あなたの方こそ、私の下につきなさい？　そうすれば、いい夢を見せてあげるわ」

晃士朗：ほう……、と一瞬キョトンとしてから、全員で大だい爆ばく笑しようします。

朱香：ひゃ、百人で？（笑）

晃士朗：そう、百人で（笑）。お、おい……もう一度聞かせてくれないか、プルガトーリオさん？　あんた、この状況がわかってんのか？

九鬼：（部下になって）まったくだぜ！　なあ晃士朗、ここは俺に任まかせてくれよ。なあに、女ひとりくらい俺だけで十分だ！（笑）

晃士朗：ああ、好きにしろよ。そう言ってひとり、ガタイのでかいヤツが近づいていく。

ＧＭ：わかりました。では、晃士朗の部下が美奈子の肩かたに手をかけます。




「いくらあんたでも、晃士朗の力の前じゃあ──」

　男は、すべてを言い終えることはできなかった。

　音もなく地面から立ち上がった紅ぐ蓮れんの火柱が男の身体を飲み込む。

　瞬まばたきをする暇ひまもなく、男の身体は手首だけを残して焼き尽つくされていた。




晃士朗：な……に……。

朱香：お母さん強い……！

ＧＭ：「ダメよ、部下の統とう制せいはちゃんととらないと」

晃士朗：じゃあ少し顔を顰しかめて……はん、面白いじゃねえか。そう言うと、残った手首が俺の起こした風で崩くずれ去さって塵になる。

ＧＭ：「若わかいというのはいいことね」と、肩にかかった塵を払いながら言います。「けど、挫ざ折せつを知らなければ強くなれないわよ──闇条、晃士朗くん」

晃士朗：はん、年食うと枯かれちまって大変だろうな？

ＧＭ：「フフッ、そういう跳はねっ返かえりなところは嫌きらいじゃないわ」そう言って美奈子がゆっくりと歩き始めます。

晃士朗：けっ、上等だよ。そう言って、後ろの部下に、ここは俺に任まかせろ──と告げる。

ＧＭ：「状況、少しはわかってきたのかしら」

晃士朗：ああ……あんたひとりで、こいつら以上ってことはな！　言うと同時に、天上と床ゆかを抉えぐるほどの規き模ぼの黒風が襲おそい掛かかる。

ＧＭ：美奈子はそれも炎で完全にかき消してしまい、悠ゆう然ぜんと近づいてきます。

晃士朗：ちっ……、中々やるじゃねえか……！

ＧＭ：「あらあら、この程てい度ど？」

晃士朗：ぐっ……次は本気だッ！　そう言うと、右眼が輝きを増ましてさっきの倍以上の黒い風が吹ふき荒あれる──ので、跳はね除のけてくれ（一同爆笑）。

ＧＭ：わかりました（笑）。ではその瞬間、晃士朗の全身に衝撃が走ります。




「──あなたはそのエフェクトちからに頼りすぎね」

　ダンッ、と大きな音が響ひびく。美奈子の踏ふみ込こみ──震しん脚きやくが、コンクリートの床にクレーターを穿うがっていた。その上じよう腕わん部は炎に包まれ、肘ひじが晃士朗の水月に叩たたき込こまれている。




晃士朗：がはぁっ!!　と血を吐はく（笑）。

ＧＭ：次の瞬間、回まわし蹴げりが晃士朗の顎あごを強打します。

朱香：お母さん、意外と肉体派だ……（笑）。

九鬼：（部下になって）じ、邪眼がある限かぎりあんたは負けないんじゃないのかよぉ！（笑）

晃士朗：ま、まだ負けてねえ……と言うけど、足に来ていて立てない（笑）。

ミユキ：（部下）だ、大だい丈じよう夫ぶだ！　まだ本気じゃねえんだよ！

朱香：（部下）そ、そうですよね！　闇条さん、早くその女やっちゃってください！（笑）

ＧＭ：「外野がうるさいわね……？」と言いながら、晃士朗を踏ふみつけます。

晃士朗：がっ……！　テメェ、何をする気だ……!?




「少し間引きましょうか」

　そう言って美奈子が指を鳴らすたび、部下たちの全身が炎えん上じようし、灰はいに変わる。立て続けに上がる断だん末まつ魔まの悲鳴、怨えん嗟さの声。




ＧＭ：「随分減へってきたわね。──あと何秒持つかしら？」

晃士朗：畜ちく生しよう……畜生、畜生、畜生ッ！　なんとか炎を押おさえ込こもうと黒風を放つんだが、俺の力はすべてより強い炎でかき消される（笑）。

ＧＭ：ではそれで（笑）。

晃士朗：この女、絶対に殺してやる……!!　なりふり構かまわず邪眼を暴ぼう走そうさせて、部下が巻まき込こまれるのもお構かまいなしの黒い風を巻まき起おこす。

朱香：（部下になって）ひ、ひいっ!?　なんで俺たちまで!?（笑）

ミユキ：（部下になって）落ち着いてくれ晃士朗……ギャアー！（笑）

晃士朗：う、うるせえ！　この程度でくたばるようなヤツ、いらねえんだよ！

ＧＭ：では、それだけの力が荒れ狂う中でも、美奈子は涼すずやかな顔をしています。

晃士朗：で、力を使いすぎて俺の髪かみから色が抜ぬけていく。

ＧＭ：「いいわね……頑がん張ばってる人って好きよ？」そう言って、美奈子は屈かがみこんで晃士朗のおとがいに手を当て、顔を上げさせます。



















「さ……そろそろふたりで話しましょうか」

　いつの間にか、晃士朗の部下はひとり残らず消え失せていた。黒い風に巻まかれて塵となったか、炎に焼かれて灰となったか──死体はどこにも残っていない。




ＧＭ：「ね……まだ、私の下につく気はない？」

晃士朗：……クソ喰くらえだ。

ＧＭ：「そう言うと思ったわ」




　微笑。次の瞬間、美奈子の白い指先が晃士朗の右眼を抉えぐった。炎で眼がん窩かは焼かれ、流れ出る血が蒸じよう発はつする。

「───────!!」

　声にならない悲鳴を上げる晃士朗を愉ゆ悦えつに満ちた視線で見つめながら、美奈子は彼の右眼──〝荒れ狂う闇フラジヤイル〟の力を支ささえる邪眼を抉えぐり取とった。




ＧＭ：「……いつでも取りに来なさい。これは預あずかっておいてあげる」そう言うと、美奈子は晃士朗の右眼があった部分をちろちろと舐なめます。

晃士朗：俺を……飼かい馴ならせるつもりか……？

ＧＭ：微笑ほほえむだけで答えず、美奈子は歩き去ります。……それが三年前の事じ件けんです。

朱香：……中々壮絶な過去でしたね。

ミユキ：そりゃ、リーダーも美奈子さんを信用できませんよね（笑）。

晃士朗：いや、実はまだ続きがある。

一同：はい？

晃士朗：ここでシーンは現げん在ざいに戻る。いつもどおり、百々菊と会話しているところだ。

ＧＭ：あ、はい。

九鬼：おい、どっちがＧＭなんだよ（笑）。




「……！」

　晃士朗が目を覚ますと、そこは見み慣なれた茶屋の中だった。目の前には百々菊──『神曲』の連れん絡らく員である芸げい妓こがおり、自分を見つめている。

　……転寝うたたねをしていたのか、と、すぐに気づいた。




ＧＭ：「珍しい。ぼんやり、してはりましたなあ」

晃士朗：……考え事をしてただけだ。ＵＧＮとの決戦のことは知ってるだろう。

ＧＭ：「兄さんは偉えらいよって、大変どすなあ」

晃士朗：はん、所しよ詮せん縛しばられた犬だがな。

ＧＭ：「今にも首輪を外しとぉてたまらん、っていうお顔どすわ」と言って、着物の袖そでで口元を隠かくしながらコロコロと笑う。

晃士朗：……ふん。




　不ふ機き嫌げんそうに眉を顰しかめ、窓まどの外を見る。こういうやり取りを、一体何度繰くり返かえしただろう。

　百々菊と目を合わせないまま、ふと──晃士朗が問いかけた。

「そう言えば聞いてなかったな──お前、なんでＦＨなんかに居る？」




ＧＭ：お、意外な質しつ問もん。不意に聞かれて、百々菊はキョトンとしています。

朱香：なんかフラグを立てようとしている！（笑）

晃士朗：まあそんなところ（笑）。ＧＭ、百々菊の設せつ定ていをちょっと考えたんだが、言ってみていいか？　ダメなら却きやつ下かしてくれ。

ＧＭ：は、なんでしょう。

晃士朗：うん。実は……百々菊は、俺の実の妹なんだよ（笑）。

一同：ええええええ!?

ＧＭ：…………はい？

晃士朗：百々菊はそのことを知らない。闇条晃士朗、なんて名前が本名のはずないし、幼おさない頃に離はなれ離ばなれになってるので。それを知って、プルガトーリオが俺にあてがっている。

朱香：人ひと質じち……みたいなもの？

晃士朗：俺に突つきつけてるんだ。「お前は負けたんだ」ってことをな。

ＧＭ：わ、わかりました。面白いので許きよ可かしましょう。

九鬼：名乗り出たりはしないのね。

晃士朗：ああ、今いま更さら明かすつもりはない。

ＧＭ：では百々菊は「……会いたい人がおるんどす」と、少し遠い目をします。「小さい時に別れた、お兄はんに。きっと、どっかで元気にしてる──そうあては信じてるんどす」

九鬼：早速拾った！（笑）

晃士朗：欲望ねがい、ってほど大したもんじゃねえな。

ＧＭ：「兄さんには、そうかもしれまへんけど……。あてにとっては、ずぅーっと大事にしてる願いなんどす。あんまり覚えてへんけど、ほんまに優しいお兄はんやった……」

晃士朗：……そうか。

ＧＭ：「……なんや、つまらん話してしまいましたなあ」と、照れたように言います。

晃士朗：ああ、つまらなかった。……そう言って立ち上がる。




　力を、仲間を、自由を奪うばわれ、捨すてていた家族までちらつかされて、なお戦う。

　もとより、闇条晃士朗という男は戦う以外の方法を知らない。

　その戦いの先に──すべてを奪ったプルガトーリオへの復ふく讐しゆうがあるのだ。




晃士朗：……今日はこれで仕し舞まいだ。じゃあな。

ＧＭ：「へぇ。兄さん、お気をつけて」




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




晃士朗：というわけで、俺の設定をすべてぶつけてみた！（笑）

九鬼：ここぞとばかりに……（笑）。

ミユキ：矢野さんが本当にイキイキしてました。

朱香：楽しそうだったね！

ＧＭ：俺も面白かった（笑）。では、最後に朱香のオープニングを演出しましょう。






震脚　足で地面を強く踏み鳴らす中国武術の動作。









◆Opening05◆ぬくもりを感じながら

Scene Player ── 大門寺朱香




　扉を閉しめると、見慣れた和室でふたりきりになった。

　そこは、大好きなお母さんに好きなだけ甘あまえることの許ゆるされた空間。朱香にとって、喜びと安楽に満ちた空間のはずだ。

　だが──迷まよいを抱かかえた今の朱香には、そんな安らぎを甘かん受じゆすることはできなかった。




ＧＭ：というわけで、オープニング最後は朱香のシーンです。

朱香：き、来た……！

ＧＭ：そんなに脅えなくても（笑）。大おお掛がかりな作戦の直前、お母さんに甘あまやかされるシーンですよ？（にっこり）

朱香：やだようー！　なんで甘あまやかすのよ、こんな精せい神しん状態の時に！（笑）

晃士朗：こんな時だからだろうなあ。

ＧＭ：では、お母さん──永石美奈子は、朱香についてくるように言います。「朱香、少ししたら作戦が始まるわ。それまで少しゆっくりしましょう」

朱香：……無言で、とぼとぼお母さんについて歩きます。

ＧＭ：「……元気がないのね」

朱香：そ、そんなことないよ！

ＧＭ：「──彼のこと？」と、美奈子はあなたに悲しそうな顔を向けます。

朱香：あう。わかりやすく硬こう直ちよくしてしまいます。

ＧＭ：では、彼女は朱香を優やさしく抱だきしめます。

朱香：あっ……。

ＧＭ：「朱香、そんな不安そうな顔をしないで頂戴。お母さんはね、あなたが安心できる居い場ば所しよになってあげたいと思っているのよ」

朱香：わかってる……。作戦までには、いつものあたしに、戻もどれると思う……。

ＧＭ：そっと微笑んで、美奈子はあなたの頰ほおに手を添えます。「彼のことだけど──」

朱香：か、彼って、真くんのこと……？

ＧＭ：「前にも言ったわね。朱香がどうしても──って言うなら、手に入れていいのよ？」

朱香：え、えと、あの。

晃士朗：連れてきて、ＦＨに引ひき込こんじまえってことだろうな。

ＧＭ：そういうことです。

朱香：……あのね、まだ色々考えたいの。いいかな、お母さん。

ＧＭ：「もちろん。ゆっくり考えて、朱香が決めなさい」

朱香：……ねえ、それとひとつ聞いていい？

ＧＭ：「ええ。何かしら？」

朱香：お母さんの欲望ねがいってなあに？

ＧＭ：「私の願い？」




「そうね」

　少しだけ考えるように口元に手を当て、美奈子は聖女のように微笑む。

「──争いのない世の中をつくること」




九鬼：えぇぇぇぇぇ？（不ふ審しんそうな顔）

晃士朗：よくもまあ、しれっとそんな事が言えるぜ（笑）。

朱香：……あたしがお母さんを守ったら、好きな人が傷きずつかない世界がくるってこと？

ＧＭ：美奈子はゆっくりと頷きます。

朱香：（嬉しそうに）そっか……！　うん、わかった！

ミユキ：迷いが消えた顔になってる（笑）。

九鬼：美奈子の存在はデカいなあ。

朱香：あたし、お母さんのいい道具でありたい。お母さんの願いが、ちゃんと叶かなうように。

ＧＭ：「ありがとう、朱香」そう言って彼女はあなたの髪を撫なでます。

朱香：お母さん、お昼ひる寝ねしていい？　いつもみたいに膝ひざ枕まくらしてもらいたいの。

ＧＭ：「もちろんよ。さ、いらっしゃい」では、いつもの部屋にあなたを連れて行きます。

朱香：……身を委ねたら幸せなんだけど、どこか、怖いと思ってしまう。色んな不安が内心に渦うず巻まいてるので、今はお母さんに甘あまえて眠ねむりたい。眠ねむって不安を忘わすれたい。

ＧＭ：わかりました。では、そこでシーンを終了しましょう。










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆そして戦争は始まる

Scene Player ── 闇条晃士朗




　──そして、三日の時が過すぎた。

　各人それぞれに思おも惑わくや迷まよいを抱かかえたまま、ＵＧＮとの全面対決の時は来る。

『マレボルジェ』内部にあるブリーフィングルームに、ケルベロスをはじめとした『神曲』セルのメンバーは集結していた。




ＧＭ：では、ミドル最初のシーン。全員登場となります。場所はマレボルジェのブリーフィングルーム。大学の講こう義ぎ室しつほど部屋に、約四十名の幹かん部ぶとあなた方が揃そろっています。

九鬼：ひゅーう、壮そう観かんだねえ。

ミユキ：本当に総そう力りよく戦なんですね……。

ＧＭ：そして、京都の地図がスクリーンに投とう影えいされます。




「では──今回の作戦について説明します」

　スクリーンの地図を指しながら、セルリーダー・プルガトーリオこと永石美奈子ながいし・みなこが説明を始める。今回は、京都の勢せい力りよく図ずを塗ぬり替かえる戦いなのだ。




ＧＭ：……というわけで、皆みなさんにも一いち枚まいずつお配りしておきます（と、打ち出した書類をプレイヤーに配る）。
















九鬼：今回はＭＡＰを使うのか。前回とはまた違ちがった感じだな。

朱香：覚えることが多そうだなあ……。でも、お母さんの説明を必死で覚えようと挙動不審な行動をしてます（笑）。

ＧＭ：「これが今回の作戦の概がい要ようよ」と、美奈子から説明される……という形で、今回の特とく殊しゆルールを説明します（と、ＭＡＰを広げる）。

一同：おお～。

ＧＭ：今回皆さんには、京都を舞ぶ台たいにＵＧＮとエリアの争そう奪だつ戦せんを行ってもらいます。目的は、このエリアすべてを制せい圧あつすることです。

晃士朗：なるほど、つまりは陣じん取とり合戦だな。

朱香：そう言われるとわかりやすい（笑）。

ＧＭ：はい。現げん在ざい確かく保ほしているのは、ＭＡＰで色が変わっている部分、「洛らく南なんエリア②」のみです。ここには今あなた方がいる『神曲』セルの拠きよ点てん、『マレボルジェ』があります。

ミユキ：つまり、ここに『至高天』があって、タクミもいるってことですね。

ＧＭ：そうです。では、次に制圧作戦の処しよ理りを説明していきますね。




▼基き本ほんルール

・各エリアに移い動どうし、必要な条じよう件けんを調べ、それをクリアすることで制圧となる。

・ＰＣ全員が一回ずつエリアでの行動を終えた時点で『ＵＧＮの反はん撃げき』が発生する。




九鬼：きっちり反撃はしてくるんだねえ。ま、当然か。

ミユキ：全面対決ですものね。




・『ＵＧＮの反撃』が終しゆう了りようした時点で一日が経けい過かし、〝一ターン〟が終了する。

・ひとりのＰＣは、一ターンにつきひとつのエリアにしか登場できない。




朱香：じゃあ、バラバラに行動するのも考えないとですね。

晃士朗：というか、個こ別べつ行動が前ぜん提ていだろうな。制せい限げん時間はあるんだろう？

ＧＭ：はい。一ターンは一日で、制限時間は五ターン。五日間経過するとＵＧＮ側の増ぞう援えんが到とう着ちやくし始め、自動的にクライマックスになります。その際さい、ＰＣ全員の侵しん蝕しよく率りつが［未み制せい圧あつエリア×２Ｄ10］点上じよう昇しようします。

九鬼：それはきつい！

ミユキ：ふたつ制圧し損ねたら、それでもう衝しよう動どう判はん定ていより大きいですよ（笑）。

ＧＭ：そういうことですね。その代わり、『シナリオの目的を達成した』の経けい験けん点に［最終的な制圧エリア×２］点を加算されます。




▼エリアの移動

・ターンの最初に、どのエリアに登場するかを決める。移動する場合、現げん在ざい地ちに隣りん接せつしたエリアにのみ移動可か能のう。

・制圧済ずみのエリア同士が隣接している場合、ひとつのエリアと見なす。




晃士朗：《ディメンジョンゲート》は使えるのか？

ＧＭ：そうですね。このシナリオ中に一度でも移動したエリアであれば移動可能とします。

晃士朗：了りよう解かい。

ＧＭ：で、次に行動の内ない容ようと具体的な判定方法を説明しますね。




▼エリアでの行動

・ＰＣが取れる行動は基き本ほん的てきに以下の四つ。一ターンにつきどれかひとつだけ行動できる。

『エリアの調ちよう査さ』：現在地エリアの制圧条件を調べる。〈情報：ＦＨ〉で、難なん易い度どは［６＋現在のターン数］に成功する必要がある。

『ＵＧＮの動向を探さぐる』：〈情報：ＦＨ〉で難易度［５＋現在のターン］に成功すれば、次ターンにＵＧＮがどこに出しゆつ現げんするかがわかる。

『制圧行動』：『エリアの調査』が終了している場合、その条件を満たすことで現在いるエリアを制圧することができる。

『エリアの防ぼう衛えい』：『ＵＧＮの反撃』に対してリアクションを行うことができる。




ミユキ：移動して、調査して、制圧する、っていう三つのステップが必要なんですね。

晃士朗：結けつ構こう手間だな。それに加えてＵＧＮの反撃にも備そなえないといけないし。

朱香：防ぼう御ぎよはあたしに任まかせてください！

九鬼：というか、基本的に朱香頼だのみだねえ（笑）。

ＧＭ：最後に、そのＵＧＮの反撃について説明します。




▼ＵＧＮの反撃

・毎ターン、ＵＧＮの制圧部隊がいずれかのエリアに出現する。ＵＧＮが出現したエリアに『エリアの防衛』を選せん択たくしたＰＣが居いない場合、そのエリアはＵＧＮに制圧される。

・『エリアの防衛』を宣せん言げんしたＰＣがいる場合、攻こう撃げきの判定を行う。ＰＣが［戦せん闘とう不ふ能のう］にならなければ、そのエリアは防衛したこととなる。




ミユキ：ＵＧＮが制圧しちゃったエリアはどうなるんですか？

ＧＭ：それは改めて制圧条件をクリアすれば『神曲』セルが制圧できます。ただし、本ほん拠きよ地ちである「洛南エリア②」を制圧された場合、そこで処理は終了、クライマックスになります。

九鬼：もしそうなると大分厳きびしくなるねえ。侵蝕率もそうだし、何より経験点が！（笑）

朱香：お母さんのいるところだもん、絶ぜつ対たい守るよ！

ＧＭ：それと、Ｄロイス〝工作員〟を使用した場合、そのターンは『ＵＧＮの反撃』が発生しません。使用するタイミングはいつでも大だい丈じよう夫ぶです。

晃士朗：それはありがたいな。いざという時の保ほ険けんにできる。

九鬼：あ、それなら《インスピレーション》も何かに使える？

ＧＭ：はい。『エリアの調査』『ＵＧＮの動向を探る』に《インスピレーション》を使用した場合、自動的に成功です。この場合は行動したと見なさず、別の行動が行えます。

九鬼：おおお、つまりいきなり《インスピレーション》で調査して、自前の行動で制圧、ってのができるわけだね。

晃士朗：ふむ……これが五日間に及およぶ、京都の影かげを舞台にした争奪戦──ってことか。

九鬼：しかも、経験点や侵蝕率にも影えい響きようしてくる。これは重要だ（笑）。

朱香：頑張って全部制圧したいね！

ＧＭ：なお、第０ターンとして、このシーンで各自一回ずつ以下の判定が可能です。




・一ターン目のＵＧＮの動向

・洛南エリア①の制圧条件

・情報収集：タクミの異い変へんについて　〈知ち識しき：至高天エンピレオ〉〈意い志し〉　難易度８

・情報収集：真田の現げん状じようについて　〈情報：ＵＧＮ〉〈知識：レネゲイド〉　難易度６




ＧＭ：本来そのエリアに移動しないと制圧条件の調査はできませんが、第０ターンのみ省しよう略りやくします。なお、洛東エリアは一度攻せめ込こんでいるため、すでに制圧条件が判はん明めいしています。

晃士朗：ああ、一話目の時の研究施し設せつか。（ＭＡＰを見て）確たしかに最初から書かき込こんであるな。戦闘に勝利する……つまりここに行くと戦闘が発生するってことか。

ＧＭ：そういうことですね。

ミユキ：情報収集は、ほぼ私わたしと九鬼さん専せん用ようですね（笑）。

九鬼：まあね。真田の様子は晃士朗には興きよう味みないだろうけど……（ミユキと朱香を見る）。

ミユキ＆朱香：（顔を見合わせて）…………うーん。

晃士朗：……ひとまず、先に仕事を片かた付づける。考えるのはそれからだ。

九鬼：はいはい。んじゃ、始めましょうかねえ。

ＧＭ：では、美奈子が「各自、武ぶ運うんを祈いのります」と告げて、会議は解かい散さんになります。ここから、判定に移りましょう。

晃士朗：さて、始めるとするか。




　ここではまず、朱香が「洛南エリア①」の制圧条件を、晃士朗が第一ターンでのＵＧＮの動向を調べる。双そう方ほう危あぶなげなく成功し、以下の情報が開かい示じされた。




▼洛南エリア①

　九く条じよう通以南、南区及び伏ふし見み区くの一部などを含ふくむエリア。桂かつら川がわを挟んで洛らく西せいエリアに繫つながる。比ひ較かく的てき京都の中心部から離はなれた地ち域いき。

 『神曲』拠点のごく近くであり、ＵＧＮの勢せい力りよくはそれほど強くない。以下のいずれかの判定で制圧可能。




・ＦＨの人員を動員し、人じん海かい戦せん術じゆつで制圧する〈調達〉　難易度11

・ゲリラ戦を仕し掛かける〈白兵〉〈射しや撃げき〉〈ＲＣ〉　難易度15

・情じよう報ほう戦せんを仕し掛かけ、イニシアチブを取る〈知識：機械工学〉など、適てき切せつな〈知識〉技ぎ能のう。難易度９。《セキュリティカット》を使用すれば〈ＲＣ〉で判定可能。




・ＵＧＮの動向

　ＦＨ側から仕掛けているため、ＵＧＮの対たい応おうは一手遅おくれる。そのため、第一ターンではＵＧＮは行動しない。




晃士朗：洛南エリア①の制圧はそれほど難むずかしくなさそうだな。第一ターンは防御も気にしなくてよさそうだし、今のうちに手を進めておくのがいいだろうな。

九鬼：んじゃ、俺おれはブレイクエンドの現状について調べておこう。……よし、判定は成功。




・真田の現状

　前回の戦闘以来、体内のレネゲイドのバランスが崩くずれており、通つう常じようの治ち療りよう手しゆ段だんはもちろん、《リザレクト》をはじめとしたエフェクトの効こう果かも薄うすれている。実じつ質しつ戦闘不能であり、原げん因いんもわからないため、ＵＧＮ側は憂ゆう慮りよしている。

　また、同時期からしばしば幻げん聴ちようを聞くようになっている。




九鬼：幻聴ねえ……。オープニングでも言ってたし、この情報は共有しておこう。

朱香：怪け我がが治ってないんだね、真くん……。

ミユキ：……やっぱり、心配しちゃうよね。私もタクミが心配だから、何が起こっているか調べます。〈知識：至高天〉で判定して……５レベルあるので、達成値12で成功。

ＧＭ：了解しました。……では、ミユキは直感的に、タクミの意い識しきがそこにいない、というのがわかります。呼よびかけても返事がないのは、そこに彼かれがいないからですね。

ミユキ：ええええ？　ど、どこかに行っちゃった、ってこと……？

ＧＭ：はい。ただ、『神曲』セルの研究員が確かく認にんしても、外見上や生命反はん応のうは変化がありません。意識だけがぽっかり抜ぬけている、という感覚でしょうか。

ミユキ：そんな……。

晃士朗：その話をするなら俺は《彼方かなたからの声》を使うぞ。ケルベロスのメンバー以外には聞かせたくない話だ。なにせ、そんな事はミユキにしか分からんだろうからな。

ＧＭ：了解です。では、この話は他には漏もれません。

晃士朗：よし。詳くわしいことを話せ、ミユキ。

ミユキ：……タクミの様子がおかしいんです。今、あの子は『至高天』の中にいない。

朱香：どういうことなの？

ミユキ：……私にも、詳しいことは。でも、随ずい分ぶん焦あせってるのはわかりました。このままじゃ──って、何か言おうとしていたんです。

九鬼：なぁるほど……。

朱香：そうなんだ……。心配だね、ミユキちゃん……。

晃士朗：……幸い、と言うべきか、俺たちはこれから京都全ぜん域いきを回る。何か情報があれば、対ＵＧＮだけでなくタクミのことも気にする必要があるだろうな。

ミユキ：リーダー……ありがとうございます。

晃士朗：『至高天』に関することなら全員に関わってくる。お前のためじゃねえよ。

ミユキ：はいっ。私も、気づいたことがあれば報ほう告こくします！




　ブリーフィングルームをあとにし、活動を始める『神曲』セルのエージェントたち。

　かくして、五日間に及ぶ闘たたかいの幕まくが上がった──。







◆Middle02◆蠢しゆん動どう、ケルベロス

Scene Player ── 闇条晃士朗




　ＵＧＮ京都支し部ぶ殲せん滅めつ作戦、第一日──。

　ＦＨセル『神曲』のメンバーは、精せい鋭えい部隊ケルベロスを中心に行動を開始した。

　果たして、勝利の女神はＦＨとＵＧＮのどちらに微笑ほほえむのだろうか？




◆第一ターン

ＧＭ：それでは、まずは第一ターンを始めましょう。最初は移動からです。

九鬼：晃士朗。どう動く？

晃士朗：そうだな……。




　ＭＡＰを見ながら一同が相談した結果、第一ターンは以下のように動くことが決まった。

・ミユキ、朱香……洛東エリアに移動

・晃士朗……洛南エリア②に待機

・九鬼……洛南エリア①に移動




晃士朗：これで行こう。うまく洛東、洛南①ともに制圧できれば、次のターンで俺も洛らく中ちゆう・洛らく北ほく・洛西に移動できる。

ミユキ：中央の洛中を押おさえておくと対たい処しよしやすいですね。

九鬼：そうだねえ。んじゃ、始めようか。

ＧＭ：決まりましたね。では、順番に処理をしていきましょう。まずは一番わかりやすい晃士朗からとします。




▼洛南エリア②　──闇条晃士朗

　このエリアは、地図上では東山区の南部から伏ふし見み区、山科区を含ふくみ、宇う治じ市しへと広がる。観光名所の多い地だが、特に有名なのは稲荷いなり神社の総そう本ほん宮、伏見稲荷大社だろう。

　そして──その奥おく、稲いな荷り山やまの地下深くに、『神曲』セルの拠点、マレボルジェが存そん在ざいする。

　山中に存在する「千本鳥とり居い」と呼よばれる約一万基の鳥居。それが織おり成なす神しん秘ぴ的てきな空間は、『神曲』セルの存在も包つつみ隠かくしているかのようだ。




晃士朗：さて、まずは俺がＵＧＮの動向を調べるぜ。伏見稲荷なら、山の上まで行って耳を澄ませる。……判定はちょうど７で成功だ。




　無数の鳥居が連なる道の真ん中で、晃士朗は目を閉とじ、静かに周囲に意識を集中させた。鳥居の赤に支し配はいされた空間には、今彼ひとりが佇たたずんでいる。

　音を操あやつるハヌマーンの能のう力りよくは、彼に京都中の声を聞き分けるという離はなれ業わざを演えんじさせた。




ＧＭ：了解です。次のターン、ＵＧＮは洛東エリアが制圧されていた場合、奪だつ還かんするために反撃してきます。洛東エリアが制圧されていない場合、動きはありません。

晃士朗：なるほどな。なら、洛東を落としたらそのまま朱香には待機してもらうか。

朱香：任せて！




▼洛南エリア①　──九鬼

　京都の中央部から外れ、九条通より南下する。この周辺は寺や民家、学校、企き業ぎようの建物などが混こん在ざいする、それなりに発はつ展てんした地域だ。中心部から外れているのと、稲荷山──『神曲』セルの支配地域からそう離はなれていないこともあり、ＵＧＮの勢力はさほど大きくない。

　このエリアを制圧にかかったＦＨ戦力の中に、『神曲』最強の男・九鬼の姿すがたがあった。




ＧＭ：では、次は九鬼の行動としましょう。すでにあなたと一いつ緒しよに来たエージェントが、ＵＧＮのエージェントと戦闘を始めていたりします。

九鬼：このくらいの勢力なら、撤てつ退たいさせるだけでも制圧した、ってことにはなりそうだねえ。

ＧＭ：はい。『神曲』に近いと言うのもありますし、ベッドタウン地域の特とく性せい上、このあたりにいるＵＧＮエージェントは近所の学校に通っていたり、企業に勤つとめていたりするイリーガルがほとんどです。正せい規きのエージェントほど統とう制せいはとれていないでしょう。

九鬼：んじゃあ、《セキュリティカット》で情報を混こん乱らんさせて、ＵＧＮの子たちを一いち網もう打だ尽じんにしよう。……よし、達成値10で判定は成功。『神曲』のエージェントに適てき当とうに指し示じを出しつつ、速やかに制圧しちゃうよん。

晃士朗：的てき確かくって意味での『適当』だな。

朱香：やるぅ（笑）。

九鬼：ま、こんなもんかな。さぁて、お仕事終了！　あ～、お腹なか減へった。




▼洛東エリア　──青峰ミユキ＆大門寺朱香

　景観法や周辺住民の意見も無む視しし、今出川通に建てられたＵＧＮの高こう層そうビル。

　そのビル内を、再ふたたびＦＨの戦力が急きゆう襲しゆうしていた。かつて少人数で潜せん入にゆうした作戦とは違ちがい、今度は十分な戦力を引き連れての制圧作戦。真正面から乗のり込こみ、殲滅する。そして──その先頭に立つのは、美しきふたりの少女。

　氷の戦せん姫き、青峰ミユキフエンリルバイト。

　炎ほのおの天女、大門寺朱香フエニツクスガード。




ＧＭ：では、第一ターンの最後は、ミユキと朱香で洛東エリアの制圧です。前ぜん巻かんで潜入した時とは違い、今回は正面からの強きよう襲しゆう作戦。ミユキと朱香は、その先頭に立っています。

朱香：あたしはいつもならミユキちゃんの前に出るんだけど、今日はなぜか半歩後ろにいる。……ねえ、ミユキちゃんは、強いよね。

ミユキ：どうしたの、急に？　いつもなら、守るね、って言ってくれるのに。

朱香：……そう思ったの。あたしなんかより、ミユキちゃんはよっぽど強いよ。

ミユキ：そんなこと、ないよ。朱香ちゃんがいないと不安になっちゃうもの。

朱香：ミユキちゃぁん……。でもね……。

ＧＭ：ええと……お取とり込こみ中恐きよう縮しゆくですが、そこで敵てき襲しゆうです。

朱香：あたしは……ごめん、なんでもない。そう言って籠こ手てをつけて、対たい峙じします。

ミユキ：うん、わかった。私も戦闘に頭を切きり替かえる。

ＧＭ：では、敵てきはトループが２グループ！　時間をかけるとその分増援が発生します！

ミユキ：行くよ、朱香ちゃん！

朱香：うんっ！




　──勝敗はわずか二ラウンドで決した。

　ＵＧＮエージェントの攻撃はすべて朱香に阻はばまれ、ミユキの攻撃は確かく実じつに一いち撃げきで１グループを壊かい滅めつさせたのである。




朱香：…………。




　だが、戦闘の危あぶなげなさとは裏うら腹はらに、朱香の表ひよう情じようには迷いがあった。

　軽やかに剣けんを振ふるうミユキの姿を見て、ポツリと呟つぶやく。

「……ミユキちゃん。ミユキちゃんのその強さは、どこから出てくるの？」




ミユキ：え？　でも、朱香ちゃんに守ってもらわないと、私だって……。

朱香：（首を振ふって）違うの。ミユキちゃんには、迷いがないもの。

ミユキ：朱香ちゃんには、迷いがあるの……？

朱香：……わかんないの。お母さんのために戦わなきゃいけないのは、わかるんだけど。




「でも、どうしたらいいのか、わかんないの──」

　そう言って、涙なみだをこぼす朱香。彼かの女じよの心がこれほど揺ゆらいだのを見るのは、ミユキにとって初めてのことだ。朱香自身も、自分の心の揺ゆらぎに混乱しているのだろう。

　──そんな朱香を、ミユキはそっと抱だきしめた。




ミユキ：……真くんと戦いたくないのね？

朱香：……うん。少し前まで、あたし、こんなに迷まようことも悩なやむこともなかったのに。

ミユキ：朱香ちゃん……私もこの先のことはわからないわ。

朱香：え……？

ミユキ：こうやって戦って、本当にタクミが戻もどってくるのか、確かく信しんはないの。でも、それしかないから──こうして剣を振るうことしか、私にはできないから。

朱香：ミユキちゃんも……あたしと、同じ？　先のことはわからないから、目の前のことを、なんとかするために、戦う……。

ミユキ：うん。でも、これが正せい解かいかどうかなんてわからない。

朱香：……わかった。あたしはミユキちゃんを失いたくないから、ミユキちゃんを守るよ。

ミユキ：私も朱香ちゃんを失いたくないから、目の前の敵はためらわず倒たおすわ。

朱香：えうう、ミユキちゃぁぁぁん！　抱だきついてわんわん泣いちゃうよ！

ＧＭ：では、そんなところでイベントが発生します。

ミユキ：え？　戦闘はもう終わったんじゃあ……。

ＧＭ：はい。これは、今回の作戦中に「ミユキと朱香がふたりだけで同じエリアに行く」という条件を満たすと発生する追加イベントです。

晃士朗：そういうのもあるのか！

九鬼：今後の移動も慎しん重ちようにしないといけないねえ。

朱香：えっと、何が起こるんでしょう。

ＧＭ：戦闘が終わり、あなたたちが少し話していると、そこに新たな人ひと影かげがあります。

ミユキ：人影？

朱香：それって……見覚えのある顔ですか。

ＧＭ：はい。そこに居いるのは、よく見知った、ひとりの少年の姿です。

朱香：ＧＭ……。眼鏡めがね、かけてきてますか？

ＧＭ：かけてます。つまり〝ブレイクエンド〟ではなく、柾木真として姿を現しています。

朱香：やっぱり……。

ミユキ：真くん……。

ＧＭ：「久ひさしぶり──ってわけでもないか」

朱香：うう……ブレイクエンドなら迷まよわないけど、真くんの格かつ好こうで来たらぐらっときちゃうよう。やだよう、あたしを揺ゆさぶるなー！

ミユキ：……ねえ、どうしてあなたがここに？

ＧＭ：「教えてもらったから、だよ。ふたりがここに来るって」そう言って、真はまだ息のあるエージェントを助け起こしたりしています。

ミユキ：教えてもらった？　一体誰だれに？

ＧＭ：彼はミユキの方を見て、言います。




「……タクミくんに教えてもらった」




一同：ええええええええええええええええ!?

ミユキ：どういうこと……？　タクミのことはＵＧＮには知られてないはずよね？

ＧＭ：そのはずです。

ミユキ：どうして真くんがタクミのことを……。

ＧＭ：真は黙だまって首を振るだけです。「……タクミくんが、何か伝えたがってる。それだけ言っておきたかった」

ミユキ：タクミが……？

ＧＭ：「……詳しいことがわかれば、伝えたいんだけど」

ミユキ：タクミは今どこにいるの!?

ＧＭ：「……ごめん。僕ぼくもはっきりとはわからない──ただ、彼の声を何度か聞いたんだ」そう言って、真は立ち去ろうとします。「また──会いに来るよ」

ミユキ：なんで、あなたのところに……。一気に虚きよ脱だつしてへたりこみます。

朱香：み、ミユキちゃん！　慌あわてて支ささえて、おろおろします。




『至高天』の力を使ってでも救いたいと願う最愛の弟が、なぜ自分ではなく真のところに行ったのか──。少なからずショックを受け、呆ぼう然ぜんとするミユキ。その姿に戸と惑まどう朱香。

　戦場で立たち尽つくすふたりの通信機からは、『神曲』セルエージェントによる、ビルの制圧完かん了りようの報告だけが聞こえてきていた。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というわけで、第一ターン終了です。

晃士朗：……そうだＧＭ、入手した情報って共有してもいいのか？　今のビルで起こった出来事も含ふくめてだが。

ＧＭ：構かまわない、としましょう。一ターンが一日という長いスパンですしね。あとは、ミユキや朱香が話すのであれば、ですが。

ミユキ：……話すと思います。ひとりで抱かかえ切れそうにないですし。

朱香：そうだよね。

ＧＭ：わかりました。それとは別に、今後の方ほう針しんを決めたりするシーンを作成するのはもちろんＯＫです。

晃士朗：ＯＫ、わかった。……次はシーン作った方がよさそうだな。

ミユキ：そうですね、ちょっとＰＣとして話し合いたいです。

ＧＭ：わかりました。では、次はターンの合間ということにしましょう。

ミユキ：あ、それとここで真くんにロイスを取得しておきます。〝幸福感〟と〝嫉しつ妬と〟で、表に出ているのは一いち応おうポジティブ。

ＧＭ：わかりました。では、次のシーンです。







◆Middle03◆揺ゆれる心

Scene Player ── 青峰ミユキ




　第一ターンが終了し、洛南エリア①、洛東エリアを制圧に成功した。

　順調な滑すべり出だしだが、ミユキと朱香の表情は重い。




ＧＭ：では、第二ターンを開始する前にシーンを作ります。全員集合ですね。

晃士朗：ああ。ロングアイランドに帰ってきて、念のため《彼方からの声》を使って四人だけで話をする。いくら念を入れても足りねえくらいだからな。

九鬼：なるほど。俺はスツールに座すわってダーツしてよう。壊こわしたのは買かい換かえた（笑）。

ミユキ：じゃあ、私たちもやってこよう。

朱香：ふたりしてずーんと重苦しい雰ふん囲い気きで（笑）。

九鬼：よう、遅おそかったねえ……って、なんか暗いよ？

ミユキ：例のビルで、真くんに会いました。タクミに教えられて、私のところに来たって。

晃士朗：……お前の弟に？　どういうことだ？

ミユキ：私にもわかりません。ただ、真くんがそう言って……。

晃士朗：真……あいつか。

朱香：ミユキちゃん、大だい丈じよう夫ぶ……？

ミユキ：平気よ。大分落ち着いたから……。

九鬼：妙みような話だねえ。──あ、そういやあ作戦前にブレイクエンドに一度会ったんだが。

朱香：……九鬼さん、真くんに会ってたんだ。

晃士朗：おい、初めて聞いたぞ。またお前は勝手に敵とじゃれあいやがって

九鬼：そこは笑ってごまかす。あいつ、なんか幻聴が聞こえるってなことを言ってたねえ。

ミユキ：幻聴……それがさっき言ってたタクミの声なのかしら。

晃士朗：さあな。……だが、ブレイクエンドが聞いた声がタクミの声であろうがなかろうが、あいつがこちらの動きを摑つかんでいたのは事実だ。

ミユキ：……そう、ですよね。

朱香：うん……。それに真くんが噓うそつくとは思えない。

晃士朗：いっそただの幻聴のほうがマシだったかもな。本当にタクミだとすると、ミユキを追いかける、くらいの事はやってのけるだろう。

九鬼：だねぇ。そうなると──ミユキをどう動かすかも考えないといけなくなる。

朱香：真くん、また来るって言ってた。あんな怪我なのに……。

晃士朗：ああ、こっちもまた会わなきゃいけなくなったな。色々聞きたいことができた。

ミユキ：……どうしてタクミは、私のところに来てくれなかったのかな。

朱香：ミユキちゃん……。思わずきゅっと手を握にぎります。

ミユキ：うつむいたままその手を握り返す。ごめんね、こんな時に。でも──どうしてもそれが気になって。

九鬼：そう言えば聞いてなかったけど、タクミってどんな子だったんだい？

ミユキ：…………自じ慢まんの弟。私はそんなにできのいい方じゃないけど、あの子は勉強も運動もよくできて、友達もたくさんいて……。

九鬼：優やさしい子だったかい？

ミユキ：うん。モモを……うちで飼かってた犬を拾ってきたのも、タクミだったの。よく世話をしてて、すっごく仲がよかった。少し嫉妬しちゃうくらい。

九鬼：そうかい。……じゃあさ、彼は自分と他人の願い、どっちを優ゆう先せんする子だった？

ミユキ：…………！

晃士朗：自分──だったら、あんなナリになってまで姉あね貴きを助けたりしねえな。

ミユキ：……そうなの。優やさしい子だった。優しすぎて、自分を犠ぎ牲せいにしちゃうくらいに。




　再びうつむき、静かに嗚お咽えつするミユキ。

　話を聞きながら、九鬼は得心したような表情を見せていた。




九鬼：……なるほどねえ。そういう子なら、さぞブレイクエンドあいつに懐なつくだろうねえ。

ミユキ：言われてみれば──真くんとタクミは似にてるかもしれない。

朱香：ええ、そうなの!?

ミユキ：外見じゃなく、中身がね。

九鬼：……よくも悪くも、ミユキは他人よりも自分の願いを優先するだろう？

ミユキ：それを聞いて、少し顔がこわばる。

朱香：それのどこがいけないのよ！

九鬼：いけないわけじゃない。ただ、人には価か値ち観かんってもんがあるからねえ。

ミユキ：タクミがそうだから……だから、私じゃなくて、同じ価値観を持つ真くんのところに行ったの……？

九鬼：さてね。推すい測そくにさえなってない、ただのおじさんのぼやきさ。ぼやきついでに言うなら、外に出たのもミユキを助けるため、とかじゃないの？

ミユキ：私を？　そんな……。

九鬼：もちろん、確かく証しようは何もないけどね。

ミユキ：…………。

晃士朗：タクミの性せい格かくうんぬんはこの際さいどうでもいい。問題は、それで得た情報をブレイクエンドがＵＧＮにリークするかどうかだ。

九鬼：あいつがそんなタマだったら逆ぎやくに苦労しないよ。囮おとりに使ってそれで終わりさ。

晃士朗：そうか。なら……向こうからの接せつ触しよくを待つしかないのがナンだが、ミユキ。お前はもう一度ブレイクエンドに会う必要があるな。ヤツから情報を引き出せ。

ミユキ：……はい。それがタクミに繫がるなら、私はなんだってします。

晃士朗：作戦行動から外れろとまでは言わん。できるかぎり、ブレイクエンドと接触しろ。……明日、お前はひとりで行動するんだ。

朱香：（間かん髪はつ入いれず）ええー!?　さっき守るねって言ったのに！

晃士朗：朱香、お前は洛東エリアの防衛担たん当とうだ。どのみちミユキとは組めん。

朱香：それは、そうだけど……ミユキちゃん、ひとりで大丈夫なの……？

ミユキ：大丈夫よ。真くんがタクミのことを何か知ってるなら、むしろ望むところだわ。

朱香：危あぶなくなったら、あたしのところに来るんだよ？　待ってるから……！

晃士朗：……ミユキ、タクミがなぜブレイクエンドのところにいるかは、わからん。だが、俺たちはＦＨだ。奪うばわれたんなら、取り返して来い。

ミユキ：（力強く）はい、リーダー！

朱香：頑がん張ばってね、ミユキちゃん！

九鬼：そうだな……ミユキ、朱香。ひとつ確認させてくれ。

ミユキ：九鬼さん？

朱香：なによう。

九鬼：あのさ、お前さんたちの『居い場ば所しよ』はどこなんだい？

朱香：ファルスハーツだよ。当たり前じゃない。

ミユキ：ええ。ここが──ファルスハーツが私の居場所です。

九鬼：何の迷いもよどみもなく、そう言い切れるんだよね？

朱香：何言ってるの？　あたしがお母さんのそばを離はなれるわけないでしょ！　ミユキちゃんだって、タクミくんのそば、離はなれられないよね？

ミユキ：……うん。朱香ちゃんのそばも離れられないよ。

朱香：ミユキちゃぁ～ん！

九鬼：……そうか。けどさ、そこまでキッチリ決めなくてもいいんだよ？

朱香：え？

ミユキ：どういうことですか？

九鬼：居場所はひとつだけじゃない、ってこと。……ま、そのうちわかるさ。

ミユキ：そうでしょうか……。

朱香：……変な九鬼さん。

九鬼：おじさんが変なのは前からだよ？（笑）　んじゃ、お仕事に戻もどりましょうか。







◆Middle04◆闘とう争そう開始

Scene Player ── 大門寺朱香




　二日目──ＵＧＮも戦力を整え、ＦＨへの反撃を開始した。

　だが『神曲』セルも侵しん攻こうの手は緩ゆるめない。ケルベロスは、京都各地へ散る──！




◆第二ターン

ＧＭ：では、第二ターンです。まずは移動ですが、どのように動きますか？　現状、「嵯さ峨が・嵐あらし山やまエリア」以外にはすべて移動できます。

朱香：あたしはこのまま待機してＵＧＮ迎むかえ撃うてばいいんだよね。

九鬼：晃士朗、ミユキをひとりで動かすんなら洛中がいいんじゃねえの？　なんたって中心部だし、一番激げき戦せん区くになりそうだよ。

晃士朗：……囮にするんだったらそうだな。じゃあミユキ、お前は洛中エリアに向かえ。

ミユキ：わかりました。

九鬼：んじゃあ俺は……特に情報もないし、洛北エリアにするかな。この辺って鞍くら馬まや貴き船ぶねの辺りだろ？　湯ゆ豆どう腐ふのうまい店があるんだよ（笑）。

晃士朗：そんな理由かよ（笑）。

ＧＭ：では朱香は洛東に待機、九鬼が洛北、ミユキは洛中に移動ですね。

晃士朗：そして俺はここから動かず延えん々えんとＵＧＮの動きを看かん破ぱし続ける。

ＧＭ：綺き麗れいにばらけましたね。では、晃士朗から順に処理を行いましょう。




▼洛南エリア②　──闇条晃士朗

　第二ターンも晃士朗がＵＧＮの動きを調査するところから始まった。

　部下の情報収集チームを使い、的確に調査を続行する。




晃士朗：まずは俺だな。……登場で侵蝕率が９上がってダイスボーナスがついたな。判定も一度クリティカルして、達成値22で成功だ。

ＧＭ：了解です。では、第三ターンのＵＧＮの動きがわかります。




・〝クレセントエッジ〟雪村豪久ゆきむら・たけひさが、エージェントを引き連れて洛南エリア②に攻撃を仕掛ける。攻撃が二回発生する。

・〝クィーンビー〟高円寺真ま梨り子こが「洛中エリア」に待機する。第三ターンに制圧を行う場合、難易度が上昇する。




朱香：うわぁ、暑苦しい人だ。

晃士朗：あの熱血ハゲが来るのか。朱香に防御を任まかせるのは確かく定ていだな。

九鬼：んで、真梨子ちゃんか。なるほど、向こうも防衛してくるってわけだねえ。

ミユキ：このターンは洛中の制圧条件を調べないと行けないから、すぐにクリアは無理ですね。難易度が上がってるのを承しよう知ちで次のターンにやってみるか、一いつ旦たんスルーするか……。

九鬼：うーん……ミユキは真梨子に会いたい？

ミユキ：特には。私の中では、彼女との決着はついているし、タクミの方が大事です。

九鬼：……ひゅう、言い切るねえ。

晃士朗：ひとまず二ターン目を凌しのいでから考えるとしよう。




▼洛北エリア　──九鬼

　洛北。京都市街地の北部にあたり、鞍馬や貴船、大原の古こ刹さつ三千院のある地域だ。六月ともなれば、蛍の名所として貴船神社の蛍ほたる岩を訪おとずれる観光客も多い。

　そんな中、季節外れのコートを纏まとった男がふらりと現あらわれた。




ＧＭ：では、次は九鬼の行動ですね。エリアの調査は、二ターン目なので難易度８です。

九鬼：少し厳きびしいんだよねえ。……。あ、ＧＭ。《インスピレーション》を使うと手番を使わないから、そのまま制圧してもいいのかい？

ＧＭ：問題ありません。ただし、制圧条件がクリアできるとは限かぎりませんが。

晃士朗：制圧に何を求められるか、でまったく変わってくるからな。

九鬼：んー……いや、なら使うよ。手番を消費しないのは大きいし、情報収集より制圧の方が向いてそうだ。テセウスのハッキング能力を全開にする。《インスピレーション》！

ＧＭ：では、制圧条件がわかりますが──実は、このエリアは九鬼にはクリアできません。

九鬼：なぬ？

ＧＭ：洛北エリアには、ＵＧＮの訓練施設が存在しているのですが……。

九鬼：ふむ。そういや、鞍くら馬ま山やまは牛うし若わか丸まるの修しゆ行ぎよう地だもんねえ。

ＧＭ：それに肖あやかっているのでしょう。エージェントとしての能力は未み熟じゆくですが、熱意と数では負けない若わか者ものがひしめいており、クリア条件は「十体のトループを同一ラウンドで倒すこと」です。

九鬼：ん～、なるほど。範はん囲い攻撃のできない俺には、物理的に不ふ可か能のうだねえ。

晃士朗：……というか、ここは俺が行くしかねえな。

九鬼：くぅ、《インスピレーション》を一発無む駄だにしてしまった。浮ういた手番、どうしようかなあ。ＧＭ、応おう急きゆう手当セット買っていい？。

ＧＭ：問題ありません。

九鬼：……お、成功。応急手当セットの効果を持つ湯ゆ豆どう腐ふセットを買った（笑）。

朱香：湯豆腐食べに行くとか、観光気分だからダメだったんだよ（笑）。

九鬼：あ～、この店は豆腐の純じゆん粋すい性せいに重きを置きすぎてるんだよなあ……。この店はもっとダシを工夫した方がいいよなあ……。

晃士朗：ダメだ、グルメリポーターになってる（笑）。

九鬼：とりあえず、これはあとで朱香に渡わたしておこう。

朱香：わーい、ありがとう♪




▼洛中エリア　──青峰ミユキ

　洛中は京都の中心部に当たる。玄げん関かん口ぐちである京都駅や、京都一の繁はん華か街がいである河かわ原ら町まちを含む華はなやかなエリアだ。常つねに人で賑にぎわっており、だからこそ、重要な拠点とも言える。

　晃士朗に命じられ、ミユキは単身洛中エリアの調査に向かった。平日・休日を問わず人の多い地域だ。制せい服ふく姿すがたの女子高生が紛まぎれ込こむことはたやすい。




ミユキ：次は私ですね。エリアの調査は、財ざい産さんポイントを２点使って成功。

ＧＭ：了解です。洛中エリアの制圧条件は以下です。




・京都中心部であるため、ＵＧＮが腰こしを据すえて防御している。登場したＰＣが攻撃を行い、合計で50点以上のダメージを出す必要がある。

・第三ターンには高円寺真梨子が防衛に回り、必要なダメージが＋20される。




ミユキ：次のターンだと70点必要ですね。九鬼さんと一緒ならなんとかなるかも。

ＧＭ：さて、ミユキがひとりになったらイベントが発生します。

ミユキ：あ、わかりました。……リーダーの読みが当たりましたね。

ＧＭ：はい。ミユキの前に、真が姿を見せます。




「……やあ」

　晃士朗の読みどおり、真はミユキに一対一で会いに来た。

　繁華街でひと組みの少年少女が出会って話す。それは、何の変へん哲てつもない日にち常じようの光景だ。

　ふたりが、オーヴァードでさえなければ。否いや、ＵＧＮとＦＨという敵てき対たい関係でなければ。




ＧＭ：「少し、話せるかな」

ミユキ：ええ。私も聞きたいことはあるから。

ＧＭ：「……ありがとう。立ち話もなんだから、少し移動しよう」そう言って、近くの喫きつ茶さ店てんに移動します。

ミユキ：それは黙って付いていきます。……で、話って？

ＧＭ：「まず、タクミくんのことだ。彼は、キミの……」

ミユキ：…………弟よ。

ＧＭ：「そうか……。家族、ってのはなんとなく想像はついてたんだけど。で、その弟さんは今元気にしてる──ってわけじゃなさそうだね」

ミユキ：……あなたに言う必要はないでしょ。

ＧＭ：「そうかもしれない。でも……無関係、ってわけじゃない」

ミユキ：……ねえ、真くんはタクミから何を聞いたの？　どうやってタクミと話したの？　タクミは──今、どんな状じよう況きようなの？

ＧＭ：「タクミくんの声は、たまに聞こえてくるだけなんだ。ちょうど、幻聴みたいに」

ミユキ：そうなの……。

九鬼：オープニングのアレか……。

ＧＭ：「ただ──彼は」と言って、真は自分の身体を指します。「ここにいるんじゃないか──って思う」

朱香：なんだって～！

ミユキ：思わず、周りをきょろきょろと見み渡わたしてしまいます。……で、最後に真くんを見つめる。ここに、いるって……。

ＧＭ：「……ああ。実じつ際さい、怪我の治りきらない今の僕は動ける身体じゃない。なんとか動けてるのは、彼が力を貸かしてくれてるからなんだと思う」

ミユキ：ＧＭ、『至高天』の前でしていたように、心の中でタクミに呼よびかけます。タクミ、私がわかる？

ＧＭ：『至高天』の中に居いたタクミに呼びかけていた時と同じように、そこに──真の中に彼が居ることはわかります。逆に言えば、それ以上の感かん情じようや意志はわかりません。

ミユキ：本当、みたいね。タクミ……どうしてそんなことを。

ＧＭ：「……青峰さん」

ミユキ：なに？

ＧＭ：「タクミくんが今どうなってるか、僕にはわからない。けど、何か負ふ担たんはないのかな。僕を助けてくれている分──タクミくんが、無理をしているんじゃないか？」

ミユキ：それは……わからない。見た目は、何も変わってなかったもの。でも、あの子ならやりかねない……。自分よりも、他人を優先しちゃう子だから。

朱香：うう～、ここに出て行ってあげたいのに……。

ＧＭ：「……そう、なのか」と、真はうつむき加か減げんに言います。

ミユキ：……心配してくれてるの？

ＧＭ：「……友達の弟だからね。心配するのは、当たり前だろう」

ミユキ：友達……か。ねえ真くん、あなたは一体何をしたいの？

ＧＭ：「前にも言ったとおりだよ。僕は、誰だれかを守るために戦いたい。そして──多大な犠牲を払はらってまで、願いを叶かなえるようなものを使うことは、止めさせたいって思ってる」

ミユキ：『至高天』を使うなってこと？

ＧＭ：「ああ。もうすでに、アレのためにどれだけの血が流されたかわからない。それに、これからも」

ミユキ：そうかもしれない。……でも、と言って店内のテレビを見上げます。

ＧＭ：テレビですか？

ミユキ：ええ。そこではスポーツニュースが流れてるんですよ。野球とか、相撲すもうとか。

ＧＭ：ふむ……。では、真もミユキにつられてテレビの画面を見つめます。

ミユキ：……優ゆう勝しようして、表ひよう彰しよう台だいの上で祝福されるのは、ひとりだけよ。

ＧＭ：おおお……流石ミユキ（笑）。

九鬼：なんという弱肉強食の理り論ろん（笑）。

ミユキ：どうしても同じ物が欲ほしかったら、それは奪うばい合あいにしかならないでしょ？

ＧＭ：「その考えは、認みとめたくはないけどわかるよ。でも、そのために何かを犠牲にするのは、違ちがう気がする。いや、もっと単たん純じゆん化かした方がいいな」




　ミユキの目を見て、真はハッキリとした言葉で告げる。

「自分のために人の命を奪うばうんだったら、それは獣ジヤームと同じだ」




ミユキ：……そうね。私はもうジャームなのかもしれないわ。

ＧＭ：「青峰さんはそうじゃない、って思ってる。大門寺さんやピッツァと会ってる時や……タクミくんの話をしてる時は、自分のことしか考えない人には見えない」

ミユキ：……そう。寂しそうに頷うなずくけど、少し不ふ快かいです。

九鬼：そりゃそうだろうな。真っ向否ひ定ていされたようなもんだもの。

ミユキ：話は、それで終わり？

ＧＭ：「いや」と真は首を振ふります。「……青峰さんに渡したいものがあるんだ」と、真はいくつかの資し料りようを出します。

ミユキ：……これは？

ＧＭ：それには、あるＦＨのエージェントが、ＵＧＮに接触を図ろうとしていた、という内容が書かれています。そして、そのエージェントですが──。




　資料に書かれていた名前を見て、ミユキは目を見み張はった。

　──青峰タクミ。

　ＦＨを裏うら切ぎろうとしていたのは、彼女がこの世でもっとも愛し、大切に思っている存在だ。




一同：ええええええええ!?

ミユキ：どういうこと？　これは、いつのことなの？

ＧＭ：「三年と少し前、となってる。ただ、どういう理由で接触を求めたのかは分からないし、結局接触が果たされる前に彼は──タクミくんは行方不明になっている」

朱香：三年前っていうと、タクミくんが『至高天』に取とり込こまれた時だよね。

ミユキ：……ええ。真くんには言わないけど、接触しようとした日付を確認します。

ＧＭ：確認すると、接触しようとした直前に、あの事じ件けん──美奈子と十字傷の男との戦いに巻まき込こまれ、両親が死に、ミユキを助けるためにタクミは『至高天』に取り込まれています。

ミユキ：こんなことが……。資料をじっと見ています。

ＧＭ：「タクミくんは何かを知って、ＵＧＮに保ほ護ごを求めていた──と思うんだ」

ミユキ：タクミがあなたにそう言ったの？

ＧＭ：「いや──でも彼は、この資料の存在と青峰さんの居場所を教えてくれた。そう考える材料にはなると思う」

ミユキ：……そうかもね。この資料、私が持ってていいの？

ＧＭ：「うん。どうするかは任せるよ。それと……図々しいけど、お願いがあるんだ」

ミユキ：何？

ＧＭ：「僕がわかるのは青峰さんの居場所だけだから、さ。──大門寺さんに、会いたい、って伝えて欲ほしい。こっちからは連れん絡らくできなくなってるから」

朱香：やだ～！　いっぱいいっぱいになるもん！（笑）

晃士朗：なんか外野から拒きよ絶ぜつの声が（笑）。

ミユキ：……朱香ちゃんが会ってくれるか、分からないわよ。

ＧＭ：「それでも、一応伝えておいて欲しい。いいかな」

ミユキ：……わかったわ。

ＧＭ：「あさっての夕方。十七時から、最初に会ったところで待ってる」つまり、第四ターンの最後に、朱香がそこへ行けばイベントが発生します。

朱香：あーうー。どうしよう……（笑）。

ミユキ：朱香ちゃんに伝えておくわ。

ＧＭ：「ありがとう」と破顔して、伝票を取るとゆっくり席を立ちます。「そろそろ行くよ。あんまり長時間動けるわけじゃないんだ」

ミユキ：……ねえ、また会えるわよね？

ＧＭ：「うん。いつでも会いに行くよ。──大門寺さんとピッツァにも、よろしく」そう言って、彼は店を出る。

ミユキ：……見送って、しばらくしてから資料を抱えて出て行きます。これはリーダーやみんなにも見せないと……。

晃士朗：うーん……どこかのタイミングで、一度ミユキは『至高天』の様子を見た方がいいかもしれんな。

ミユキ：そうですね……。無理をしてる、っていうのが本当なら、『至高天』になにか異変があるのかも。っていうか、もう異変はあるんだけど。

ＧＭ：はい。ミユキが『至高天』に向かうとイベントが発生します。

ミユキ：わかりました。とにかく、一度みんなのところに戻ります。




▼洛東エリア　──大門寺朱香

　洛東エリア。景観を無視して建てられた高層ビルの中で、人知れず戦いが続いていた。

　ＦＨによって制圧された研究施設を奪還すべく、ＵＧＮの戦闘部隊が押おし寄よせる。

　迎むかえ撃うつは、ＦＨの戦闘部隊。陣じん頭とうに立つのは──〝フェニックスガード〟大門寺朱香。




ＧＭ：というわけでお待ちかねの、ＵＧＮの攻撃のコーナーです。

朱香：真くんのことは気になるけど、今はこっちに集中しないと……。

ミユキ：頑張って、朱香ちゃん。

朱香：うんっ！　来るなら来いっ！

ＧＭ：「研究室が制圧されただと!?」「取り戻せーっ！」と言いながら攻撃してきます。まずは命中判定から。

晃士朗：なるほど、回かい避ひに成功しても防衛できたことになるのか。

ＧＭ：そうです。リスクは高いですけどね。では、ＵＧＮ戦闘部隊が攻撃します！




　数十名の戦闘部隊が、様々な武ぶ器きやエフェクトを駆く使しして攻撃を仕掛ける。

　だが、朱香はほとんどエフェクトも使わずにガードし、受けたダメージは15点。ダメージの総そう量りようとしてみれば少なくはないが、朱香のＨＰは60もあるのだ。




朱香：全然平気だもん！

ＧＭ：予想はしてたが、やはり恐おそろしい。

朱香：あ、《鋼はがねの肉体》を使っていいですか？

ＧＭ：ええ、問題ありません。

朱香：あ、じゃあ使っておきますね。……全ぜん快かいしました♪

ＧＭ：くっ……！　だ、だが次のターンは雪村が参戦する！　これで勝ったと思うなよ！

朱香：誰が来たって一緒だもん！

九鬼：頼もしいねえ。

朱香：それよりも、あたしはミユキちゃんが心配！　早く帰って会いたい～。

ミユキ：うん、私も。

ＧＭ：仲がいいなあ、ホントに。では、これでシーンを終了しますね。






鞍馬や貴船　どちらも京都市の左京区にある地名。山間部にある鞍馬寺や貴船神社が有名。ここではやや東部の大原あたりの観光地を含めたエリアを指している。









◆Middle05◆再さい会かいの時

Scene Player ── 青峰ミユキ




　二日が経けい過かし、制せい圧あつしたエリアは三箇か所しよ。戦局は圧あつ倒とう的てきに『神曲』セル側が優ゆう勢せいである。

　だが、タクミの行方は杳ようとして知れず、真との関係もはっきりとはしない。それは少なくとも、ミユキにとってはなによりも解かい決けつすべき問題だった。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




◆第三ターン

晃士朗：第三ターンだな。俺おれは洛らく北ほくエリアしかない。ここはＵＧＮの動向は調べず、一気に二箇所落とそう。第四ターンは俺がＤロイス〝工作員〟を使ってＵＧＮの攻こう撃げきを防ふせぐ。

九鬼：俺とミユキは洛らく中ちゆうエリアだよねえ？

ミユキ：ええ。タクミのことは気になるけど……このターンで洛中は抑おさえておきたいですし。

朱香：あたしは洛らく南なん②ですね！　来るなら来い、暑苦しい人！（笑）




▼洛北エリア──闇条晃士朗

　京都府京都市左京区某ぼう所しよ。牛うし若わか丸まると鞍くら馬ま天てん狗ぐの逸いつ話わさながらに、鞍くら馬ま山やまに巧こう妙みように隠かくされたＵＧＮの訓練施し設せつ。晃士朗はそこに単身乗のり込こむ。

　隠おん密みつも、奇き襲しゆうも不要。空間を捻ねじ曲まげたゲートを開き、訓練生たちのど真ん中に降おり立たつ。

　隻せき眼がんで周囲をねめつけ、晃士朗は鮫さめのような笑みを浮うかべた。




ＧＭ：では、晃士朗が向かったＵＧＮの訓練施設です。

晃士朗：正面から行くぜ。俺にとっちゃ、数は有利不利に関係ねえ。出だし惜おしみなしだ。《サイレンの魔ま女じよ》＋その他で……達成値ちは34。

ＧＭ：こちらは10グループのトループが《アクロバット》＋《リフレックス：ハヌマーン》でそれぞれ回かい避ひ。１グループでも回避に成功すれば制圧は失敗ですが……　全員回避失敗！

晃士朗：ヒヨッコの割りには頑がん張ばったが、そこまでだ。ダメージは36点。




　晃士朗の周囲に吹ふき荒あれる黒い竜たつ巻まきが、百人に及およぶ訓練生たちを塵ちりへと変えていく。

　風が収おさまった時、人の姿すがたは晃士朗以外には見えなかった。

　あとにはただ、黒い塵がはらはらと舞まうのみ──。




ＧＭ：……それはひとたまりもない。これで洛北エリアは制圧されます。

晃士朗：はん、こんなもんかよ。さっさと撤てつ収しゆうするぜ。




▼洛中エリア　──青峰ミユキ＆九鬼

　人通りも賑にぎやかな京都市の中心部で、ミユキと九鬼は合流する。女子高生とコート姿の中年男の組み合わせは少しちぐはぐだが、群ぐん衆しゆうにまぎれてしまえば目立つと言うほどのこともない。それに、ほんの数分後に、市街地を舞ぶ台たいにＵＧＮとＦＨの戦いが始まるのだ。

　──そしてそれは、ミユキにとってはかつての友との再会を意味していた。




ＧＭ：では、次は洛中エリアの処しよ理りに移うつります。登場はミユキと九鬼。中心部だけあって活気があり、人通りも絶たえませんが、それだけにエージェントを配置しやすくはあります。

九鬼：ＦＨこちらにとってもＵＧＮあちらにとっても、ってわけだね。

ＧＭ：そういうことです。大小の通りが交差し、碁ご盤ばん目め状じようになった京都ならではの地理もそれに一役買っており、結果的に状じよう況きようはイーブン。なので、戦力の要であるエージェント同士がかち合い、どちらかが勝利すれば、容よう易いに制圧状況が変化するというわけです。

九鬼：なるほどねえ。ま、でかいダメージを出せばいい、ってのはわかりやすいね。

ミユキ：早く済すませましょう、九鬼さん。

九鬼：そうだねえ。……そういやさ、昨日ブレイクエンド──柾まさ木きくんに会ったって？

ミユキ：ええ……。色々話はしたんですが、かえって疑ぎ問もんが増ふえただけでした。

九鬼：そっか。ミユキは、その話でなんか感じることはあったのかい？

ミユキ：そうですね……。ねえ、九鬼さん。




「ジャームかそうでないかの境さかい目めって、どこにあるんでしょうね」

　昨日の真との会話を反はん芻すうしながら、ミユキはそんな質しつ問もんを投げかけた。欲よく望ぼうのまま、すべてを犠ぎ牲せいにする自分は、ジャームなのではないだろうか──。

「そうだねえ、そりゃ簡かん単たんだよ」

　深しん刻こくな表ひよう情じようのミユキに、九鬼はいつもの飄ひよう々ひようとした笑顔で答える。

「変われるか、そうじゃないか──さ」




ミユキ：変われるか、どうか……？

九鬼：そそ。だってそうだろ？　自分が間ま違ちがってると思ったら、そんな自分を変えればいい。ジャームってのはさ、もう周りが見えないんだ。そんな連中は変わりようがない。変えようがない。自分しか、居い場ば所しよがないんだ。

ミユキ：私わたし……私は……。

九鬼：お前さんには朱香や晃士朗や……俺なんかの仲間がちゃんといる。ちゃんと仲間を見てるじゃないか。なら大だい丈じよう夫ぶさ。自分の居場所をしっかり作っていける。

ミユキ：──居場所を作る？

九鬼：ああ。人間は自分の居場所を自分で作れるもんだ。

ミユキ：……そうですよね。

ＧＭ：そんな話をしつつ、四条河かわ原ら町まち──四し条じよう通どおりと河原町通の交差する、大きな交差点に差さし掛かかったところで声がかかります。「でも、私の居場所を奪うばったのはあなたよ」

九鬼：……おやおや。

ミユキ：来たのね、真ま梨り子こ。

ＧＭ：「ええ。久ひさしぶりね、ミユキ」そう言って、真梨子は《ワーディング》を展てん開かいします。少し髪かみを切った彼かの女じよは、女子高生には不釣り合いな、巨きよ大だいな二挺ちようの銃じゆうを両りよう脇わきに抱かかえ、憎ぞう悪おに満ちた視し線せんをミユキに向けています。

ミユキ：そうね……。元気そうで何よりよ。

ＧＭ：「……ママの恨みを晴らせるって思ったら、自分でも不思議なくらい高こう揚ようしてるわ」

ミユキ：そう。本当に、真梨子はもう大丈夫そうね──。なら、私はタクミのことだけに集中できる。立たち塞ふさがるなら、排はい除じよするわ。

九鬼：助けるために必要だったとはいえ……色々複ふく雑ざつだよ、おじさんは。……ま、やるべきことをやろうか。

ミユキ：ええ。

ＧＭ：真梨子も銃──スナイパーライフルとＰＤＷを構かまえる。同時に、周囲のワーディングされている人たちの中からＵＧＮのエージェントが現あらわれて、街中で戦せん闘とうが始まります。

ミユキ：……行くわよ、真梨子！

ＧＭ：「来なさい、ミユキ！」




　ワーディングの影えい響きよう下、時が止まったように人も車も動きを止めた大交差点。動いているのは、ＦＨとＵＧＮ、それぞれのオーヴァードだけだ。

　その中でミユキが剣けんを、真梨子が銃を構える。

　あの日道が分かたれてから、再ふたたび交わる時が来たのだ。




ＧＭ：ここは単たん純じゆんにダメージ量で制圧の成せい否ひが決まります。距きよ離りは関係なし、回避も行わないので、命中判はん定ていをしてダメージを算出してください。

九鬼：よし、じゃあまずは俺が行こうか。《コンセントレイト》＋《コントロールソート》＋《マルチウェポン》＋《ヴァリアブルウェポン》で命中は23、ダメージは……40！




「テセウス、第一段階限定解除フアーストリミテツドリリース」

　九鬼のコートから隠かくし腕うでが伸のび、据すえ付つけられた高周波ナイフがＵＧＮのエージェントを蹴け散ちらしていく。ほんのわずかの間に、その半数以上が倒たおされていた。




ミユキ：私も今組み合わせられるものは全部組み合わせます。《氷炎の剣》を作さく製せいして、《コンセントレイト》＋《結合粉ふん砕さい》＋《炎ほのおの刃やいば》！　……命中が38で、ダメージ39点！




　無言のままでミユキが氷の剣を振ふるう。

　冷気を纏まとって繰くり出だされる斬撃は、細ほそ腕うでからは想そう像ぞうもつかない殺さつ傷しよう力りよくを秘ひめ、ＵＧＮのエージェントたちを切きり裂さいていく。




ＧＭ：……お見事。それで突とつ破ぱ成功ですね。

ミユキ：私たちの勝ちよ、真梨子。

ＧＭ：「くっ……！」真梨子は下した唇くちびるを嚙かみ、撤てつ退たいを開始します。というわけで、洛中エリアは制圧ということになります。

ミユキ：……行きましょう。朱香ちゃんとリーダーが待ってます。

九鬼：ああ。戻もどるとしようかねえ。

ＧＭ：その前に、「洛中エリア」を制圧した際さいにひとつのプロテクトデータが手に入ります。

ミユキ：データ？

ＧＭ：ＵＧＮの重要拠きよ点てんである「洛中エリア」を制圧したため、マテリアル及び『至高天』に関する重要なデータが入手できます。そして、そこにはブレイクエンドの現げん状じように関することも含ふくまれています。

ミユキ：真くんの!?　それはタクミとも関係するかもしれないから確かく認にんしておきたい。

九鬼：中身はわかるかい？

ＧＭ：内ない容ようを確認するには、〈知ち識しき：セキュリティ〉で難なん易い度ど13の判定に成功し、データを解かい析せきする必要があります。ただし、判定できるのは一回きりです。誰だれかひとりでも判定し、失敗した時点でデータは消去されます。

九鬼：……そいつは厳きびしい。確たしかに重要そうなデータだねえ。

ＧＭ：もちろん、《インスピレーション》を使用すれば解析は可か能のうです。その場合は、たとえ判定に失敗したあとでもデータを抽ちゆう出しゆつできます。

ミユキ：どうしますか、九鬼さん。

九鬼：うーん……《インスピレーション》は一回分残ってるけど、まだ制圧のための保ほ険けんとして取っておきたいんだよねえ。

ミユキ：まだ攻めなきゃいけないエリアは残ってますしね。

晃士朗：それにあと二ターンあるし、急ぐことはないだろう。

九鬼：そういうこと。んじゃ、ひとまず保ほ留りゆうにするよ。

ＧＭ：了りよう解かいしました。




　ひとまず、ＰＣたちはデータの解析は後回しにすることに決めた。制圧を優ゆう先せんしよう、という判はん断だんだ。

　──だが、この判断が後々響ひびいてくるとは、まだ誰だれも気づいていなかったのである……。




▼洛南エリア②　──大門寺朱香

『千本鳥とり居い』と呼よばれる無数の鳥居が並ならび立たつ稲いな荷り山やま。

　その地下深くに存そん在ざいするＦＨセル『神曲』の本部施設、マレボルジェを目指してＵＧＮの戦闘部隊が迫せまっていると知った朱香は、防ぼう衛えい部隊の最前線に陣じん取どっていた。




ＧＭ：では、第三ターンのラスト、防衛の処理を行います！

朱香：よぉーし！　どんと来い！




　ＵＧＮの戦闘部隊が怒ど涛とうの如ごとく攻撃を仕し掛かける。だが、朱香は余よ裕ゆうの笑みだ。エフェクトも碌ろくに使用せず、ガードシールドの能のう力りよくだけを使用して攻撃を受けきる。

　結果16点のダメージを受けたが、朱香の残りＨＰは44。まだまだ余裕だ。




朱香：あとで《鋼はがねの肉体》で回かい復ふくしようっと。

九鬼：この安心感、まさに伏ふし見みに聳そびえる鉄くろがねの城しろ（笑）。

ＧＭ：だが、本命はこちら！　雪村が《インフィニティウェポン》で作製した十文字槍やりを振ふり上あげ、攻撃を仕し掛かけてきます。「ちぇすとぉぉぉぉぉッ!!」

朱香：出たなあ、熱血ハゲさん！（笑）

ミユキ：朱香ちゃんまで（笑）。

ＧＭ：「フラジャイルと同じことを言うなッ！　これは剃そっているのだァッ！」




　一度退しりぞけているとはいえ、ＵＧＮ戦闘部隊のリーダーたる雪村の攻撃は苛か烈れつである。朱香も本ほん腰ごしを入れて身み構がまえ、斬撃に備そなえていた。




ＧＭ：《カスタマイズ》＋《コンセントレイト》、その他組み合わせて攻撃。命中は38！

朱香：う、結けつ構こう大きい……。一いち応おう《氷盾》は使ってガードします。

ＧＭ：では、ダメージは……56点！

朱香：あぶなーい！　ええと、21点軽けい減げんして35点。ここは《氷雪の守護》も使う。……あ、すごい、３Ｄで27も出たよ！　結局受けたダメージは８点で、残りＨＰ36！

ＧＭ：……それはすごい。まさかＨＰが半はん減げんすらしないとは（笑）。

朱香：どんなもんだい、熱血ハゲさん！（笑）

ＧＭ：「剃っているのだッ！　ふざけているが、実力は本物か……。ここは一いつ旦たん退ひかせてもらうッ。だが、いずれ決着はつける！」

朱香：もう来なくていいやい！

晃士朗：とにかく、防衛は完かん璧ぺきに成功だな。

朱香：《鋼の肉体》使っておくね。……23回復して、ＨＰ59になりました。

ＧＭ：あ、あれだけやって結局残ったダメージは１点か……（笑）。

朱香：でも侵しん蝕しよく率りつはこれで99だよー（笑）。






牛若丸と鞍馬天狗の逸話　牛若丸（源義経の幼名）は、鞍馬山に住む天狗に剣術を習った、という伝説がある。

《アクロバット》　アクロバティックな動きで攻撃を避けるハヌマーンのエフェクト。

《リフレックス：●●》　反射能力を発揮し、リアクションを有利にする一般エフェクト。

四条通　京都の東西の通りのひとつで、京都最大の繁華街を形成する通り。

河原町通　京都の南北の通りのひとつ。京都の中心繁華街を形成している。









◆Middle06◆ＵＧＮの三人

Master Scene




　京都府某所の総合病院。とりたてて特徴もない、普通の病院だが、スタッフや経営陣はＵＧＮ京都支部の関係者で固められている。

　ここの三階にある病室に、ひとりの少年が入院していた。




ＧＭ：さて、ここで一度マスターシーンを挟んでおきます。

晃士朗：お、了解。

ミユキ：どんなシーンなのかしら。

ＧＭ：ここらでちょっとＵＧＮ側の描写をしておこうと思いまして。雪村と真梨子が、ブレイクエンドを見舞うシーンです。

九鬼：なるほどねえ。この子らの関係はちょっと気になってた。

朱香：あたしも気になる。仲いいのかなあ？

ミユキ：真梨子と真くん……か。

晃士朗：ついでに熱血ハゲだな。

朱香：ついで呼ばわり（笑）。

ＧＭ：で、視点は病室に移ります。ミユキと会った次の日、つまり三日目ですね。




　夕刻。面会時間終了間際の病室に、三人の少年少女がいた。個室のベッドに横たわっているのは、黒髪の少年──柾木真こと〝ブレイクエンド〟真田真人だ。

　傍らの椅子には、スキンヘッドの青年が腰掛け、器用に林檎の皮むきをしている。その隣では、表情のうかがえない少女が座っていた。

「まったく、無茶をしおって」

　スキンヘッドの青年──雪村豪久が、ウサギの形に切った林檎を皿に並べながら、細い目を更に細めて賢人を非難する。

「……雪村さんにあんまり迷惑かけないで」

　隣に座る高円寺真梨子も、林檎をひと切れ口に運んでから頷いた。

「……反省してるよ。どうしても行きたいところがあってさ」

　寝そべったまま、きまり悪そうに頰をかき、賢人は答えた。




ＧＭ：「だからと言って病室を抜け出して良い、という理由にはなるまいが。貴様はもう少しＵＧＮの一員としての自覚をだな──」と、雪村が延々と説教を始めます。

晃士朗：つくづくうざいな、この説教ハゲ（笑）。

朱香：でも、なんかほのぼのした光景だなあ……。ウサギ型林檎だし（笑）。

ミユキ：……真梨子も馴染んでる感じ？

ＧＭ：真梨子は雪村の説教に相槌を打ったり同調したりしています。随分信頼しているというか、懐いている感じですね。まるで兄妹のように見えます。

ミユキ：なるほど。……本当に新しい居場所ができてるのね。

朱香：あたしは真くんの様子が気になるよう……。

ＧＭ：ひとしきり説教が終わると、雪村は溜め息をつきます。「──とにかく、今はゆっくり養生しろ。その間のノートは取っておいてやる」

九鬼：……ノート？　ＧＭ、雪村くんって、一体何歳？

ＧＭ：真田と雪村は同い年で同級生と言う設定です。

朱香：ええええええ（笑）。

ミユキ：もっと学生っぽい描写してくださいよ！（笑）

晃士朗：……そういや、このハゲもチルドレンだったな。もっと年食ってると思ってた。




「いつも悪いな」と、笑う賢人。「ふん、もう慣れた」と、ぶっきらぼうに返す雪村。やがて、病院の面会時間は残りわずかとなっていた。

「……こんな時間か。高円寺、戻るぞ」

「はい」

　皿に残った林檎を口に放り込み、雪村が立ち上がった。数秒と遅れず真梨子がそれに続く。扉に向かうふたりに、賢人は声をかけた。

「あんまり無理するなよ、ふたりとも。……今回の戦い、厳しそうだからな」

「貴様に言われたくはないわ。怪我人らしく寝ていろ」

「……雪村さんに同意。あなたは大人しくしてて」

　賢人は答えず愛想笑いで返し──ふたりが病室を出て行ってから、小さく呟いた。

「……ごめん。あと一回だけ。無理させてくれよな」




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ミユキ：……あと一回って、約束のことよね。

朱香：うん……。ああああ、どうしよう～。

九鬼：しかし、病院を抜け出してまで会いたいんだねえ。

ＧＭ：まあ、会うかどうかは四ターン目のラストに朱香に決めていただければ（笑）。

朱香：わ、わかりました。どうしようかなあ……。






《カスタマイズ》　手にした武器を強化することで攻撃力を上げるモルフェウスのエフェクト。









◆Middle07◆王手

Scene Player ── 九鬼




　戦闘開始から四日目。「洛らく西せいエリア」、「嵯さ峨が・嵐あらし山やまエリア」の二箇所を残し、京都の半分以上がＦＨ──『神曲』セルの支し配はい下に置かれることとなった。

　決着に向け、オーヴァードたちの戦いは過か熱ねつしていく。




◆第四ターン

ＧＭ：では、第四ターンの移い動どう処理を行いましょう。

晃士朗：その前に、ターン開始時にＤロイスの〝工作員〟を使用する。このターン、ＵＧＮは攻せめてこられないようにするぜ。

ＧＭ：では、洛南エリア①に向かっていた真梨子の動きが阻そ害がいされ、襲しゆう撃げきがなくなります。

晃士朗：上等だ。あとは残るエリアの調ちよう査さ、それと第五ターンでのＵＧＮの動向だな。

九鬼：どこかで《インスピレーション》使う手もあるよ。なにせあと10侵蝕率が上がるともう一回使えるようになる（笑）。

ミユキ：さっきのデータのこともありますし、《インスピレーション》は温おん存ぞんしたいですね。

九鬼：このペースだとクライマックスまでに侵蝕率は[image: ]％超こえちゃうし、データを解析するのは、それからでいいんじゃない？

晃士朗：そうだな……。なら、ここで一気に「嵯峨・嵐山エリア」を制圧しよう。




　しばし相談の結果、以下のように動くことが決定した。




・ミユキ……洛南エリア②へ。『至高天』のもとに向かう。

・朱香……洛西エリアへ。

・晃士朗、九鬼……ともに嵯峨・嵐山エリアへ。




▼洛西エリア　──大門寺朱香

　洛西エリア。西京から長なが岡おか京きようあたりを含ふくむベッドタウンがここに含ふくまれるため、朱香のような少女がひとりで歩いていても違い和わ感かんはまるでない。

　誰も、彼女の外見からは──その出自や目的を知ることなどできないからだ。




ＧＭ：まずは朱香の判定から処理していきましょう。第四ターンなので難易度は10です。

朱香：〈情報：ＦＨ〉ならアイテムが使えるから……やった、クリティカル！　達成値16！

ＧＭ：では、洛西エリアの制圧条じよう件けんです。




・京都支し部ぶの司令部があるエリア。まずセキュリティを突破するため、〈知覚〉〈知識〉などで難易度11の判定に成功する必要がある。

・その後、ＰＣの攻撃で合計55点以上のダメージを与あたえれば制圧が可能。

・なお、セキュリティを突破した判定を行った場合、そのターンでは攻撃に参加できない。




ミユキ：流石に制圧条件が厳しいですね……。

九鬼：最低ふたり必要だからねえ。ターンに余裕があれば、セキュリティの突破とダメージを別々にできたんだろうけど。

晃士朗：……次が最終ターンだからな。朱香は防衛に回ってもらうとして、俺がセキュリティの解析、ミユキと九鬼で攻撃すればいけるだろう。

ＧＭ：なお、洛西エリアにはマテリアルがふたつ保ほ管かんされていることが判はん明めいします。

一同：おおー!!

九鬼：それが手に入れば、残りは三つ以下ってことか。いや、美み奈な子こが確かく保ほしてることは朱香には内ない緒しよにしてるので言わないけど。

朱香：そうなの。あたしにだけ内緒（笑）。

ミユキ：ごめんね、朱香ちゃん……。

晃士朗：ま、これは仕方ない。それより、次だな。




▼嵯峨・嵐山エリア　──闇条晃士朗＆九鬼

　嵯峨・嵐山エリア。桂かつら川がわに浮うかぶ嵐山公園、太秦映画村などで賑にぎわう観光地を、六月にコートの男と、辛しん気き臭くさい白しら髪がの男がふたりで訪おとずれる。

　まず九鬼の《インスピレーション》で制圧条件を確認し、その上でどちらかが制圧を、どちらかがＵＧＮの動きを調べる、という手はずである。




九鬼：んじゃあＧＭ、早速《インスピレーション》でこのエリアの制圧条件を調べるよ。ちなみに、これで《インスピレーション》がもう一回使えるようになった（笑）。

晃士朗：侵蝕率[image: ]％超こえたのか。ま、今回は出番が多いから仕方ねえ。

ＧＭ：了解です。では、以下の制圧条件が提てい示じされます。




・ＵＧＮの戦力はさほどでもないが、観光客が多いため、ワーディングを使用するにしても慎しん重ちようさが必要となる。〈知覚〉による難易度８の判定に成功すれば制圧が完かん了りようするが、失敗した場合、次のターンは別エリアに移動できなくなる。




晃士朗：移動できなくなるのは厳しいな！　最終ターンだし、いきなり詰つむぞ。

ミユキ：京都の観光客、恐おそるべし（笑）。

九鬼：しかし〈知覚〉か……。こりゃ俺が振ふるべきだろうねえ。

晃士朗：俺はＵＧＮの動きを調べる必要があるからな。

九鬼：そうだＧＭ、この判定に《インスピレーション》は使えない？

ＧＭ：そうですね、構かまわないでしょう。通つう常じようの処理と同じように行動を消費しない、として構いません。

九鬼：ふー、一応の保険ができたな。

晃士朗：最悪、プロテクトデータの解析を捨すてて《インスピレーション》だろう。

九鬼：ま、とはいえ今はダイスも増ふえてるし、難易度８なら出るっしょ。




　そう言って、気楽に振ふったダイスは──。




九鬼：うええええええええ!?　一番大きい目が６ぅ!?

晃士朗：〈知覚〉レベルは!?

九鬼：……ゼロ、だ。仕方ない、《インスピレーション》を……使って大だい丈じよう夫ぶか？

晃士朗：ここで使わないと、移動ができなくなるから……洛西の制圧か、エリアの防衛のどちらかを捨てなきゃいけなくなる。使うしかないな。

九鬼：だよねえ。テセウスのサポートを受けつつ、制圧行動を進行させるよ。しかし、こんなところで《インスピレーション》を使い切るとは。

晃士朗：焦あせらせやがって。次は俺だな。第五ターンのＵＧＮがどこを狙ねらうか調べる。

ＧＭ：どうぞ。難易度は９ですね。

晃士朗：情報収しゆう集しゆうチームを使用して、達成値12で成功。

ＧＭ：最終ターン、ＵＧＮ側は制圧されたエリアのうち一箇所を取とり戻もどすために行動します。優先順位が設せつ定ていされており、今回は「洛中エリア」です。戦闘部隊、真梨子、雪村の合計三回の攻撃を凌ぐ必要があります。

朱香：なら、あたしは次のターンは洛中エリアだね！

ミユキ：朱香ちゃん、ひとりで大丈夫？

朱香：大だい丈じよう夫ぶだよ！　そう簡単にやられるあたしじゃないもん！

晃士朗：……わかった、なら任まかせる。

朱香：はぁいっ！

ＧＭ：では、次に『至高天』に向かったミユキですが……重要なイベントなので、シーンを個こ別べつに作成したいと思います。

ミユキ：あ、わかりました。







◆Middle08◆剝はがれ落おちゆくもの

Scene Player ── 青峰ミユキ




　真の言葉と現状、晃士朗の言葉、そして、自らの不安。それらにあと押おしされ、ミユキは一旦マレボルジェに戻もどってきていた。

　そして──異い変へんは、すでに起こっていた。




ＧＭ：では洛南エリア②、マレボルジェに戻ったミユキのシーンです。

ミユキ：登場しますね。侵蝕率は……うわ、10上がった。89（笑）。

ＧＭ：では「フェンリルバイト！　ちょうどあなたを呼よび出だそうとしていたところです！」

ミユキ：私を？　──まさか、タクミに何かあったの？




　階かい段だんを地下へ、地下へと降おりてゆき、やがて大きな門もん扉ぴをくぐり、コキュートスへと出る。

　アクリルガラス越ごしに佇たたずむ巨大な薔薇ばらは、いつもと変わらぬように見えた。ただ──

　その表面から、タクミの姿だけが剝はく離りしかかっていることを除のぞけば。




ミユキ：……タクミっ!?

朱香：ええええええ、どうなってるの!?

ミユキ：タクミ、返事して！　大だい丈じよう夫ぶなの!?

ＧＭ：ここにはいない──と言うことだけがわかります。

ミユキ：やっぱり、真くんのところなのかな……。

ＧＭ：では、ここで〈知識：至高天〉で判定してみてください。難易度は９です。

ミユキ：……14！

ＧＭ：……見た目はこうなっていますが、レネゲイドの状況には変化がない、という報ほう告こくがなされています。つまり、このままだと完全に剝がれ落ちて、タクミが取とり込こまれる前の姿になるでしょう。

ミユキ：……そうなったら、タクミはどうなるんですか？

ＧＭ：剝離した肉体は、『至高天』の一部とはいえなくなり、それ以上の生命維い持じができなくなります。つまり、死し亡ぼうです。

ミユキ：そんな……!!　そこまでして、どうして……。




　タクミが自分の意い志しで外に出ているのなら、自らを危き険けんに晒さらしてまでやりたいこと、伝えたいことがある、ということになる。

　だが、それがなんなのか、考えても答えは出てこない。




ミユキ：やっぱり美奈子さんに相談するしかない、かな……。

晃士朗：やっぱりそうなるよな。ＧＭ、ここで《ディメンジョンゲート》使って登場していいかな？　ちょっとミユキと話しておきたい。

ＧＭ：（少し考えて）……そうですね。第四ターンでの判定は終しゆう了りようしていますし、登場しても何らかの判定を行うことはできません。それでよければ。

晃士朗：ああ、それでいい。今ミユキにプルガトーリオのところに行って欲ほしくないんでな。

ミユキ：え？

晃士朗：というわけで……うお、10点上がった。更さらに《ディメンジョンゲート》で３点、これで侵蝕率は96になるが、更に《彼方かなたからの声》も使う。俺とミユキの会話を外に漏もらさないようにするのと、ミユキがプルガトーリオを呼よぶのも防ぐ。

ミユキ：えええええ？

晃士朗：驚おどろくミユキの腕を摑んで連れて行く。ちょっとこっち来い。

ミユキ：え、あれ？　リーダー？

晃士朗：で、結けつ論ろんからすぱっと言おう。ミユキ、プルガトーリオのところには行くな。

ミユキ：え？　でも、このままじゃタクミが……！

晃士朗：こうなってる原げん因いんもわかんねえんだろ？　確たしかめるのは、そこからだろうが！

ミユキ：……は、はい。

晃士朗：いいか、お前はマテリアルを介さずに『至高天』の中にいる存在と意志を通わせることのできる唯ゆい一いつの存在だ。『神曲』セルでも特別なんだよ。だからこそ、タクミがいなくなれば、お前の特とく別べつ性せいはそこで失われる。

ミユキ：……それって、つまり──どういうことですか。

晃士朗：適てき合ごう者しやと会話のできない、ただの青峰ミユキを、あのプルガトーリオが『至高天』の側に置くと思うか？

ミユキ：……リーダーが「信じるな」って言ってたのは、そういうことなんですか……？

晃士朗：お前や朱香の前じゃどうかは知らんが、プルガトーリオはそういう女だ。敗者の烙らく印いんをずっと押おし付つけ続け、束そく縛ばくする。

ミユキ：でも……。

晃士朗：まだある。この間お前がブレイクエンドから受け取った資し料りようだ。

ミユキ：…………あ。

晃士朗：タクミがＵＧＮに接せつ触しよくしようとした、ってのはどういうことだ？　その資料だけでも、あの女が信用できないって証しよう拠こになるぜ。

ミユキ：でも……だからって、どうしたらいいのか……。

晃士朗：プルガトーリオの手を借りず、『至高天』を手に入れる。それしかない。

ミユキ：で、でも。それって……裏うら切ぎりじゃないですか。

晃士朗：そうだ。──ミユキ、お前には言っておく。

ミユキ：……はい。




　隻眼でミユキを見み据すえながら、晃士朗は──決定的な言葉を継げる。

「この戦いが終わってマテリアルが手に入ったら、俺はＦＨを抜ぬける」




一同：おおおおお！

朱香：リーダーが遂ついに宣せん言げんしたーっ！

ＧＭ：ちょ、矢野さん？　矢野さん!?（笑）

晃士朗：いやあ、俺はもともとそういうキャラじゃないか（笑）。

九鬼：ま、まあ欲望が欲望だしねえ。

ＧＭ：そうなんですが、ここで来るとは……（笑）。

ミユキ：でも……どうして、それを私に？

晃士朗：お前を利用したいのさ。あと少しですべてのマテリアルが揃そろい、『至高天』は起動する。あの女は願いを叶かなえようとするだろう。

ミユキ：……ええ。

晃士朗：（にやりと笑って）その直前にお前にタクミに干かん渉しようしてもらい──阻そ止しする。横から搔っ攫さらえれば、なおよしだな。

朱香：リーダー、なんてことを！　うう……、どうして、あたしはここにいないの!?（笑）

晃士朗：いたらこんな話しはしてねえよ（笑）。

ミユキ：でも……リーダーの話が本当だったら、私は美奈子さんに騙だまされてる、ってことですよね。だとしたら、このままだとタクミは……。

晃士朗：助かる見込みはない……だろうな。

ミユキ：……わからない。どうしたらいいの？




　ぽろぽろと、ミユキの双そう眸ぼうから涙なみだが零こぼれ落おちる。

「教えてください、リーダー！　私はどうしたらいいの!?」

　泣きながら、やり場のない感かん情じようを晃士朗にぶつけ、ドンドンと胸むねを叩たたく。

　タクミがいなくなるかもしれない。だが、どうしたらいいのか、わからない──。




晃士朗：……ミユキが少し落ち着くのを待ってから、忌いま々いましそうに舌した打うちをしてから言おう。俺には──妹がいる。

ミユキ：え……？

晃士朗：妹は、俺がここにいることを知らない。だが、その妹は今どこにいると思う？

ミユキ：ふるふるふる、と首を振ふります。

晃士朗：……俺に毎回プルガトーリオの言葉を届とどけるのが、妹だ。そうやって、あの女は今でも俺に負け犬の烙印を押おし続けている。それだけじゃない。仲間も、プライドも──この右みぎ眼めも、すべて奪うばわれちまったのさ。

ミユキ：え、え……？　じゃあ、リーダーの戦いは、妹さんを……？

晃士朗：いや──妹を取り戻す、なんてのは俺の戦いじゃない。俺の欲望ねがいはお前のものとは違ちがう。あの女に──プルガトーリオに一ひと泡あわふかせてやる、それだけだ。

ミユキ：……涙をごしごし拭ふいて、一度深しん呼こ吸きゆうします。リーダーがここに留とどまって戦ってる理由が、少しわかった気がします。でも……すぐには答えは出せません。

晃士朗：それでいい。……だが、考えておいてくれ。

ミユキ：はい。あ、リーダー、その……ありがとうございます。

晃士朗：……？　不思議そうに眉まゆを顰しかめる。

ミユキ：きっと、話したくないことを話してくださいましたよね。

晃士朗：……さあな。

ミユキ：今私がすべきことは、美奈子さんのところに行くんじゃなくて、真くんに会うことです。……取とり乱みだしてすみません、リーダー。

晃士朗：……それでいい。俺としても、お前とタクミの両方が揃っていないと切り札として使えないからな。

朱香：ミユキちゃんがどんどんリーダーの方に行っちゃうよ～！（笑）

ミユキ：そうだ。……リーダーに、預あずかっていて欲しいものがあります。

晃士朗：なんだ？

ミユキ：これを──と、思い出の写真を渡わたします。

ＧＭ：なんと！

九鬼：それを渡わたすのか……!!

晃士朗：うお、それがくるのか!?

ミユキ：私はとにかく、タクミに捕とらわれすぎると思ったんです。それで周りが見えなくなって、タクミを失ったら元も子もない。だから、これを預かっていて欲しいんです。

晃士朗：しばらく黙だまっていたあと、受け取ろう。ひとつ言っておくぜ。願いは、忘わすれるもんでもない。表に出すもんでもない。腹はらの底に沈しずめておくもんだ。

一同：おお～。

ミユキ：すぐにできるかは、わかりませんけど……ほっぺたを叩たたいて、気合を入れ直して……行きましょう！　朱香ちゃんと九鬼さんが待ってます！

晃士朗：……ああ。







◆Middle09◆朱香と真

Scene Player ── 大門寺朱香




　夕ゆう刻こく──。

　愛犬の散歩を装よそおい、ピッツァと共に夕ゆう暮ぐれの街を歩く朱香。洛西エリアの調査を終えた彼女の足取りは、ダーツバーとは別のところに向かっていた。

　五条大橋。

　ふたりと一匹ぴきが、初めて会った場所に。




ＧＭ：さて、第五ターン──の前に、朱香さん。

朱香：あたし？

ＧＭ：はい。そろそろ、四日目の十七時です。

朱香：ふぁぁっ……!!（笑）

ＧＭ：真のところに行くなら、イベントが発生します。

ミユキ：朱香ちゃん……。

朱香：うー……。わかりました、このままピッツァを連れて行きます。本当はミユキちゃんも一いつ緒しよに来て欲ほしいけど、あえてひとりで行く。

ＧＭ：わかりました。では、約束の場所に近づくと、ピッツァがあからさまに嬉うれしそうです。多分真のにおいを嗅ぎつけたのでしょう。

朱香：……もう、人の気も知らないで。

ＧＭ：やがてピッツァは「あん！」と鳴くと、急に走り出します。

朱香：あ、こら、ピッツァ！




　リードを持った朱香を引ひっ張ぱるように勢いきおいよく駆かけていくピッツァ。

　白い子犬は人ひと影かげを見つけると、おもむろに飛びついた。

　嬉うれしそうに飛びついた人影。それは──眼鏡めがねをかけた、よく見知った少年の姿。




朱香：あ……。

ＧＭ：ピッツァを抱だき上あげ、少年は顔を上げます。そして、朱香を見て嬉しそうに笑います。「大門寺さん……。来てくれたんだね」

朱香：あの、眼鏡、かけてるんだね……。

ＧＭ：もちろん。

朱香：真くん……。うー、せめてブレイクエンドの姿で来ればきっぱり拒絶できるのに。

九鬼：真はロイスだけど、ブレイクエンドはタイタスだからねえ。

朱香：うー……そうなの。でも、目は合わせない。顔は背ける。何の用なのよ。

ＧＭ：「……ごめん。やっぱり、どうしてもまた会いたくて」

朱香：……あ、あたしたち敵同士だってこと、忘れてないよね？

ＧＭ：「うん。それでも、会いたかった」

朱香：け、怪我人のくせに。……あのね、言っとくけど、真くん、うざいの！　ホントの意味でうざいんだからね！

ミユキ：朱香ちゃん……。

ＧＭ：「──ごめん。でも、ひとつだけ聞かせて欲しいことがあったんだ」

朱香：なによう……。

ＧＭ：「あの時──」と、深呼吸してから真は言います。目は、ずっと朱香を見つめたまま。




「あの時、どうして僕ぼくにとどめを刺ささなかったの？」




朱香：（目をそらして）さ、刺さそうとしたもん。邪じや魔まが入っただけで。あなたはＵＧＮで、あたしはＦＨだから、ちゃんと戦って倒さないといけないんだもん……。

ＧＭ：「そう、か。じゃあ──キミが戦う理由は、一体何？」

朱香：そんなの、お母さんのために決まってるよ。お母さんの願いを叶かなえることが、あたしの願いなの。お母さんの願いが叶かなえば、あたしの周りの人は、あたしの好きな人は傷きずつかずに済むの。お母さんがそう言ったもん！

ＧＭ：「……そっか。でも、これだけは聞いて欲しい。僕が、タクミくんに聞いた話だ」

ミユキ：！

朱香：タクミくんに……？

ＧＭ：「……タクミくんは、『至高天』を起動させるべきじゃない、と言ってる。あれを起動させるには、常つねに多大な犠牲が必要なんだ」

朱香：マテリアルを全部集めて、適合者がふたり揃そろっても……？　タクミくんが、真くんにその話をしたの？

ＧＭ：「……うん。僕のでっちあげじゃない、って証しよう明めいする手しゆ段だんはないけど……さ」

朱香：……真くんが噓うそつかないことくらい、知ってるもん。

ＧＭ：「……ありがとう」

朱香：で、でも……それでも、お母さんがそうしたいって言うなら、あたしは従したがうもん。だって、お母さんとＦＨだけが、あたしの居場所なんだから。

ＧＭ：「それは違うよ、大門寺さん。……キミの居場所は、それだけじゃない。居場所なんて、どこにだって作れるんだ」

朱香：な、何言ってるの……。

ＧＭ：「僕だって……キミの居場所になりたい。一緒に居場所を作りたいよ」

朱香：……あ、あたしにはＦＨが居場所だって、ゆったでしょ！　居場所がたくさんあると、迷まよっちゃうもん！　あたしには戦う力はないし、守ることしかできないから、だから……！

ミユキ：朱香ちゃん……。

朱香：あたしだって、守れるなら全員守りたい。でも、優先順位を決めないといけないの。九鬼さんは悩なやんでもいいって言ったけど、ずっと悩んでるわけにはいかないの！

ＧＭ：じゃあ、真はそんな朱香に近づいて、そっと肩かたに手を置きます。

朱香：……びくっとするけど、振ふり払はらったりはしません。

ＧＭ：「……無理に優先順位、決めなくていいじゃないか。見える人全部を守ればいい。少なくとも、僕はそうしたいと思って、そのために戦ってる」

朱香：…………じゃあ、あたしの前に二度と現あらわれないで。

ＧＭ：「それは──見える場所に居いれば、僕も守る対象だから？」

朱香：………………そうだよ。せめて、戦ってる場所には来ないで欲しい。

ＧＭ：「僕も、できればそうしたいけど──」

朱香：そうだ、ねえ真くん。それなら──。




「ＦＨに来て。そうしたら、戦わなくて済すむ。居場所だってあるよ！」

　はっとしたような表情で、朱香は真の手をとる。顔を上げ、見つめながら──彼女はひとつの提てい案あんを口にする。自分たちが戦わなくて済む方法を。




朱香：そう、そうなの！　だから、ね？　真くん！

ＧＭ：「それは──できない。ＦＨのやり方は、僕には賛さん同どうできない」

朱香：……しゅん。そこは平行線かぁ。

ＧＭ：「でも……正直、大門寺さんにはもっと嫌きらわれてると思ったから、少し安心した」

朱香：嫌きらい、大だい嫌きらいだもん！　だからあたしの目の前に出てこないでって言ってるじゃん！　ねー、ピッツァも嫌いだよね～。

九鬼：真の足元で尻尾しつぽ振ってるよね、たぶん（笑）。

ＧＭ：は、そのとおりです。

朱香：……まったくもう。

ＧＭ：「大門寺さん」

朱香：なによう。




「……僕は好きだよ、大門寺さんのこと」

　真は屈くつ託たくのない笑顔を朱香に向け、言った。



















朱香：っ……！　ばか！　知らない！　あ、あたしはもう帰るよ！　真くんも怪我人なんだから、帰って寝ねてて！

ＧＭ：「……うん、そうする。ありがとう。会えて嬉うれしかった」

朱香：ふんっ！　無言で離はなれて、つかつか歩いていきます。

ＧＭ：真はそっとあなたとピッツァを見送ります。

朱香：…………。

ミユキ：朱香ちゃん？

朱香：…………ちょっと立ち止まる。

九鬼：お？

ＧＭ：おや？

朱香：振ふり返かえって、真くんを睨み付けます。

ＧＭ：……はい。まだ彼はその場に佇たたずんでます。

朱香：…………またね、って言って、すぐにピッツァを抱えて走って帰ります！

九鬼：やれやれ（笑）。

ミユキ：……朱香ちゃんったら。

ＧＭ：真は朱香の背せ中なかが見えなくなるまで見送っていました。そこでシーンを終えましょう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




晃士朗：さてＧＭ、第五ターンの前に情報をまとめるシーンを作っておきたいんだが。

ＧＭ：了解です。では、「ロングアイランド」に集合するシーンでいいですか？

晃士朗：ああ、それでいい。プロテクトデータも調べておきたいしな。

九鬼：そういや、それがあったねえ。チャンスが一回だけなら晃士朗に判定してもらうのがいいか。《インスピレーション》が残ってればよかったんだけど（笑）。

ミユキ：ダイス目は仕方ないですよね……（笑）。







◆Middle10◆決戦前夜

Scene Player ── 闇条晃士朗




　ＵＧＮ京都支し部ぶの拠きよ点てんは、洛らく西せいエリアの司令部を残すのみとなった。

　ミユキと朱しゆ香か、それぞれに悩なやみを抱かかえたまま──戦いは最終局面を迎むかえる。




ＧＭ：では、シーンを開始しましょう。

九鬼：俺おれは真っ先に来て、カウンターでトニックウォーターでも飲んでよう。

晃士朗：俺も適てき当とうにソファに座すわっている。

朱香：じゃあ、あたしはピッツァを連れて入ってきます。散歩帰り。

九鬼：あ、おかえりー。

朱香：ただいま。……あ、そうだ。昨日の報ほう告こくなんだけど……あれ、ミユキちゃんは？

ミユキ：ここにいるよ。

朱香：いつからいたの!?（笑）

ミユキ：ずっとすみっこにいたの（笑）。

九鬼：……あ、そういやミユキは『至高天』を見てきたんだよね。どうだった？

ミユキ：あ、はい。改めてその報告を。──リーダー、仕切ってください（笑）。

晃士朗：わかった。──大分厄やつ介かいなことになってるな、と説明をしよう。




　晃士朗がかいつまんで、現げん在ざいの『至高天』の説明をする。主に、タクミの身体が剝はく離りしかかっていること、それによってタクミに死の危き険けんがあることだ。

　だが──美み奈な子こにそれを伝えていないことは、あえて伏ふせていた。




九鬼：……ま、いいか。そうだ晃士朗、こいつを調べてみてくれないか？　ＵＧＮが抱かかえてたデータだ。どうやら、『至高天』に絡からむ結けつ構こう重要なデータらしい。

ミユキ：あ、洛らく中ちゆうを抑おさえた時に出てきたヤツですね。

晃士朗：わかった。ＧＭ、何で判はん定ていだっけ？

ＧＭ：〈知ち識しき：セキュリティ〉で難なん易い度ど13です。

晃士朗：少し厳きびしいが、ダイスも増ふえてるし……むう、ひとつもクリティカルせず、失敗だ。侵しん蝕しよく率りつがもう[image: ]％超こえてるし、ここでタイタスを切るのも厳しいな……。

九鬼：俺が[image: ]％超こえたらもっかい使えるけどな！（笑）

晃士朗：……わかった。なら、もし九鬼の侵蝕率が[image: ]％を超えたら頼たのむ。

九鬼：オーケー、わかった。

ＧＭ：…………。

ミユキ：ＧＭどうしたんですか？　なんだか変ににやけてますけど。

ＧＭ：あ、いや、なんでもありませんよ？

ミユキ：？

朱香：あ、そうだ。……ねえ、ミユキちゃん。昨日のことなんだけど……。

ミユキ：昨日、って……朱香ちゃん、真くんと会ったのね。

朱香：…………うん。それで、タクミくんが起動したくないって言ってる、って真くんが……言ってた。

ミユキ：──そう。真くんがそう言ったのなら、そうなのかもね……。

朱香：だよね！　だよね！　真くんは噓うそつかないもん！

ミユキ：……そうね。

朱香：そ、それよりさ！　タクミくんが『至高天』を起動したくないだなんて、それはやっぱり……その、ダメだよね！　だってみんなの願いが叶かなわないし！

九鬼：そこなんだ。──どうしてタクミは『至高天』を起動したくないんだろうねえ？

朱香：……それは、聞いてないけど。

晃士朗：ブレイクエンドがそれを知ってたら、朱香が聞かなくても言ってただろうさ。聞き出したければタクミを取とり戻もどして直ちよく接せつ聞く、くらいしかねえだろ。

朱香：ねえ……タクミくんがああ言ってるの、ミユキちゃんはどう思うの？

ミユキ：答えを出すには、私わたしたちにはあまりにも知らないことが多すぎるわ。

朱香：あれ、即そく答とう……？　今まで一いつ緒しよに悩なやんでたのに……？

ミユキ：実じつ際さいにタクミの状じよう況きようを見てきたから……悩んでる暇ひまはないって思ったのよ。とにかく前へ進んで──ひとつでも多く、タクミを助ける手がかりを探さがす。私にはそれしかない。

朱香：そっか……。

晃士朗：さて、そろそろ頃合いだな。──出るぞ、ミユキ、朱香、九鬼。

ミユキ＆朱香：はい！

九鬼：はいはい。……そうだ、朱香。ポンと肩かたを叩たたく。

朱香：……なに？

九鬼：守りたい人間だけを、守るようにな。

朱香：……うん。守りたい人を、守る。







◆Middle11◆最終エリア、制せい圧あつ

Scene Player ── 青峰ミユキ




　ただひとつ残った、ＵＧＮ京都支部の司令部を要する地ち域いき──洛西エリア。

　ここを落とせば、京都は『神曲』セルの手中に落ちたも同然となる。

　戦いが始まって五日目──遂に決着の日は来た。




◆第五ターン

ＧＭ：では、最終ターンです。まずは移い動どうを行ってください。

晃士朗：……ここは迷まよう必要はないな。




　洛西エリアで出た情じよう報ほうを考え、移動はすんなりと決まった。

　朱香のみ洛中エリアでＵＧＮを迎むかえ撃ち、他の三人は洛西エリアを攻せめ落おとす。

　四人は速やかにＭＡＰ上のコマを移動させた。




▼洛西エリア　──青峰ミユキ＆闇条晃士朗＆九鬼

　京都市街地西部、洛西エリア。住じゆう宅たく地ちや学校が立たち並ならぶ場所に、ＵＧＮ京都支部のビルは佇たたずんでいた。

　──決戦は近い。朱香を除のぞくケルベロスの三人を先頭に、『神曲』セルのオーヴァードたちは、速やかに進しん攻こうを開始した。




ＧＭ：では、洛西エリアに向かった三人から、処理を行いましょう。まずは〈知覚〉〈知識〉などでセキュリティを突とつ破ぱし、その後ダメージを与あたえる必要があります。

晃士朗：ここは俺がやろう。〈知識〉はないので、【精せい神しん】で……よし、10！　クリティカルして達成値ちは16だ。

ミユキ：リーダーすごいです！

晃士朗：ダイスは11個こ振ふれるからな。これで侵しん入にゆう経けい路ろはなんとかなった。ミユキ、九鬼、あとは任まかせる。

ミユキ：はい、リーダー。ふたりがかりなら全力で攻こう撃げきしなくてもよさそうですね。

九鬼：ま、大船に乗ったつもりでいてよ。




　ミユキは氷の剣けんを、九鬼は四本のナイフを構かまえ、『神曲』セルの戦せん闘とう員いんを引き連れて切きり込こんでいく。その攻撃は、易やす々やすとＵＧＮ京都支部の防ぼう衛えいラインを突破した。




ＧＭ：このふたり相手に55点では脆もろすぎた…！　それで洛西エリアは陥かん落らくします！

九鬼：流石に京都支部も疲ひ弊へいしてるみたいだねえ。ここまで簡かん単たんに突破できるとは。

ＧＭ：京都支部のエージェントが迎げい撃げきしますが、あなた方『神曲』セルに蹴け散ちらされていきます。「くっ、クレセントエッジとクィーンビーが出しゆつ撃げきしているスキに……！」

晃士朗：主力が出で払はらってやがったからな。

ＧＭ：ちなみに、この時点で京都支し部ぶ長ちようは中央に撤てつ退たいしてしまいます。

九鬼：おやおや、至し極ごくあっさりだねえ。

晃士朗：ま、賢けん明めいな判はん断だんだ。頭を潰つぶしておきたかったのは山々だがな。




　京都の勢せい力りよく図ずは塗ぬり替かえられた。あとは朱香が洛中を守りきれば、ＵＧＮ京都支部は大きく力を殺がれ、千年の古都はＦＨセル『神曲』の台頭する場所となるだろう。

　戦いは、決着しようとしていた。




▼洛中エリア　──大門寺朱香

　京都市街地中央部、洛中エリア。賑にぎわう繁はん華か街がいの裏うら側がわ、町屋風の日本建けん築ちくが多い狭せまい路地で、オーヴァードの戦いは続く。

　朱香は最前線に立ち、ＵＧＮの攻撃を正面から受け止め、無力化する。

　不死鳥の翼つばさは、炎ほのおを噴ふき上あげて羽ばたく。




ＧＭ：では、洛中エリアの防衛に向かった朱香の処しよ理りをしましょう。

朱香：かかってこーい！　あたしは強いぞ！　かたいぞ！（笑）

ＧＭ：では早速ＵＧＮ戦せん闘とう部隊の攻撃からいきましょう。……命中は22！

朱香：《氷盾》だけ使ってガード。あとはガードシールドの能のう力りよくも使っておきます！　これで31点までなら止めるよ！

ＧＭ：ダメージは30点！　……無む傷きずだとぉ!?　で、では続けて〝クィーンビー〟高円寺真ま梨り子こが攻撃をしてきます！




「朱香ぁ……ッ!!」

「真梨子ちゃん……。久ひさしぶりだね」

「あなたもミユキと同じよ！　許ゆるさないから──！」

　銃じゆう火かを撒まき散ちらしながら、真梨子は朱香を蜂はちの巣にせんとする勢いきおいで攻撃する！




晃士朗：こいつの能力は未知数だったな。銃じゆう器きを使うってのはわかってるが。

朱香：そうだ真梨子ちゃん、あたしにダメージ通せたらロイス結んであげるよ？（笑）

ＧＭ：その余よ裕ゆうはいつまで続くかな！　《コントロールソート》＋《さらなる波》＋《コンバットシステム》＋《コンセントレイト：ノイマン》＋《マルチウェポン》で攻撃！

九鬼：ノイマン／ハヌマーンか……。

ＧＭ：両りよう脇わきにＰＤＷとスナイパーライフルを抱えて乱らん射しや。……命中は65！

朱香：これは全力で防ふせいだ方がいいよね。《氷盾》＋《イージスの盾》でガード！

ＧＭ：では……ダメージもでかい！　82点、装そう甲こう無む視し！

朱香：《イージスの盾》の出目は23だから、ガード値と合わせて49点軽けい減げんだよ！

ＧＭ：さ、33まで削けずられるのか！

朱香：《氷雪の守しゆ護ご》も使って、結局受けたダメージは13、残りＨＰ46。……あいたた。真梨子ちゃん、強くなったね。

ＧＭ：「私を強くしたのは、あなたとミユキよ」そう言うと、真梨子が顎あごをくいっと上げて何かを促うながします。

朱香：およ？

晃士朗：いや、これはあいつだろう。最後の攻撃が来るか。

朱香：熱血ハゲさん！

ＧＭ：正せい解かいです。「いい加か減げんその呼よび方かたは止めんかぁ！」と、十文字槍やりを大だい上じよう段だんに振ふりかぶり、雪村が朱香に攻撃を仕し掛かける！




「ちぇすとぉぉぉぉぉッ！」

　モルフェウスの能力で生み出した十文字槍を振ふり回まわし、光の軌き跡せきと共にすべてを斬きる。

　膂りよ力りよくと速度を兼かね備そなえた一いち撃げきが、裂れつ帛ぱくの気合と共に放たれた。




ＧＭ：ＦＨの戦闘員を蹴け散ちらし、閃せん光こうを放ちながら一いつ閃せん。……やや低い、命中は39です。

朱香：ここはタイタスを温おん存ぞんしたいので《氷盾》と《イージスの盾》、両方使ってガード！

ＧＭ：ダメージは64点。この時点で倒たおせないのは確かく定てい、か……。

朱香：45点止めて、ダメージは19点。残りＨＰ27で耐たえたけど、でも侵蝕率はもう[image: ]。クライマックス前なのに。

ＧＭ：これだけ殴なぐってようやくＨＰが半分を切るのか。恐おそろしい。

九鬼：朱香はひとりでも大だい丈じよう夫ぶだったね（笑）。

朱香：えへへ……みんなも頑がん張ばってるんだし、あたしだけ楽はできないよね。

ＧＭ：「くっ……！　恐おそるべき女よ」

朱香：ふふん、だ。〝フェニックスガード〟は伊達だてじゃないんだから！

ＧＭ：では、ここでＵＧＮの戦闘員が焦あせった様子で雪村に声をかけます。「雪村さん、ここで時間をかけられません！　……京都支部が！」

ＧＭ：「ぬうう……！　撤退だ！」　悔くやしげに歯は嚙がみすると、彼かれは身を翻ひるがえします。

朱香：待って！

ＧＭ：「……なんだ？」

朱香：真くんは……大だい丈じよう夫ぶなの……？

ＧＭ：「賢まさ人とか──」と、彼は忌いま々いましそうにあなたを見て吐はき捨すてます。「知らん！　ヤツの足取りは摑めておらんわ！　こんな時に、あいつ……！」

朱香：え……。

ＧＭ：とはいえ彼は戦えませんので、病院を抜ぬけ出だしてしまった、ということでしょう。

朱香：そっか。……戦いに参加してないって聞いたらほっとする。けど、無理してるんじゃないかなあ……。

ミユキ：……だよね。心配。

ＧＭ：では、雪村は真梨子とともに撤退していきます。ここで第五ターン終しゆう了りよう、次はクライマックスになります。

晃士朗：プロテクトデータは気になるが、仕方ないか。

朱香：あ、《鋼はがねの肉体》だけ使っておいていいですか？

九鬼：さっき渡わたしておいた応おう急きゆう手当セットも使った方がいいだろうね。

ＧＭ：そうですね、どちらも許きよ可かしましょう。

ミユキ：応急手当セットの効こう果かを持つ湯ゆ豆どう腐ふですね（笑）。

九鬼：は、姫ひめのためにじいが用意した湯豆腐でございます（笑）。

朱香：わーい、ありがとう。はふはふ！（笑）　両方使って54まで回かい復ふくしました。

ＧＭ：では、シーン終了。クライマックスフェイズになります！










　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆最終決戦

Scene Player ── 青峰ミユキ




　洛らく西せい地ち域いきの某ぼう所しよにある二十階建てのビル──ＵＧＮ京都支し部ぶは今、戦場と化していた。

　白はく亜あのビル全体に《ワーディング》が展てん開かいされ、吹ふき抜ぬけのロビーでは雪崩なだれ込んだ『神曲』セルの戦せん闘とう員いんと、迎むかえ撃うつＵＧＮエージェントが交戦している。




ＧＭ：それでは、クライマックスです。ＵＧＮ京都支部のビルを舞ぶ台たいに、残ざん存そん戦力を叩たたき潰つぶす──ということになります。

朱香：あたしも合流して大だい丈じよう夫ぶでしょうか？

ＧＭ：はい。先に「洛西エリア」を攻せめていた三人に朱香が合流し、ほぼ同時期に雪村と真ま梨り子こも戻もどってきます。

晃士朗：相変わらずの鈍どん足そくだな、熱血ハゲ。まあいい、これが最後だ──叩たたき潰つぶしてやる。

ＧＭ：「貴き様さまらの好きにはさせんぞ、ファルスハーツぅぅッ！」雪村と真梨子は残っていた戦力を結集し、あなたがたを迎むかえ撃うちます。

ミユキ：……もう勝負はついたわ。退ひきなさい。

朱香：：そうだよ！　あなたたちじゃ、あたしとミユキちゃんには勝てないもん！

ＧＭ：「……是ぜが非ひでも食い止めてみせよう。どんな手しゆ段だんを使っても、な！」

晃士朗：正面からやり合う以外に何か手段でもあるってのかよ。

ＧＭ：「ある！」と、雪村は叫さけび、一いつ瞬しゆん真梨子と頷うなずき合うと、彼かれらは何かを取り出します。それは、人体の一部を模もしたようなパーツ。

朱香：それって……！

晃士朗：こいつらが持ってやがったのか、マテリアル……！

ＧＭ：そうです。雪村が脊せき椎ついを、真梨子が眼がん球きゆうを手にしています。

ミユキ：手段は選ばないっていうわけ!?

九鬼：おいおいＵＧＮ、何考えてんだよ？

ＧＭ：「短時間ならジャーム化はせん！　データも取れている、ＵＧＮでジャーム化したものもまだおらん！　それに──勝つにはこれしかないのだ！」

朱香：やめてー！　それは明らかに負けフラグ、またはジャーム化フラグよ！（笑）




「限げん度どは三分！　行くぞぉッ！」

　雪村は『脊椎』、真梨子は『右みぎ眼め』──それぞれのマテリアルを手にし、己おのれが身に同化させる。ストラグルや遮那王の時ほどではないものの、燐りん光こうがふたりの身体を包んだ。




ＧＭ：というわけで、三ラウンド目が終わっても彼らがマテリアルを同化させていた場合、ジャーム化してＥロイスを取得します。

ミユキ：本当になりふり構かまわないわね……！

九鬼：経けい験けん点は増ふえるだろうけどさー、三ラウンド経けい過かして更さらにパワーアップされたら、俺おれたちバックトラックで戻ってこられないよね（笑）。

晃士朗：時間をかけちゃいられん、ってことだ。シンプルでいい。それに、わざわざマテリアルを持ってきてくれたんだ。ぶっ倒たおして奪うばえばいい。

九鬼：そうだねえ。……それに、この状じよう態たいの真梨子ちゃんを救えないようじゃ、俺の目的も果たせやしない、か。

朱香：目的……？

九鬼：……前に言ったろ。宝たから物もののこと、だよ。

朱香：そっか。──うん、頑張ろう！

ミユキ：タクミのためにも、時間はかけられないわ。行くわよ！

ＧＭ：では、戦せん闘とうを開始します！
















◆第一ラウンド

ＧＭ：では、まずは敵てきを配置します（と、ポーンを並ならべる）。

[image: ]

九鬼：おいおいおい、なんだこの数！

朱香：な、なにが起こったの？（笑）

ＧＭ：数が多いので、まず行動値ちと順番を整理しますね。最初は行動値12のＲＣ部隊。以下、11で晃士朗、雪村、９で真梨子、８でバックアップチーム、その次がミユキ、朱香、九鬼の三人。白兵部隊が４、機動歩兵は０です。

晃士朗：俺の攻こう撃げきでどこまで減へらせるかがカギだな。

朱香：雑魚ざこの攻撃はあたしが防ふせげるから、少しくらい討うち漏らしても大だい丈じよう夫ぶだよ！

ＧＭ：ちなみに機動歩兵は全員パワーアシストアーマーと電でん磁じシールド、パイルバンカーを装そう備び。白兵戦闘員はめいめい日本刀相当の白兵武ぶ器きを持っています。

九鬼：えらく重じゆう武ぶ装そうだこと。まったく、歓かん迎げいにもほどがあるよねえ。

朱香：あたし、きょろきょろと周囲を見回します。……真くん、来てないよね。

ＧＭ：姿すがたは見えません。

朱香：……わかりました。じゃあ、目の前の敵に集中するもん！

ミユキ：真くん……戦えないんだよね。

朱香：そ、そうだよ。出てきたって、やられるだけなんだから。

ＧＭ：では、セットアップです。こちらは真梨子が《スタートダッシュ》で10ｍ下がる。

朱香：あたしは何もしない。

晃士朗：なら、こちらは何もなしだ。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。真梨子が《加速する刻とき》を使用して行動します！

ミユキ：来る……！

ＧＭ：まず、マイナーアクションで《オウガバトル》を使用。更にオートアクションで《リミットリリース》を宣せん言げん！




　人じん智ちを超こえた速度で、真梨子が後こう退たいしながら銃じゆうを構かまえる。その銃じゆう口こうが狙ねらうのは、彼かの女じよにとってもっとも憎にくむべき敵──ミユキだ。




ＧＭ：メジャーは《コンバットシステム》＋《さらなる波》＋《コンセントレイト》＋《マルチウェポン》＋《マシラのごとく》！　バックステップしながら、二挺ちようの銃を連れん射しや。周囲の大気をコントロールし、通つう常じようの銃じゆう弾だんではありえない加速度で攻撃！

晃士朗：──それは《時の棺ひつぎ》だ。




　晃士朗の右みぎ眼がん窩かがぼんやりと光り、黒い風が周囲に吹ふき荒あれる。一瞬後、ばら撒まかれた銃弾はすべて消しよう滅めつしていた。




ＧＭ：「──くっ!?」　では判はん定てい失敗。攻撃は不発に終わります。

晃士朗：今の組み合わせだと朱香でも厳きびしい。それに向こうは切り札を二枚まい無む駄だ打ちしたんだ、侵しん蝕しよく率りつ10点の価か値ちはある。

朱香：リーダーすごーい！

ＧＭ：だが次に行動値12でＲＣ部隊が攻撃する！　４グループが全員を一回ずつ《焦しよう熱ねつの弾だん丸がん》＋《コンセントレイト：ノイマン》で攻撃します。

朱香：あたしが全部カバーリングした方がいいかな……？

ミユキ：私わたしは大丈夫。リーダーだけお願い、朱香ちゃん。

朱香：……わかった！




　ＵＧＮのエージェントが生み出した火球が四人を襲おそうが、精せい鋭えい部隊ケルベロスにとってこの程てい度どの攻撃は最早脅きよう威いではなかった。装そう甲こうが薄うすいミユキを残りＨＰ４点まで追おい込こんだものの、朱香、そして朱香がカバーリングした晃士朗にはダメージを与あたえられない。九鬼もブーストアーマーの装甲でほとんどのダメージを止め、わずか４点のダメージに留とどまった。




朱香：あたし今、ここにいる意味がある！（笑）

九鬼：こういう戦いだと、朱香は真しん価かを発はつ揮きするねえ。弱い攻撃を何度受けても倒たおれない。

晃士朗：……よし、俺の行動だな。《サイレンの魔ま女じよ》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《マインドエンハンス》、雪村のタイタスを取得して即そく座ざに昇しよう華か、クリティカル値を１下げる。……なんだ、この出目!?　９が８個こも出てる！

ミユキ：リーダーが爆ばく発はつした……。

朱香：すごーい！　守った甲か斐いがあるってもんだ（笑）。

晃士朗：……まさかここまでクリティカルするとはな。達成値は73だ。




「その暑苦しい熱血ハゲを見るのにも飽あき飽あきだ。さっさと消えろ」

　晃士朗の生み出した黒い烈れつ風ぷうがロビーを埋うめ尽つくす。暴ぼう虐ぎやくの牙きばと化したそれは、ＵＧＮの戦闘員をひとり、またひとりと塵ちりに変えていく──！




ＧＭ：雪村、真梨子共に回かい避ひ失敗。バックアップチーム２グループは《他者領りよう域いき》＋《領域の盾たて》を機動歩兵二体に使用。一体は自分を、一体は雪村をカバーリングさせます。それ以外は全員回避は無理だろうからガードを宣言。

晃士朗：じゃあダメージを出す。……これもでかい、72点。力が戻ってきた気がする（笑）。

九鬼：なにがあったんだ晃士朗（笑）。

ＧＭ：ば、ばかな、二十体近くが一瞬で……。




　晃士朗の攻撃が終わった瞬しゆん間かん、そこに立っていたのはカバーリングを受けた雪村とバックアップチームの片かた方ほうのみ。




ミユキ：これがリーダーの力……。

朱香：すごいすごい！

ＧＭ：晃士朗の攻撃では落ちない計算だったんですよ！　装甲歩兵はＨＰ60でガード値８、白兵部隊もＨＰ50でガード値４あったんですが。

晃士朗：そいつらが一いつ斉せいにパイルバンカーで攻撃してくるのは、ぞっとしねえな。

ＧＭ：……そして真梨子もここで倒たおれますが、《ラストアクション》を宣言！　最後に一いち撃げき加えます！　晃士朗の攻撃で受けたダイスペナルティはマイナーで解かい除じよ！




「これで終われない……！　こんなところで、終われないのよ!!」

　倒たおれる間ま際ぎわ、真梨子は全身の力を振ふり絞しぼって最後の攻撃に出た。マテリアルと同化したその右眼が、鈍にぶく光る。

　二挺の巨きよ大だいな銃を構かまえ、憎にくんでやまないミユキに狙ねらいを定める──。




ＧＭ：メジャーは組み合わせられるものは全部組み合わせて攻撃。ここで『右眼』の効こう果かを使用。最初に振ふったダイスの出目をすべて10として扱あつかいます。達成値は59！

ミユキ：一いち応おうドッジはしてみるけど……失敗。

朱香：あたしはミユキちゃんを──。

ミユキ：（さえぎって）待って。私、ここで真梨子の一撃は食らってあげたい。

朱香：え？

ミユキ：自分がまいた種だもの。それに朱香ちゃんの侵蝕率も少しは抑おさえられるし。

晃士朗：……意味はあるな。朱香の侵蝕率もそうだし、今ミユキの残りＨＰが４だろう？　それならタイタスで起き上がった方がＨＰを確かく保ほできて、《終末の炎ほのお》が使いやすい。

朱香：そっか……。わかった、あたし我が慢まんするよ！

ミユキ：ありがと、朱香ちゃん。──さあ来なさい、真梨子！

ＧＭ：「なに、よ、あんたたちばっかり……！」ダメージは……77点、装甲無む視し！

ミユキ：大きい！　それは倒たおれますね……。

ＧＭ：ミユキに命中したのを確認すると、真梨子は安心したような笑顔になります。




「ママ、私、やったよ……」

　ミユキに致ち命めい傷しようを与あたえた──そう思おもい込こみ、真梨子は満足そうな顔で意い識しきを手放す。




ＧＭ：倒たおれた彼女の身体から、『右眼』のマテリアルが転がり落ちます。

晃士朗：なるほど、そういう仕組みか。倒たおせばいいなら楽でいい。

ミユキ：少しほっとします。で、私は真梨子のロイスをタイタスにして立ち上がる。受け止めたわ、あなたの気持ち。──これでようやく対等よね。

朱香：ミユキちゃん、すごいな……。

ミユキ：長い間の宿題をようやく果たした気分だわ。真梨子の気持ちはともかく……私はこれで、ひとつ前に進める。

朱香：……なんかミユキちゃんがどんどん先に行ってる。

ミユキ：（優やさしい声で）そんなこと、ないよ。朱香ちゃんだって歩いてるじゃない。

朱香：……うん、頑張るよ。

九鬼：さて……ほぼ全ぜん滅めつだが、どうするね？　雪村くん。

ＧＭ：「まだ勝負はついておらん！　最後まで立っていたものの、勝ちッ……！」

朱香：あつっくるしいよう（笑）。

九鬼：やっぱり来るか。なら、そのイニシアチブプロセスに割わり込こんで《フルインストール》だ。もうひと勝負、付き合ってやるよ。




「テセウス、特殊状況限定解除エクストラリミテツドリリース！」

　九鬼の全身が電流に包まれ、オーバーロードが発生する。神しん経けいを電流で加速し、肉体能のう力りよくを倍化させる九鬼の切り札だ。




ＧＭ：「しゃらくさい！　三合──三合のうちに、切きり捨すてるッ！」マイナーアクションで《光こう芒ぼうの疾しつ走そう》＋《インフィニティウェポン》＋《シールドクリエイト》＋《アーマークリエイト》を使用し、武器を作成してＰＣにエンゲージ。




「ぬぉぉぉぉぉっ！」

　雄おたけびを上げ、巨きよ軀くに似に合あわぬスピードで踏ふみ込こむ雪村。その手には盾を兼かねた無ぶ骨こつな籠こ手てが嵌はめられ、巨大な十文字槍やりが握にぎられる。

　銀光一いつ閃せん──！




ＧＭ：メジャーは《光速の剣けん》＋《コンセントレイト》をはじめ、色々と組み合わせ。更に《ギガンティックモード》も追加！　命中は39、ガードは不ふ可か！

晃士朗：自分の武器を壊こわして、対象を範はん囲いにしたのか。面めん倒どうだな……。

朱香：むむむ……ここはミユキちゃんを《炎えん陣じん》で庇かばいます！

ミユキ：朱香ちゃん!?

朱香：あたし不死者だから、まだ侵蝕率に余よ裕ゆうがあるもの。ここでタイタス使っても大だい丈じよう夫ぶ。

ＧＭ：ダメージは63点！

朱香：真梨子ちゃんのタイタスを昇華して起き上がります。あの子だって強くなってたんだから、あたしも強くならなきゃ！

晃士朗：俺は死んだ仲間のタイタスを昇華して起き上がる。

九鬼：俺は《ラストアクション》を使用する。組み合わせられるものは全部組み合わせ、もちろん《バリアクラッカー》も追加。……達成値は37だ。

ＧＭ：ドッジは失敗！

九鬼：ダメージは55点。一撃で仕留めるには、ちょおっと足りなさそうだねえ。

ＧＭ：「くっ……今のは効きいたぞ、ファルスハーツ！　だが、まだ折れん！」

九鬼：タフだねえ……と言いつつ、雪村をタイタスで取得、即そく昇華して立ち上がる。




　雪村の一撃は朱香に庇かばわれたミユキ以外に多大なダメージを与あたえるが、戦線が瓦が解かいするほどではない。そして、晃士朗の攻撃から唯ゆい一いつ生き残ったバックアップチームが《大地の牙》＋《要の陣じん形けい》で朱香以外を攻撃するが、大した被ひ害がいは与えられない。




ＧＭ：くう、凌しのがれてしまった。では、行動値５の三人です。

九鬼：俺が先に行こう。さっきと同じ組み合わせ、高速の四連斬！　命中は42！

ＧＭ：「こなくそぉぉっ！」ドッジを試みますが……やはり失敗。

九鬼：その根こん性じようだけは評ひよう価かするけどねえ──ダメージは63点だ。

ＧＭ：ダメージ総そう計けい[image: ]……よし、耐たえた！

晃士朗：しぶとい野や郎ろうだ……！

ミユキ：なら、とどめを刺さすまでです。マイナーは《氷炎の剣》＋《終末の炎》、ＨＰを10点消費して攻こう撃げき力りよくを上じよう昇しよう。メジャーは《コンセントレイト》＋《結合粉ふん砕さい》＋《炎の刃やいば》で攻撃……って、あ、あれ？　一回しかクリティカルしない！　命中は23です。

ＧＭ：ドッジを試みます。……クリティカルした！　もう一回！　なんと達成値25で回避！

ミユキ：そんな!?




「──見えたぞ、フェンリルバイトぉ！」

　絶ぜつ対たいに負けられないという気き迫はくか、雪村はミユキの剣を紙一重でかわしてのける。




九鬼：……やるねえ。こりゃ予想外だ。

ミユキ：侮あなどっていた……！　すいません、リーダー！

晃士朗：ちっ、悪わる足あ搔がきしやがって。だが、次で潰つぶせば同じだ。

朱香：あたしは一応《鋼はがねの肉体》を使っておくね。25点回かい復ふくして、ＨＰは41だよ。

ＧＭ：では、クリンナッププロセスに『脊椎』の効果が発動。雪村のＨＰが45点回復します。

晃士朗：自動回復能力だったのか！

ミユキ：しまった……私がとどめを刺せなかったから！

九鬼：俺も《フルインストール》の効果が終わる。しかし、ミユキの攻撃を避さけるとはねえ。

ＧＭ：「危あぶなかったが──高円寺の攻撃で足に来ていたようだな」

ミユキ：それはあるかもしれない。ふらふらっ（笑）。

ＧＭ：では、第二ラウンドです！




◆第二ラウンド

ＧＭ：セットアップは双そう方ほう何もなしですね。では、イニシアチブ。最初は晃士朗です。

晃士朗：雪村はさっき武器を壊したから、《魔ま神じんの心しん臓ぞう》を組み合わせてダイスペナルティを与あたえればマイナーは武器を作るか、ペナルティを消すかの二に者しや択たく一いつになるな。

九鬼：そうだな。毎ラウンド45点回復は侮あなどれないし、俺も全力で攻撃するよ。

晃士朗：マイナーで《斥せき力りよく跳ちよう躍やく》を使用してエンゲージを離り脱だつ。《サイレンの魔女》＋その他で攻撃、命中は28だ。




　黒い風と共に、足元に斥力を生み出し、肉にく迫はくする雪村の間合いから晃士朗が一気に離脱。

　そのまま、黒風は雪村と生き残りのＵＧＮエージェントに絡からみつき、蝕むしばみ始める──！




ＧＭ：ドッジは……惜おしい、21で失敗。

晃士朗：ヒヤヒヤさせやがるぜ。ダメージは41点、装甲は無視だ。

ＧＭ：それは痛いたい……！　バックアップチームはこれで倒れますが、雪村は健けん在ざい。次は雪村の行動ですが……これはダメージよりもペナルティが厳しい！

九鬼：マイナーアクションで武器を作るか、ペナルティを解除するか、どちらかだからねえ。

晃士朗：そういう戦せん術じゆつだからな。武器か判定か、選べ。

ＧＭ：……いや、ここはマイナーでペナルティを解除。

九鬼：お？

ＧＭ：「負けられんのだ！　貴様らにッ!!」　と絶ぜつ叫きようしつつ、先ほどと同じ組み合わせで攻撃！　攻撃後に素す手でが壊こわれますが、お構かまいなし！　晃士朗以外の三人に攻撃します！




　自らの拳こぶしを結けつ晶しよう化かさせ、幾いく重えにも分ぶん裂れつさせながら、死力を振り絞った殴おう打だを放つ。

　拳が砕けることも厭わない、覚悟の一撃だ。大気を震ふるわせ、鉄てつ拳けんが光ひかり輝かがやく！




晃士朗：……そこまでするか。ただの熱血ハゲじゃなかったってことか（笑）。

九鬼：ちょっと感心した（笑）。

朱香：根性だけはすごいなあ……。

ＧＭ：ダメージは大おお幅はばに下がりますが、疲ひ弊へいしてるのはそちらも同じ！　達成値48！

ミユキ：ドッジは……ダメ、失敗！　倒し切れなかったのが痛い……。

九鬼：俺も失敗だ。大した気迫だねえ、ちょっと感心しちゃったよ。

朱香：《炎陣》！　何も言わずにミユキちゃんの前に出るよ！

ＧＭ：では、ダメージが……でかっ!?　５Ｄで10、10、10、８、４！　合計42、武器の攻撃力が下がってるとはいえ65点のダメージ！

晃士朗：ガードができれば朱香はこれでも余裕なんだがなあ。

九鬼：俺は戦闘不ふ能のうだ。……ミユキ、あとは任まかせた。次はやってくれるよな？　全身から血が蒸じよう発はつした蒸じよう気きを噴き上あげて膝ひざを折る。

朱香：倍にして[image: ]……ごめんミユキちゃん、あたしも戦闘不能。

ミユキ：朱香ちゃん、九鬼さん……！

ＧＭ：雪村はグシャグシャになった拳をぶら下げ、ミユキを見み据すえます。「……貴様の攻撃を凌しのげば、俺の勝ちだ」

ミユキ：──なら、ここで終わらせるわ。




　ミユキの構かまえた剣の切っ先から、しんと冷気が伝わる。研とぎ澄すまされた一閃が、ＵＧＮの巨きよ漢かんの身体を切きり裂さく──！




ミユキ：さっきと同じ組み合わせで攻撃、命中は……52！

ＧＭ：ドッジは失敗！　「──ダメか！」と、覚悟を決めて大の字で攻撃を受ける！

ミユキ：ダメージは54点。肩かた口ぐちか袈け裟さ懸がけに切きり裂さきます。

ＧＭ：それは、耐たえ切れないな……。

晃士朗：復活エフェクトは持ってないのか。

ＧＭ：はい。これで雪村も［戦闘不能］になります。

ミユキ：……私の、勝ちよ。

ＧＭ：「ッ……賢まさ人とが、いれば……貴様らなどに……」と、彼は前のめりに倒れ、『脊椎』が身体から転がり落ちます。

晃士朗：……潔いさぎよさがお前の敗はい因いんだよ。俺たちとは欲よく望ぼうの強さが違ちがった。

ミユキ：私は真梨子の持っていた『右眼』を回かい収しゆうします。

九鬼：んじゃ、俺が『脊椎』を回収しておくか。

ＧＭ：では、そこで戦闘は終しゆう了りようします。──が。

ミユキ：が？




　戦いは終わったはずだった。立っているのはケルベロスの四人と、何名かの『神曲』セルの構こう成せい員いんたち。

　だが──戦場となっていたロビーの入り口近辺が、にわかに騒さわがしくなり始めた。

　数秒の喧けん騒そうの後、『神曲』セルの構成員を蹴け散ちらし──人ひと影かげがそこに現あらわれる。




朱香：……ひょっとして。

ＧＭ：朱香が入り口に視し線せんを向けると、そこには──。






《オウガバトル》　戦闘の天才ゆえに攻撃力が上がるノイマンのエフェクト。

《リミットリリース》　神経加速により限界を突破するハヌマーンのエフェクト。

《さらなる波》　波のエネルギーを増幅し、攻撃力を強化するハヌマーンのエフェクト。

《マシラのごとく》　制御不能なほどの超高速の連撃を行うハヌマーンのエフェクト。

《焦熱の弾丸》　炎の弾丸を投射するサラマンダーのエフェクト。

《光芒の疾走》　弱い光で目くらましをかけ、その隙に移動するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《インフィニティウェポン》《シールドクリエイト》《アーマークリエイト》　それぞれ武器、盾、防具を作成するモルフェウスのエフェクト。

《光速の剣》　強烈な光と共に攻撃し、防御をかいくぐるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器が壊れるのもかまわず分裂させ、広範囲に攻撃するモルフェウスのエフェクト。









◆Climax02◆急転

Scene Player ── 大門寺朱香




　最初に朱香が、そしてミユキが、晃士朗が、九鬼が、新たな来客に視線を向ける。

　そこには、四人と因いん縁ねん浅からぬ少年が立っていた。

〝ブレイクエンド〟真田賢人さなだ・まさと。──またの名を、柾木真まさき・しん。




ＧＭ：では、クライマックスその二です。ちなみに、戦闘は発生しません。

九鬼：そりゃ助かる。こっちはもうボロボロで何もできないよ。

朱香：来たのって、真くん……ですよね。

ＧＭ：そのとおりです。

晃士朗：はん、とっくに戦闘は終わってるぞ。今いま更さら何しに来た。




「……どうしても、会っておかなくちゃ、って思ったんだ」

　疲つかれきった表ひよう情じよう。ぜえぜえと、肩かたで息をする。満まん身しん創そう痍いの身体で、少年は立ち塞がるＦＨエージェントを蹴散らし、必死でたどり着いたのだ。




朱香：あ、あたしは咄とつ嗟さにミユキちゃんを庇かばうように前に出る。

ＧＭ：「賢人、それ以上はよせ……。お前は本来、戦える身体ではなかろうが……」と、雪村が息も絶え絶えに言います。

九鬼：……ま、それを言ったらここにいる全員がそうなんだけどねえ。

ミユキ：ＧＭ、タクミはそこにいますか!?

ＧＭ：はい。真の中に、タクミの意識を感じられます。

ミユキ：……やっぱり。それでここまで来たのね。

九鬼：さて、ブレイクエンド──いや、柾木くん。一体何をしにきたんだい？

朱香：そうだよ！　怪け我が人にんは大人しく寝ねてなよ！

ＧＭ：では、真は深しん呼こ吸きゆうしてから答えます。




「──大門寺さんと青峰さんが、またねって言ってくれたから」




ミユキ＆朱香：…………！

九鬼：そ、そう言えば、ふたり共そんなこと言ってたねえ。

朱香：……う、うん。

ミユキ：言った……わね。

晃士朗：はん、女に会うためだけにそんなに必死に来たのかよ。

ＧＭ：「否ひ定ていはしないよ。でも、一番の目的は──それだ」と、マテリアルを指差します。

晃士朗：俺たちからこいつを取り返すとでも言いたいのか？

ＧＭ：「そうじゃない。僕ぼくとタクミくんは『至高天』を起動させたくない、ってことで一いつ致ちしてる。だから──それを誰だれが持つにせよ、一箇か所しよに集めるのを避さけて欲ほしい」

晃士朗：はん、話にならねえな。

ミユキ：──真くん、教えて欲しいの。『至高天』を起動したら、一体どうなるの？

ＧＭ：「……どんな結果が起ころうとも、ひとつ言えることがある」




「──起動してしまえば、取とり込こまれた人間は無事では済まない」




ミユキ：──！　はっと息を吞のみます。

朱香：え……？

ＧＭ：「三年前の事件のこと、タクミくんに聞いたよ。そこで何が起こったのかもね。あんな歪なもので願いを叶えていいはずがない」

ミユキ：でも……！

朱香：……何も言うことが思いつかないよう（笑）。

ＧＭ：「『至高天』に、縛しばられないで欲しい」と、真が呟きます。が、ミユキにはその声がタクミの声と重なって聞こえます。

ミユキ：…………真くん、タクミもそう思っているの？

ＧＭ：「……ああ」と、真は頷きます。──すると、突とつ然ぜん彼はがくっと膝をつきます。

朱香：真くん!?　反はん射しや的てきに駆かけ寄よるよ！

ミユキ：真くん……！

ＧＭ：「ぐっ……」と、随ずい分ぶん苦しそうな表情です。ここまで随分無理をしていたので、その無理がたたったというのもあるのですが──もうひとつ。

朱香：え……？

ミユキ：何かあるんですか？

ＧＭ：ミユキには、彼からタクミの存そん在ざいが感じられなくなっています。

ミユキ：タクミが!?　そう言えば、真くんはタクミに支ささえられて動けてるって──。

ＧＭ：はい。そして、ミユキの頭に他ならぬタクミの声が響ひびきます。




「お姉ちゃん、もう時間がない。お願い、この人を──」

　言い終える前に、そのか細い声は消えてしまう。そして──ミユキだけが感じられていたタクミの気配も、声と同時にふっつりと消えていた。




ミユキ：タクミ！　どういうことなの、タクミ──ッ！

朱香：……真くんは今どういう状態なの？

ＧＭ：かなり危き険けんな状態──ゲーム的には［戦闘不能］で、このままシーンが終了すると彼は死し亡ぼうします。

九鬼：ぶっ倒たおれてる雪村の首根っこを摑つかんで聞いてみよう。おい、こりゃどういうことだ。そもそも、どうしてブレイクエンドの傷きずは治らない？

ＧＭ：「俺たちにもわからん……。だが、あの事件──あの犬に襲おそわれて以来だ。マテリアルの影えい響きようによるものだろう」

朱香：あたしを庇かばった時……だよね。

九鬼：マテリアルに関係してるのはわかるさ。ＵＧＮでも見当はついてないのか？

ＧＭ：「……賢人の身体と、マテリアルを調べたデータは存在している。だが、内ない容ようまでは知らされておらん」

晃士朗：おい……それってまさか、あのプロテクトデータか！

ＧＭ：……はい。

九鬼：……なんてこった。

晃士朗：大きなミスはしてないが、細かいミスや判定失敗が何度かあったからな……。

朱香：そんな……。どうにかして助けられないの？

ＧＭ：何らかの方法で真のＨＰを回復させる必要がありますが、アイテムやエフェクトでは不ふ可か能のうです。

ミユキ：となると……ひとつ方法は思いつくんだけど。

九鬼：多分同じことを考えてる。『脊椎』だろ？　確たしかに三分間は大丈夫って話だが……ここは雪村に聞いてみるか。なあ、この『脊椎』を真田に入れたとして、三分以内に外すことはできるのかい？

ＧＭ：「……完全に同調しない限かぎり、外すことは容よう易いだ。貴様らにも可か能のうだろう」

ミユキ：……うーん。ここで『脊椎』を使っていいのか、確かく信しんが持てない。

朱香：そうなの？

ミユキ：うん。ピッツァみたいにずっと『心臓』を入れていたけど無事、って例もあれば、今回の真くんの例もあるし──ストラグルみたいになっちゃう可か能のう性せいも否定できない。




『脊椎』を使って助けるのか、それとも他の方法はないのか、考かんがえ込こむ一同。

　やがて──九鬼が静かに口を開いた。




九鬼：ミユキ、朱香。お前さんたち、なにがなんでもこいつを助けてやりたいかい？

朱香：……うん。あたしは、守りたい人を守る。それがあたしの願いだから。今真くんを救えないなら、あたしの願いは叶かなわなくなるもん。

ミユキ：黙だまって首しゆ肯こうします。でも九鬼さん、何か方法はあるんですか？

九鬼：わかった。……ＧＭ、ジェネシフトしていいかな？　こうなったら、侵蝕率を[image: ]％まで上げて、《インスピレーション》をもう一度使いたい。

ミユキ：そんな手段が……！

朱香：……いいの？　帰ってこられる？

九鬼：なんとかロイスは五つ残ってるからね。今[image: ]％だから、仮かりに20増ふえたとしても追加振りすれば戻ってこられるだろ。

ＧＭ：それは構かまいません。そうすれば、少なくともデータの内容は参照できます。

九鬼：決まりだな。まずはジェネシフトだ。侵蝕率は──14上がって現げん在ざい[image: ]。




「テセウス、レネゲイドブースタ起動。量子演えん算ざんシステムを並へい行こう励れい起き」

『Yes,Master』

　九鬼の体内のレネゲイドが活かつ性せい化かし、今にも衝しよう動どうに飲のみ込こまれそうな感覚が走る。だが、なんとかその衝動を抑おさえ込こみ──彼はプロテクトデータから情じよう報ほうを読み取ろうとする。




九鬼：……《インスピレーション》を使用だ。プロテクトデータの解かい析せきを完かん了りようする。

ＧＭ：わかりました。ではまず、もっとも重要にして前ぜん提ていとなる情報が開かい示じされます。




・〝ブレイクエンド〟は『マテリアル』と呼よばれる物ぶつ質しつに異い常じような親しん和わ性せいがあり、影響を受けやすい『適てき格かく者しや』と呼ばれる特殊なオーヴァードである。




一同：ええええええええええええええ!?

ミユキ：そ、それって、タクミと同じ……ってこと!?

九鬼：これは……流石に驚おどろいたねえ。

朱香：続きは？　助ける方法はないの!?

ＧＭ：……では、続く情報を提てい示じしますね。




・マテリアルを使用した攻撃や回復は、彼に対して過か剰じような効果を見せる。現在、体内のレネゲイドのバランスが崩くずれ、通常の治ち療りようが不可能なのもそれが原げん因いんである。

・ただし、現在は小康状態。戦闘は不可能と思われるが、日にち常じよう生活は可能。原因は不明。




ミユキ：小康状態……これってタクミが居いたから、ってことですよね。

ＧＭ：はい。ＵＧＮ側でもタクミの存在は感知できなかったようです。そして、最後に以下の情報が出てきます。




・再さい生せい能力を持つ『脊椎』での回復は可能と思われるが、どのような影響を与えるかは不明。更なる研究結果が出るまでは避さけたい。

・小康状態のうちに、×日に完成予定の施し設せつで休きゆう眠みんさせ、様子を見る必要があると思われる。今後彼とマテリアルの研究を進め、治療に活かす予定。




ＧＭ：……なお、データにある施設はすでに完成していました。具体的には、第四ターンにあたる日付です。場所は、洛東エリアのビルです。

朱香：え、え、どういうこと……？

ＧＭ：つまり──真を助けるには、タクミが中にいる状態で洛東エリアに連れて行く、という行動が必要でした。現げん状じようでは、その方法をとることはできません……。

九鬼：（絞しぼり出だすような声で）遅おそかった、か……。




　プロテクトデータを解析できなかったことが、ここに来て痛つう恨こんとなっていた。

　残された選せん択たく肢しは、あまりにも少ない。




朱香：……ねえ。『脊椎』を入れてもらって、お母さんのところに連れて行く──っていうのはどうかな。

晃士朗：情報の話はあるが、こいつはＵＧＮ側の筆頭戦力だ。復ふつ帰きさせずにこのまま殺す手もある──もちろんな。ま、どちらにするかはお前たちが決めろ。

ミユキ：私たちが……。

朱香：あたしたちの好きにしていい、ってこと？

晃士朗：そうだ。

朱香：それならお母さんのところに連れて行って欲しいよ！

晃士朗：（ミユキを見て）お前は？

ミユキ：いまいち信じ切れていないんだけど──。

朱香：リーダー、ゲート開いて！　お母さんのところに連れて行こうよ!!　これしかないよ、真くんをＦＨに入れればいいんだよ！　うん、決定だよ！

九鬼：……いいんだな、朱香。

朱香：うん。お願い、九鬼さん。真くんを助けて。それからリーダー、ゲート開いて！

九鬼：なら、『脊椎』を入れるぜ。

晃士朗：俺もゲートを開く準じゆん備びだけはしておく。

ミユキ：開かないんですか？

晃士朗：最悪の事じ態たいは避けたいからな。こいつがジャーム化しないのを確認してから開いても遅おそくないだろう。それに、なるべくプルガトーリオの介かい入にゆうは最後にしたい。

九鬼：俺も同意見だねえ。では──『脊椎』を使うよ。

ＧＭ：わかりました。『脊椎』は何の抵てい抗こうもなく、するりと真の身体に入はいり込こみます。そして──彼の全身の傷は、瞬しゆん時じに癒いえてしまいます。雪村が使った時とは比ひ較かくになりません。

朱香：治るの……？　でも、なんか怖こわい……。

ミユキ：治ったなら、早くマテリアルを外しましょう！

ＧＭ：外そうとした瞬間、ミユキの手はバチンと何かに弾はじかれます。

ミユキ：きゃっ!?




　変化は、すぐに起こった。

　マテリアルと同化した真の身体は、傷が癒いえると同時に光を放ち始める。それは──『至高天』がかつて放った光と同どう質しつのものだ。

　だが、ストラグルが不完全に起動させた時や、遮那王がマテリアルに暴ぼう走そうさせられた時の光とは、明らかに激はげしさが違っていた。




九鬼：これは、まずいか!?　そうだ、『右眼』はどうなってる!?

ＧＭ：まるで吸すい寄よせられるように、『右眼』も真の身体に取り込まれます。

晃士朗：……呆あつ気けに取られるな、流石に。

九鬼：おい、真田──！

ミユキ：何が起こってるの!?

朱香：真くん──!!

ＧＭ：急きゆう展てん開かいですが──バックトラック終了後、エンディングで結果を演えん出しゆつします。










　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：それでは、まずはバックトラックをお願いします。今回はみんな二倍かな……？

ミユキ：私わたしは二倍振ぶりで、45下がって帰き還かんです。

九鬼：俺おれは最後の《インスピレーション》で[image: ]まで行ったし、追加が必要だろうねえ。まずは二倍で……おおお、すごい！　10Ｄで73も減へった！　なので二倍で帰還！（笑）。

ＧＭ：その出目はすごい！　期き待たい値ちをはるかに超こえてますよ。

晃士朗：俺もいい出目なんだが……二倍で48減へって、[image: ]。追加で４Ｄ振ふって91で帰還。

朱香：あたしは二倍振って39下がったので[image: ]％。不死者なので、これで帰還できます。

九鬼：おお、遂に朱香の不死者が効こう果かを発はつ揮きした！

ＧＭ：晃士朗が三倍、他は二倍で無事に帰還ですね。それでは、エンディングに移うつります。







◆Ending01◆嚆こう矢し

Scene Player ── 青峰ミユキ




　死に瀕ひんした友人を救いたい──それは、ミユキと朱香の切なる願いだった。

　手立てはあった。だが、いくつかの不運が重なり、それは叶かなわない。

　祈いのるような思いで彼かの女じよたちの選んだ選せん択たくは──。




ＧＭ：では、エンディングです。今回は総そう合ごうエンディングが１シーンのみになります。

九鬼：《インスピレーション》がもう一発あれば……。

ミユキ：ダイスは怖いですよね。

朱香：ううう。真くん、どうなっちゃうんだろう。

晃士朗：クライマックス直後、でいいんだよな。どういう状じよう況きようなんだ？

ＧＭ：はい。全身から光を放ち、その姿すがたさえはっきりと見えないような状じよう態たいの真がゆっくりと立ち上がります。




　それは、異い様ようなまでに激はげしい光だった。吹ふき抜ぬけのロビーを埋うめ尽つくすばかりか、ビル全体を飲のみ込こんでしまいかねないほどの大きな光。

　その中心で、真と思しき人ひと影かげは佇たたずんでいる。
















朱香：真くん、真くん！

ＧＭ：朱香の呼びかけにも反応する様子はありません。その間にも、どんどん光は強くなり、目を開けているのすら困難になってきます。

朱香：……あたし、駆け寄ります。

ＧＭ：では、朱香が駆かけ寄よろうとしたところで不意にディメンジョンゲートが開きます。

朱香：……あれ？　リーダー？

晃士朗：俺は何もしてねえ。このタイミングで出てくるヤツなんざ限かぎられてるだろ。

ＧＭ：それをくぐって現あらわれるのは、他ならぬ美み奈な子こです。バロールのエフェクトを使えるエージェントに命じたのでしょう。

朱香：お母さん！

九鬼：なるほど……そりゃあ来るわな。『心しん臓ぞう』を持ってるんだし。

ＧＭ：美奈子は、状況を確かく認にんすると、あなた方が見たこともないような表ひよう情じようを浮うかべます。




　それは、驚きよう愕がくと怒いかりが綯ない交まぜになったような表情だった。

　眉まゆ根ねを寄よせ、唇くちびるを歪める。

　常つねに優やさしげな笑みを湛たたえる美奈子のそんな表情は、四人全員が初めて見るものだった。




朱香：お母さんがあんな顔するなんて……。

ＧＭ：「どういうこと……!?　こんなに早く覚かく醒せいするなんて、計算外だわ」

九鬼：……覚醒？

ミユキ：美奈子さん、これは一体なんなんですか!?

朱香：お、お母さん！　早く真くんからマテリアルを抜ぬいて!!

ＧＭ：「もうそれどころじゃないわ、朱香」

朱香：……え？　なんで？

ＧＭ：答えず、美奈子の掌てのひらに、ぼっと炎ほのおが燃もえ上あがります。

九鬼：……おいおい。

晃士朗：──まさか、やる気か!?

ミユキ：美奈子さん！




　一言も発さず、美奈子は炎の奔ほん流りゆうを放つ。コンクリートの床ゆかや外がい壁へきを溶よう解かいさせながら、光の中心部──真に向けて襲おそい掛かかる炎。

　それを受け、真はそっと右手を上げた。炎と光がぶつかり合って炸さく裂れつし、その場にいる全員の視し界かいを奪うばう──！




晃士朗：お構かまいなしかよ、プルガトーリオ！

朱香：お母さん！　真くん！

ミユキ：どうして──!!

九鬼：まさか、ここまでとはねえ……！

ＧＭ：ほどなくして激げき突とつによる光が晴れ、現げん状じようが明らかになります。




　閃せん光こうが晴れた時──その場にいるのはミユキたち四人と、戦せん闘とう力りよくを失ったＵＧＮ京都支し部ぶ、そして『神曲』セルのエージェント。

　息はあるが、意い識しきを失ったままの雪村豪たけ久ひさ、高円寺真ま梨り子こ。

　だが、真と美奈子の姿はどこにもない。




朱香：……あ、れ？　ふたりは……？

ＧＭ：今はまだわかりません。確かく実じつなことは、ＵＧＮ京都支部が壊かい滅めつしたこと。そして──。




　六月初頭。

『神曲』セルリーダー、〝プルガトーリオ〟永石美奈子は、この日を境さかいに消息不明となる。

　美奈子の手しゆ腕わんで成立していた『神曲』セルは未み曾ぞ有うの混こん乱らんに陥おちいることになる。

　結果──ＵＧＮ京都支部と、ＦＨセル『神曲』の双そう方ほうが、壊滅状態となった。




ＧＭ：……と、いうところでシーンを終しゆう了りよう。マスターシーンを挟はさみ、以い降こうの展てん開かいは次回へと持もち越こすことになります。

一同：ええええええええええええええ─────!?







◆Ending02◆消失

Master Scene




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演えん出しゆつします。




　同どう時じ刻こく。マレボルジェ地下──コキュートス。

　発光や鳴動などの現げん象しようを見せず、ただ沈ちん黙もくを続ける水すい晶しようの薔薇ばら。

　だが──その表面はつるりとして、かつてあったはずのものが見えない。




ミユキ：え、それって、まさか……。




　水晶の薔薇は、ただ佇たたずむのみ。

　──青峰タクミの姿は、そこから消え去っていたのだ。




ミユキ：（呆ぼう然ぜんとして）噓…………。

朱香：[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！（息を吞のむ）

九鬼：逃にげた……？

晃士朗：剝はく離りして落ちた、ってわけでもないのか？

ＧＭ：剝離して落ちたら下に残ざん骸がいが落ちていてしかるべきですが、そういうわけでもありません。タクミが取とり込こまれる前と同じ外見になった、という状態です。そして──




『ごめん、お姉ちゃん。間に合わなかった──』

　誰だれにも聞こえない呟つぶやきだけが、コキュートスに残っていた。





......To Be Continued












　　　　あとがき




　人間、色々な選択を迫られる時というのはあるものです。

　そんな時、常にベストな選択ができるとは限りません。ですが、一度選んでしまった以上はその選択に責任を持つ──というのが理想でしょう。

　……自分がそうできているか、というのは、疑問ではありますが。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手にとっていただき、ありがとうございます。

　著者の加納正顕かのう・まさあきです。




『ダブルクロス　リプレイ・デザイア②　残ざん影えいの妖都』、いかがだったでしょうか？　悪の組そ織しきファルスハーツに所しよ属ぞくし、正せい義ぎや大たい義ぎのためでなく、あくまでも自分の欲よく望ぼう、望みのために戦う四人の物語、お楽しみいただければ幸いです。




　しかし、欲望のために戦うとはいえ、『ＤＸ３』は、絆のゲームです。

　悪の側から描くこの『デザイア』シリーズでもそれは変わらないということを、この第二巻ではひしひしと感じさせられました。

　特にふたりの主人公──弟タクミを救うために戦い続けるミユキと、ただ「お母さん」を妄信して戦い続ける朱香。彼女たちにとっては、その絆こそが欲望と言えるのではないでしょうか。

　今後も、物語はこのふたりを中心に動いていくことでしょう。

　もちろん、脇を固める大人の男、晃士朗と九鬼にもドラマが待っています。晃士朗の美奈子に対する復讐心はどうなるのか。九鬼が救いたいと願う少女、セシリアは再び目覚めることがあるのか。

　このあとがきを書いている今では、まだ知る由もありません。




　彼かれらがどのように戦ったのか──それはまず本ほん編ぺんをお読みいただければと思います。




　さて、ここからは本書の解かい説せつに参りましょう。ネタバレを含ふくみますので、「ネタバレ上等！」という奇き特とくな方以外は、是ぜ非ひ本編を読んでから先に進んでください。




第三話

　第一巻でその鮮烈なキャラクター性を見せつけた彼女のもっとも印象的な部分は、何をおいても「お母さんであるプルガトーリオ＝永石美奈子を妄信している」という点です。ならば、もしもそれ以外に大切なものができたら、どうするのか。そして、それをお母さんとの天秤にかけさせられたら、どういう反応をするのか。その選択肢をクライマックスに持ってくるということをまず決め、それからシナリオを肉付けしていきました。

　朱香と交流することになる気弱な少年が、実は一巻第一話で少し登場したＵＧＮ京都支部のエージェント〝ブレイクエンド〟である、というのも最初から決めていました。ヒントはいくつか出していたのと、九鬼に会ってしまうと即バレてしまうのでヒヤヒヤしていましたが、彼の正体はプレイヤー全員が見事に驚いてくれました。

　そして、肝心の朱香の選択ですが──。

　結果は、ご覧らんのとおりです。思った以上に──というか、セッション中に若林さんが思い入れのあまり実際に泣いてしまうほどキャラクターに感情移入してくださり、申し訳ないやら、嬉しいやら、ありがたいやら、という感じでした。決していじめた、というわけではありません。若林さんのファンの皆みな様さま、お許ゆるしください（笑）。

　シナリオ自体は、三話目と言うこともあり、少し趣向を変えて時間制限つきのギミックを用意しました。ふたつの勢力がひとつのターゲットを奪い合う、というコンセプトで設定したもので、うまくいくかは少し不安でしたが、プレイヤーの皆さんには喜んでもらえたようで、何よりでした。




第四話

　第四話については──色々とありますが、まずはシナリオのギミックから。こちらも、第三話のように少し趣しゆ向こうを凝こらしたものになっています。三話がすごろくだとすると、こちらは陣じん取とりゲームのようなものを設せつ定ていし、京都中で戦いが起こっているというのを表ひよう現げんしようとしてみましたが、いかがでしたでしょうか？

　本文では割愛した部分もありますが、プレイヤー間では実際に京都観光をする時のような相談もあり、『デザイア』シリーズのステージである古都・京都を演出できたのではないかと思っています。

　なお、こういったミニゲーム的なギミックは、セッションにメリハリをつけるという意味では役に立つかと思います。しかし、あまり凝り過ぎると逆にだれてしまったり、煮詰まってロールプレイの余裕がなくなったり、ということもありますので、使用する際は注意が必要です。

　さて、ギミックの次はセッションそのものに触ふれましょう。第四話は『神曲』セルとＵＧＮの全面戦争、そして真や真ま梨り子ことの関係をどうするのか、というのを問いかけるためのシナリオを用意しましたが、様々な要因が重なり、ご覧のとおり随分ダイナミックな展開になってしまいました。

　真をどうするかについては、いくつかの選択肢を用意していました。ひとつは、プログラムデータを解析し、仮死状態にすること。もうひとつは、ＦＨに連れて行き、洗脳してしまうこと。最後は、本編でそうなったとおり、マテリアルを使用することです。どれをよしとするか、というのはプレイヤー次第として、あえて明確な正解は用意しませんでした。実際のセッションでは予期せぬアクシデントでプログラムデータが解析できず、ご覧のとおりの結果になったわけですが……。

　真や美奈子に何が起こったのか、京都は、『至高天エンピレオ』はどうなるのか。そして未だ姿すがたを見せない、十字疵きずの男の正体と目的は。これらは、次回以い降こうで明らかになることでしょう。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　続いて、本書を執筆するにあたって協力していただいた方に感謝を。




　まずはプレイヤーの皆様に。

　若林さん、一巻に引き続き素晴らしいロールプレイをありがとうございます。次回も多分朱香をひどい目に遭わせますが、よろしくお願いします（笑）。

　合鴨さん、いつもながら安定したロールプレイはお見事です。ミユキも朱香同様色んなひどい目に遭うと思いますが、最後までお付き合いくださいませ（笑）。

　矢野さん及び三田さん、プレイにおいては細かいフォローの数々、執筆にあたっても多数のアドバイスありがとうございます。東京と神戸には足を向けて寝られません。

　そして、本シリーズのイラストレーターである片かた桐ぎりいくみ先生。一巻に引き続き、強さと儚はかなさが同どう居きよしたような美しいイラストをありがとうございます。最早片桐先生のイラストなしに『デザイア』は考えられません。

　そして本書に関わったすべてのスタッフに。お忙いそがしい中の作業、ありがとうございます。

　最後に、本書を手にとってくださった読者の皆様へ。

　本当にありがとうございます。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　第三巻では、寄る辺を失った四人がどうするのか、『至高天』は、それぞれの願いはどうなるのか、徐々に物語の核心に迫っていくことになるかと思います。

　願わくば、再びお目にかかれますことを。

　それではまた、陰謀渦巻く京都の街でお会いしましょう。
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